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恋人を寝取られ、勇者パーティから追放されたけど、ＥＸスキル【固定ダメージ】に目覚めて無敵の存在に。さあ、復讐を始めよう。


六志麻あさ

イラストレーション／ろるあ







お断り





　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。
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第１章　覚醒する闇



第２章　闇と聖女



第３章　禁呪の探求



書き下ろし『憎悪の途上』







第１章　覚醒する闇






「魔王軍との戦いが終わったら……私、クロムのお嫁さんになりたいです」

　その日の夜、俺は突然の逆プロポーズを受けた。

　相手は勇者パーティの仲間であり、恋人でもある神官イリーナだ。

　俺より三つ年下の彼女は二十一歳。長く伸ばした黄金色の髪に綺麗な青い瞳をしている。まさに聖女というイメージの、美しく清らかな女性である。

　ここは宿の中庭で、周囲には誰もいない。

　淡い月明かりの下、俺たち二人だけだった。

「す、すみません、私ったら。突然で驚きましたよね？」

　ああ、なんて可憐なんだ。

「いや、俺も同じ気持ちだよ。この戦いが終わったら結婚しよう、イリーナ」

　常に危険と隣り合わせの、俺たちの戦い。

　だけど、絶対に生き残ってみせる――。

　そして、幸せな人生を歩むんだ。

　イリーナと、二人で。





　翌日、俺たち勇者パーティは魔王軍の前線基地に戦いを仕掛けた。

「死ね、勇者ども！」

　巨大な黒い竜が叫んだ。

　魔王軍の中でも上位の
眷
 けん
 属
 ぞく

 ――『ダークドラゴン』だ。人間以上の知性と強大な魔力、
強
 きよう
 靭
 じん

 な生命力を兼ね備えた強敵である。

　炎のドラゴンブレスが俺たちを襲った。

「『ホーリィシールド』！」

　イリーナが呪文を唱えた。

　光り輝くエネルギーの盾が出現し、ドラゴンブレスを弾き返す。超一流の神官ならではの防御術式だった。

「いくぞ、クロム。タイミングを合わせるのだ」

　俺に魔法を教えてくれた師匠であり、旅の仲間でもある賢者ヴァレリーが厳かに告げる。

「『ファイアストーム』！」

「『アイスストーム』！」

　俺たちが同時に放った炎と氷の上級魔法が、ダークドラゴンを後退させた。

「おのれぇっ！」

　怒りとともに、長大な尾を振るう黒竜。

「させるか！」

「あたしたちが相手よ！」

「うおおおおっ！」

　それに向かって飛び出したのは、大男の戦士、女剣士、中年騎士の三人。勇者パーティーで前衛を務めるライオット、ファラ、マルゴだ。

　彼らが繰り出した斧や剣、槍が竜の尾を両断する。

　ぐるるるるあああああああああああっ！

　竜が苦鳴を上げて、ひるんだ。

「今だ、ユーノ！」

「了解っ」

　俺の声に、閃光のようなスピードで突っこむ一つの影。

　きらびやかな黄金の鎧に秀麗な顔立ちの少年だった。

　世界に七人しかいない『勇者』の一人、ユーノだ。

「魔を滅せよ、聖剣『ヴァイス』！」

　巨大な竜が体勢を立て直すより早く、金色の聖剣が振り下ろされる。刃から放たれた閃光が、ダークドラゴンの体を両断した。

「やったな、ユーノ！」

「クロムくんやみんなの援護があったからだよ」

　俺の言葉に、爽やかな笑みを返すユーノ。

　謙虚で、仲間思いで。本当にいい奴だ。

　勇者である前に、俺にとっては親友と呼べる相手だった。





　魔王が復活したのは、今から三年前のことだ。

　十三の兵団を率い、奴らは全世界に侵攻した。半年もたたないうちに、世界の半分が奴らの手に落ちた。

　それに対抗すべく、神は地上から七人の勇者を選んだ。勇者たちはそれぞれ仲間を選び、各地に散って魔王軍と戦い始めた。

　俺――クロム・ウォーカーも、そんな『勇者パーティ』に選ばれた一人である。





　ダークドラゴンとの戦いを終えた俺たちは宿に戻った。

　この地方を支配する魔王軍の十三幹部の一人――フランジュラスとの決戦は、近い。奴の手下である強力なモンスターは、今日のダークドラゴンを含めて、すでに七体狩っている。

　敵側の戦力をかなり削いだし、そろそろ仕掛ける頃合いか。

　実際にそのタイミングを決めるのは、パーティの参謀役ヴァレリーだが。

「……そうだ、寝る前にイリーナの顔を見てこようかな」

　俺は部屋を出た。

　この階に泊まってるのは俺とヴァレリー師匠、ライオット、マルゴの四人。上階にはファラとイリーナ、そして勇者ユーノが泊まっている。

　ぎし、ぎし、と階段を軋ませながら、俺は上の階に上がった。

「えっ……!?
 」

　そこで、俺は驚いて立ち尽くした。

「会いたかった……」

「僕もだよ……」

　ユーノの部屋に、人目を忍ぶようにして入っていく影を発見したのだ。

「今のは、まさか……」

　俺の見間違いに決まっている。

　だけど、あれはどう見ても――。

　昨日、将来を誓い合ったはずの恋人イリーナの姿だった。

「なんで、イリーナがユーノの部屋に……？」

　首をかしげつつも、俺はすぐに首を横に振った。

　イリーナはたまたま用事があって、ユーノの部屋を訪ねただけだろう。恋人と親友を一瞬でも疑うなんて、俺はなんて馬鹿なことを。

「イリーナにおやすみの挨拶をしたかったけどやめておくか。明日に備えて寝よう」

　俺は背を向けた。

　――会いたかった。

　――僕もだよ。

　さっきの声が頭の中で反響する。

　階段を下りようとしたところで、足が止まった。

「……駄目だ、やっぱり気になる」

　いけないことだと分かりつつも、俺はふたたび歩き出した。

　足音を忍ばせ、ユーノの部屋の前へ。

　別に疑っているわけじゃない。ただ、確認したいだけなんだ。

　罪悪感を覚えつつ、そっと扉に耳を押し当てる。

「イリーナ、愛しているよ……」

「ああ、私もです……愛しい、勇者様……！」

　聞こえてきた声に頭が真っ白になった。

　なんだよ、これ……!?


　続いて聞こえてきたのは、かすかな息遣い。

　服を脱ぐ、衣擦れの音。

「くううっ、君の体は最高だ、イリーナ……」

「ああ、素敵です……気持ちいい……」

　甘い
嬌
 きよう
 声
 せい

 と、ベッドが
軋
 きし

 む音。

　やがて、イリーナは――俺が一度も聞いたこともないような快楽の声を上げた。

　なんなんだよ、これは……っ……！

　俺は心の中で叫ぶ。

　イリーナ、君は俺と結婚したいって言ってくれたじゃないか。

　ユーノ、お前は俺の親友じゃないか。

　なのに、どうして二人が――。





　俺はその晩、一睡もできなかった。

「おはよう、クロムくん」

　一階にある食堂まで降りると、ユーノが挨拶してきた。

　いつも通りの爽やかで、優しげな笑顔だった。

「顔色が悪いよ？　体調は大丈夫？」

　俺を気遣う態度も、決して表面上のものじゃない。心から俺を心配しているように見えた。

　昨晩あんなことがあったとは、とても信じられない。

「ご気分が優れませんか？」

　イリーナも心配そうに歩み寄ってきた。

　二人とも、いつもと変わらない態度だ。まるで昨日のことは、俺が見た悪い夢だったかのように――。

　だけど、俺は確かに聞いたんだ。

　あまりにもショックで、何も考えられなかった。

　あのとき、恋人として部屋の中に乗りこむべきだったんだろうか。俺は、ただ逃げるようにその場を後にしてしまった。

「なんでも……ないよ」

　そう言うのが精一杯だった。

「機は熟した。そろそろフランジュラスの討伐に行くとしよう」

　と、ヴァレリー師匠が提案する。

「そうだね。みんなの力を合わせれば敵じゃない。だろう、クロムくん？」

　ユーノが賛同した。

「えっ？　あ、ああ……」

「みなさんが危険な目に遭いそうだったら、私の防御術で必ず守ってみせます」

　いつもと同じく健気なイリーナ。

　他の三人も『今日は決戦だ』とばかりに、意気を上げている。

　もっとも、みんなの顔には若干の焦りみたいなものが見えた。

　――俺たちのパーティは、他の六つの勇者パーティに比べると戦績で水をあけられている。他のパーティはそれぞれ最低でも一体は魔王軍の幹部クラスを討っているのだ。

　だが、俺たちだけは幹部クラスを一体も倒していない。

「じゃあ、出発だ。必ずフランジュラスを倒そう」

　ユーノも普段の爽やかな笑顔ではなく、どこかこわばった顔だった。





　俺たちは深い森の中を進んでいた。

　ここを抜ければ、フランジュラスの城があるはずだ。

　と――、

「が……ああ……!?
 」

　ふいに、俺の全身を激しい痺れが襲った。

　その痺れはすぐに、体中に駆け巡る激痛へと変わった。

「こ、これは……？　ぐうう……ううぅぅぅ」

　膝に力が入らず、その場に崩れ落ちる俺。はあ、はあ、はあ、と異様に荒くなった息をつき、這いつくばった姿勢で顔を上げる。

「禁呪法『闇の鎖』」

　見上げると、ヴァレリー師匠が無表情に俺を見下ろしていた。

「悪いな、クロム。生け贄はお前だ」

「いけ……にえ……？」

「機は熟した、と言っただろう？　フランジュラスを倒すために、我らが勇者様にはさらなる力が必要だ」

「なに……を……？」

　頭の中が真っ白になる。

「そのための儀式を始めるんです、クロム」

　冷たく告げたのは、イリーナだった。

　えっ、どういうことだ……？

　彼女が俺に向けているのは、恋人としての愛情など一片も宿らない、冷たい視線。

「悪いんですけど、犠牲になってくださいね」

　他の三人――戦士ライオット、女剣士ファラ、騎士マルゴもそれぞれ冷淡な目つきで俺を見下ろしていた。

「私たちを呪うがいい。その呪いによって生まれた【闇】が、同時に強い【光】をも生む」

　ヴァレリー師匠――いや、ヴァレリーが杖を俺に向ける。

「がああ……ああ……っ!?
 」

　激痛がさらに強まった。

　あまりの痛みに俺は髪を激しくかきむしった。

　ごっそり抜けた毛は真っ白になっていた。

　さらに――両手両足がみるみるやせ細っていく。ほとんど骨と皮しか残っていない。

　俺の中の生命力がどんどん抜け落ちていくような感覚。

　このまま、すべてを吸い尽くされて死ぬのか、俺は……。

　恐怖と絶望で目の前が暗くなる。

「お前の【闇】が生み出した【光】は、勇者の力を強化してくれる。お前の【闇】が深ければ深いほど――怒りや苦しみ、憎しみ、絶望、それら負の感情が強ければ強いほど、勇者に与えられる【光】もまた強くなる。いずれ魔王をも倒すほどに――」

　わけが分からない。

　俺はなんらかの呪法の生け贄にさせられようとしているのか……!?


　師匠の口ぶりからすると、勇者を強くするために……か？

「どうして、俺を……？」

　胸の中でいくつもの感情が行き来する。

　怒り。混乱。戸惑い。

　そして――絶望。

「全員で決めたんだ」

「勇者を強くするために」

「犠牲になるのはお前だ」

「誰だって死にたくはない」

　ライオットたちが口々に告げる。

　仲間としての俺を、斬り捨てる言葉を。

「大丈夫だ、彼女は僕が幸せにする」

「ごめんなさい、クロム。あなたのことは忘れません」

　目の前で抱き合い、熱烈な口づけを交わしたユーノとイリーナを目にして、俺の意識は途切れた。
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　こうして、俺はすべてを失った。

　そして――。

　俺の中の【闇】が、目覚める。






◆　◆　◆







　俺はずっと昔からイリーナが好きだった。

　王宮付きの魔法使いを目指したのも、彼女にふさわしい男になりたかったからだ。

　幸い、俺は魔法の才能に秀でていたらしく、また師匠になってくれた賢者ヴァレリーの指導もあって、メキメキ上達していった。

　やがて、シャーディ王国史上最年少の十七歳で王宮付き魔法使いになった。

　で、魔王出現と同時に現れた七勇者の一人ユーノに、仲間として指名された。

　そのとき一緒に指名されたのがイリーナやヴァレリーである。さらに旅の途中で戦士ライオットや女剣士ファラ、騎士マルゴらと出会い――以来、俺たちは五年の間、このメンバーで戦ってきた。

　苦しみも喜びも、すべて分かち合ってきた。

　家族同然の――いや、孤児だった俺にとって、勇者パーティは家族そのものになっていた。

「でも、そう思っていたのは、俺だけだったわけか……」

　俺はゆっくりと目を覚ます。

「あいつらにとって俺は……いつでも切り捨てられる道具だったんだ」

　そして、生け贄にされた。

　勇者を強くするための犠牲にされ、パーティを追放された。

「捨てられたんだ――」

　その実感が、強烈な喪失感となって俺を打ちのめした。

　暗い気持ちで周囲を見回す。

　さっきの森の中だ。

　体が重い。指一本、動かせない。

　よく見ると、体に何か黒い鎖のようなものがまとわりついていた。

「なんだ、これ……？」

　鎖は、どうやら物質ではなく魔力エネルギーの一種のようだ。





　――禁呪法『闇の鎖』――





　ヴァレリー師匠の言葉が脳裏をよぎる。

　全身の激痛はすでに消えていた。ただ――自分の中から、大事な何かが消えてしまったような感覚がある。

　しばらくして、俺は自分が何をなくしたのかに気づく。

「魔力が……ない……!?
 」

　愕然とつぶやいた。

　そう、俺の中から魔法の力がいっさい失せている。師匠にかけられた禁呪法の影響だろうか。

「なんだよ、これ……っ」

　突然の事態に混乱し、頭をかきむしる俺。

　俺にとって魔法とは、十年以上も修業して手に入れた努力の結晶だった。この世で一番大切な女――イリーナのために必死で身に付けた力だった。

　それが、あっけなく失われてしまった。

　ふと見ると、両腕が枯れ木のようにやせ細っていた。指に絡みついた銀色の髪は、俺の頭皮から抜け落ちたものらしい。

　ほんの数時間前までは黒髪だったというのに――。

　わおおん……！

　ふいに鳴き声が聞こえた。

「っ……！」

　力が入らない体を無理やり起こす。

　ソードウルフの大群が近づいてきた。

　その名の通り剣のような牙をむき、俺を見据える魔物たち。魔法さえ使えれば、攻撃呪文の一発で倒せるような相手だ。

「『ファイアボール』！」

　俺は呪文を唱えたが、やはり発動しない。

「くそ……」

　素手では勝ち目なんてない。

　逃げようとするが、体が異様に重い。腕だけじゃなく、足もやせ細っていた。

　よろよろと、自分でも苛立つほど遅くしか動けない。

　あっという間に囲まれてしまった。

「くっ……」

　このまま食い殺されるのか――。

　絶望がこみ上げる。

　おおおおおおおおおおおおおおんっ！

　次の瞬間、ソードウルフたちが四方から飛びかかってきた。

　殺到する牙と爪。腕を、脚を切り裂かれ、肩と太ももに食いつかれた。

「が……ああっ……！」

　激痛が走り抜ける。噴き出す血が、地面を朱に染めた。

「は、ぐ……ぅ……ぁ……」

　さらに、手首やわき腹にソードウルフたちの牙が突きたてられていく。

　痛みが徐々に麻痺し、体中の感覚が薄れていく。意識が遠のいていく。

「う……ぅぅ……っ……」

　これが、俺の最期か。

　信じていた仲間や愛する人に裏切られ、利用され、ぼろくずのように捨てられ、最後には魔物に食われて、人生を終える。

　ああ、俺の一生ってなんだったんだろう。

　どこで間違えたんだろう。

　どこかで違う選択をすれば、あるいは幸せをつかめたんだろうか。

「――こんな場所で」

　体が燃えるように熱くなった。

　唐突に湧き出した思いが、体を内側から燃やしていた。

　死んでたまるか。死にたくない。

　あいつらへの怒りや憎しみ、復讐心。

　そして、何よりも――俺自身の、生への渇望。

　俺は、まだ生きたい。

　こんな終わり方は嫌だ。絶対に――。





『術者の絶望値及び憎悪値が規定に到達しました』

『儀式の進捗率が70
 ％に到達しました』

『【闇】の力の起動条件を満たしました』

『実行中』

『術者の運命係数を書き換えました』

『術者に【闇】の力が付与されました』

『術者に【従属者】へのスキル分譲能力が付与されました』

『術者にＥＸスキル【固定ダメージ】が付与されました』

『概要１：現在のダメージ値は１となります』

『概要２：範囲は術者の周囲10
 メートルです』

『スキルを発動しますか？』





　澄んだ女性の声だった。

　死ぬ間際の幻聴か？





『スキルを発動しますか？』





　また同じ質問だ。幻聴のくせにしつこいな。

「……いや、待てよ」

　スキルか。

　――なんでもいいから、俺の周りにいるソードウルフたちをぶっ飛ばしてくれないか。

　心の中で呼びかけてみる。

　ほとんど、駄目元だったけれど。





『術者の意思を確認しました』

『実行中』

『これよりＥＸスキル【固定ダメージ】を展開します』

『概要１：範囲内の敵すべてに対し、３秒ごとに【固定ダメージ】を１与えます』

『概要２：これは永続効果となります』





　次の瞬間、体を覆っていた黒い鎖がはじけ飛んだ。

「くっ……おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ……！」

　体中が焼けるような感覚とともに、俺の周囲に【闇】が広がる。

　おおおおんっ!?


　苦鳴と戸惑いの声が無数に響いた。

　俺の体に牙を突き立てていたソードウルフたちが、びくん、と体をのけぞらせ、後ずさる。他の奴らもそろって体を震わせ、苦鳴を上げる。

「これは――」

　ほどなくして、大半のソードウルフはおびえたように逃げていった。

　わずかに残った数匹はなおも闘志を失わず、俺をにらむ。

　それが30
 秒から１分ほど続いただろうか。ふいに、すべてのソードウルフがその場に倒れ伏した。

「死んでる……！」

　逃げなかった奴らは全滅していた。

　俺の身に何が起きたんだ……!?


『無事に覚醒されましたね、宿主様』

　さっきの声がまた響いた。

「お前は……？」

『あなたの中に宿った【闇】です』

　どうやらこの声は、俺の中から響いてくるみたいだ。

　闇――か。

『儀式によって生まれたのは【光】と【闇】――そのうちの【光】は勇者たちが、そして【闇】はあなたが、それぞれ受け継いだのです』

　その闇が言った。

『今はまだ目覚めたばかり。あなたの中の怒りや憎しみ、あるいは絶望――あらゆる負の感情を育てなさい。それが【闇】を育み、より強大な力をあなたに与えるでしょう』

「【闇】を……育む……？」

　声の言っていることは、俺にはあまり理解できなかった。

　ただ、闇って言葉が指しているものは分かる。

　怒りや憎しみ、そして絶望。

　それならたっぷりと味わった。

　俺を裏切った恋人や仲間たちによって――。

　心の内側に暗い炎が宿るのを感じた。

　決して消えない、負の炎が。

『その調子です。良質の【闇】を抱えているようですね』

　俺の中の【闇】とやらは、どこか嬉しげな調子で告げた。

『今ので力が増したようです。ＥＸスキル【固定ダメージ】のダメージ量が１から２に上がりました』

　つまり、俺の中にある負の感情が増えれば増えるほど、【固定ダメージ】とかいう俺の能力も強くなっていく……のか？

「なら、俺は――」

　唇を噛みしめた。

　奴らへの憎しみを糧に、この力を成長させてやる。






◆　◆　◆







「腕は……まともに動かないか」

　俺はあらためて両腕を見つめた。まだソードウルフに食いつかれた傷跡が生々しいそこは、骨と皮だけに近い状態だ。

「これじゃ、魔法使いの杖を持つことさえできないな……」

　と考えたところで、自嘲気味に笑う。

「杖はもう必要ないか。俺には魔力がなくなったんだから」

　何年も、魔法使いの鍛錬をしてきた。

　イリーナを守るために。

　ヴァレリーの下で必死で魔力を鍛え、複雑な詠唱を暗記し、精神のコントロールを学び――超一流とまでは言わないが、それなりの腕にはなったと思う。

　イリーナを守れるだけの力を身につけられたと思う。

　俺の人生で唯一の、努力の結晶。

　だけど、それはもう失われてしまった。

　たぶん、二度と戻ってこないのだろう。

　もっとも――俺が魔法使いを志した理由自体が、すでに失われている。

　イリーナを守る。その目的を果たす必要は、もうない。

　考えたところで、脳裏に彼女とユーノの姿が浮かび上がった。

　激痛の中で倒れる俺を見下ろす、二人。

　まるで見せつけるように、熱烈な口づけを交わす二人。

　俺だけが触れることを許された唇を――やすやすと奪い、堪能するユーノ。

　甘く
蕩
 とろ

 けた顔でそのキスに応え、完全に『女』の顔で彼を見つめるイリーナ。

　恋人と親友の、反吐が出るような裏切り行為。

　ちくしょう――。

『いいですね。濃密で深い憎しみ――今ので、また力が増したようです』

　俺の中で、また声が響いた。

　俺に宿ったという【闇】の声。

『ＥＸスキル【固定ダメージ】のダメージ量が２から３に上がりました』

　一つ上がっただけか。

「……まあいい」

　憎しみなら、これから先いくらでも燃やすだろう。

　一つずつ、積み重ねてやるさ。

　いずれはすべてを
殲
 せん
 滅
 めつ

 する力を――手に入れてみせる。

「いつか、必ず……」

　俺はよろよろと歩きだした。

　骨と皮だけになった腕に比べれば、足の衰弱は多少マシだ。ゆっくりと歩く分には――多少の痛みは走るが――支障はない。

　ただ、速く走るのはとても無理だろう。

　たぶん一生、激しい運動も無理だろう。

　一歩、一歩、俺は弱々しい足取りで歩いていく。

　今はまだ、奴らに復讐を遂げるほどの力はない。

　だけど、俺が進む道に――その先に、奴らの苦痛と絶望があると信じて。

　今はただ、俺の中の【闇】を育んでやる――。





　俺は弱った足で山道を進む。

　まずは町に行きたかった。

　異様に腹が減っている。考えてみれば、もう一日以上何も食べていない。

「――なんだ？」

　不穏な気配を感じ、俺は立ち止まった。

「おっと、ここから先は通行税が必要だ」

　茂みから十数人の男たちが現れる。野盗のようだ。

「身ぐるみ置いていきな、へへへ」

　いかにもという台詞とともに、男たちが剣を抜く。

　全員がへらへら笑っていた。

　どいつもこいつも、俺を見下すような――舐めきった目をしている。枯れ木のようにやせ細り、見るからに虚弱な俺を格好の獲物と認識したんだろう。

　以前の俺なら、攻撃魔法数発でこんな奴らは全員蹴散らすことができた。

　さっきのソードウルフよりは段違いに強いだろうが、問題なく倒せただろう。

　だが、今はその魔力を失っている。

　身体能力もかなり衰えたし、今や無力な一般人だ。

「けど、ロクなもん持ってなさそうだな、こいつ」

「いや、待て」

　最後尾で構えている頭領らしき男が、俺をじろりと見た。

「なかなか高価そうなものを持ってるじゃねーか」

　勇者パーティを追放された際に、所持金なんかは何も持ってこれなかったが、装備品はいくつか残っていた。

　いずれも、見る者が見れば高価な魔道具だと分かる代物だ。

　魔力を失った俺には、もはや無用の長物。

　ただし売るところに売れば、かなりの金になる。

「そいつを奪って、後で町に繰り出すぞ。酒も女も当分困らねぇ！」

「そいつはいいぜ！」

　野盗たちは歓声を上げて向かってきた。

　――ふざけるな。

　胸の奥で強烈な怒りが湧き上がった。

　俺の目的は復讐だ。

　ユーノやイリーナの裏切りは許せない。仲間たちの裏切りは許せない。

　それを断罪するまで、俺は生きる。

　俺は、戦う。

「それを、お前たちごときに――ぐっ!?
 」

「へっ、なぶり殺しにしてやるよ！」

　奴らの一人が殴りつけてきて、俺は大きく吹き飛ばされた。

　全身の骨が軋むような感覚があった。もしかしたら、どこか折れたかもしれない。体がやせ細っただけじゃなく、骨も――もしかしたら内臓なんかも、弱っているのかもしれない。

「おいおい、ワンパンでフラフラかよ？」

「弱すぎだろ、こいつ！　ははははは！」

　奴らの
嘲
 ちよう
 笑
 しよう

 が響いた。

　なんて虚弱なんだ、今の俺は。近接戦闘なら、たぶん子どもにも負けるだろう。

「なんだ……!?
 　今、妙な感覚が」

「なんか、体がいてえよ……」

「こいつ、まさか呪術を使うのか!?
 」

　野盗たちが俺をにらんだ。

　俺のスキルで、３秒ごとに【固定ダメージ】を３ずつ与えている。だから、少しずつ奴らにはダメージが蓄積していってるんだろう。

　だからと言って、一撃必殺とはいかない。

　時間だ。

　とにかく時間を稼いで、ダメージが致命量まで蓄積するのを待つんだ――。

「――いや、違うな」

　俺は自分自身に言い聞かせる。

　時間を稼ぐ？　それまで逃げ回る？

　そうじゃないだろう。

「俺が手に入れようとしているのは――そんな力じゃない」

「何をぶつぶつ言ってやがる！」

　野盗たちがふたたび襲いかかってきた。

「俺が手に入れなければならないのは、もっと圧倒的な力――」

　脳裏に、ユーノとイリーナの姿が浮かんだ。

　二人が裸で抱き合っている姿を幻視する。

　俺と誓ったはずの永遠の愛をあっさり裏切り、ユーノに肌を許したイリーナ。

　俺と誓ったはずの固い友情をあっさり踏みにじり、イリーナを奪ったユーノ。

　脳裏に、ヴァレリーの姿が浮かんだ。

　魔法の師匠としてずっと尊敬してきた人だ。

　だが、俺を道具のように使い捨てた。呪術の生け贄として。

　それはライオットやファラ、マルゴも同じだ。

　――仲間だと思っていたのに。友だと思っていたのに。

「ふざ……けるなぁぁぁぁっ……！」

　怒りの炎は業火となり、俺の胸を灼く。

『良質の怒りと憎しみですね。憎悪値が急速に上がっています』

【闇】の声がした。

『ＥＸスキル【固定ダメージ】のダメージ量が３から４に上がりました』

『さらにダメージ量が４から５に上がりました。さらに――』

「どこまでだって上げてやるさ」

　俺は野盗たちを見据える。

「どこまでだって、憎んでやる――」

「が……はぁっ……」

　とうとう、眼前の一人が血を吐き出して倒れた。

「えっ……!?
 」

「お、おい……ぐあっ!?
 」

　さらに一人、また一人。

　
体力値
 ＨＰ

 が低い奴から順に致命量に達し、倒れていく。

「な、なんだ……なんなんだ、お前……！」

　最後に残った頭領らしき男が後ずさった。

「お前たちは生け贄だ。俺の【闇】を燃え上がらせるための、な」

　俺は口の端を吊り上げて笑った。嬉しかった。

「感謝するぞ。褒美に――」

　すべての怒りが、憎しみが、俺の力の糧になる。

　そのきっかけを与えてくれたことが。

「死ね」

「が、ぐ……ぎゃ……ぁっ……」

　頭領は全身から血を吹き出し、絶命した。





　野盗たちを全滅させた俺は、街道を進んでいた。

「しかし、この体は虚弱すぎるな」

　歩くたびに、体の節々に痛みが走る。野盗の一人に殴られ、地面に叩きつけられただけで、腕の骨にヒビが入っていたらしい。

　町に着いたら、教会に行って僧侶に治癒してもらうか。

『禁呪法「闇の鎖」を受けた影響ですね。あなたの身体能力は、一般的な人間よりも大きく劣っています』

　胸の中から【闇】の声が響いた。

「回復する方法はないのか？」

『一つだけあります。禁呪法によってあなたから失われたもの――体力や魔力などは、すべて勇者を強化するための【光】へと変換されました。ですから、その【光】ごと奪い返せば、あなたから失われたものは元に戻るでしょう』

「【光】……？」

『今は勇者の下にあるはずです』

「ユーノか」

　俺は顔をしかめた。憎しみが、またよみがえる。

『ふふ、その調子ですよ。ダメージ数値が８まで上がりました』

「数値が多少上がったところで、ユーノを今すぐ倒すのは無理だろう。あいつは曲がりなりにも勇者だからな。それに仲間たちもそれぞれ一流の戦士や賢者、僧侶たちだ」

　俺はため息をついた。

「当面は、この衰えた体で生活するしかないわけか」

『【闇】の力の中には、【飛翔】や【加速】といったスキルもあります。それらを発現すれば、普通の人間の数倍の速度で動けますよ』

　と、説明する【闇】。

「俺の身体能力を補えるってことか？」

　それを先に言え、と思いながら、俺は【闇】にたずねた。

『ただし、あなた自身は呪いの効果のために、それを使うことはできません。現状、使用できるスキルは【固定ダメージ】だけですね』

「……結局、駄目なんじゃないか」

『いずれ、スキルを付与できる【従属者】が現れれば、あるいはあなたの足りない部分を補ってくれるかもしれません――』

「えっ」

『いえ、それはいずれ説明しましょう。あ、町が見えてきましたよ』

【闇】の言葉に、俺は前方へ視線を向けた。

　城壁に囲まれた町が、はるか前方に見えた。

　まずは、休もう。そして力を蓄えるんだ。

　たとえ何年かかっても、あいつら全員に復讐を遂げるために。

【闇】を、育むんだ――。





　二年が経った。

　その間、色々と苦労があったり、いくつかの戦いに巻きこまれたりもしたが――今は、それはどうでもいい。

　ようやく、目的を果たせるだけの圧倒的な力を得た。

「後は――進むだけだ」

　山道を、俺は一人で歩いていた。

　もう少し先にはオーガの群生地がある。

　かつて、俺が勇者パーティにいたころも避けて通った難所だった。

　オーガは単体でも高い攻撃力と耐久力を有している。それが群れで行動するとなれば、手の付けられない凶悪な軍団と化す。

　誰も近づく者はおらず、こんな場所をわざわざ通るのは俺くらいのものだろう。

　がさり、と茂みから音がした。

　巨大な影が三つ、前方から歩いてくる。

「さっそくオーガのおでましか」

　筋骨隆々とした薄緑色の体躯。身に着けているのは腰布ひとつ。

　それぞれの手に、丸太をそのまま削り出した棍棒を携えていた。

「距離はどれくらいだ」

　つぶやいた瞬間、俺の視界の隅に『20
 』という数字が表示された。

　きっかり20
 メートルのようだ。

　これは俺のスキルの副次的な効果だった。念じることで、対象との距離を数値化して表示できるのだ。

　スキルの射程は10
 メートルだから、もっと近づかなければ効果を発揮しない。

　当然、前進あるのみ。

　恐れるそぶりをまったく見せない俺に、オーガたちの方が少し戸惑った様子だった。

　俺はゆっくりと歩みを進めた。

　身体能力でいえば、俺の脚力は老人と大差ない程度だ。

　少しずつ、前進した。

　３メートル、距離を縮める。

　５メートル、距離を縮める。

　７メートル、距離を縮める。

　俺は歩みを止めず、オーガとの距離が10
 メートルにまで縮まった。直後――、

　うぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおんんっ!?


　苦鳴と、悲鳴。

　三体のオーガは無数の光の粒子と化して、一瞬で消滅した。

　まさしく瞬殺。ＨＰが９９９９以下なら、スキル効果が発動した瞬間にすべて死ぬ。

『そもそもＨＰ９９９９を超えるモンスターなど、数えるほどしかいませんので』

　俺の中から澄んだ女性の声が――【闇】の声が、響く。

　二年前、ユーノたちに裏切られ、殺されかけた俺に宿ったそれは、まさしく【闇】そのものだった。俺にこのＥＸスキル【固定ダメージ】を与えてくれた存在だ。

　一体何者なのか？　天使や悪魔の類なのか、それともスキルに疑似人格のようなものが発現しているのか、あるいは――。

　正体はいまだに分からない。

　まあ、正体なんてどうでもいいか。俺が欲しいのは力だけだ。

　その力を【闇】は与えてくれた。

　俺の中の闇が濃くなればなるほど、ダメージ値が増すと言われたが、その値が今では上限である９９９９にまで達していた。俺の周囲10
 メートルにいる敵すべてに、３秒ごとに９９９９ダメージを与える、恐るべきスキル。

　次の３秒でまた９９９９ダメージ、さらにその次の３秒でもまた９９９９ダメージ……と３秒ごとにダメージを与え続ける。

　ダメージを与える対象は大まかに分けて二種類あった。

　一つは、俺が殺意を持って敵と認識した存在。

　もう一つは、俺に対して害意を持つ存在。

　この二つだ。

　害意に関しては、一定以上の負傷等を負わせようという意思、ということになる。

　この『一定程度』は数値化することはできないし、俺にも正確なところは分からない。

　まあ、少なくともなんの罪もない一般市民を虐殺、なんてことにはならない。もしそこまで無差別的な殺傷能力なら、俺は二度と人里には足を踏み入れないだろう。

　俺はふたたび進み始めた。

　その後もオーガたちに出くわしたが、いずれも現れる端から消し飛んだ。

　あるいは、俺が目視する前に、範囲内に入ってひとりでに消滅する。

　そうやって歩くだけでオーガの群れを消滅させていき、俺は山を越えた。

　この先に町があるはずだ。とりあえず、今日の宿はそこで取るとしよう。

　いよいよ復讐を始めるために――。

　その英気を養うんだ。






◆　◆　◆







　勇者ユーノは二年前に『
真の勇者の聖剣
 アークヴアイス

 』を手に入れた。

　大いなる【光】の加護を受け、その力は幹部級の魔族ですら一撃で打ち倒す最強の剣。俺に呪いをかけ、その反作用で生み出した剣だ。

　ユーノはその剣を振るい、五人の仲間――恋人であり神官でもあるイリーナ、あらゆる魔法を極めた賢者ヴァレリー、屈強の戦士ライオット、凛々しき女剣士ファラ、正義の中年騎士マルゴ――とともに五体の幹部級を倒した。

　さらに苦闘の末、魔王をも打ち倒す。

　それが、今から半年前の出来事だった。

　ユーノたちは七勇者の中で最強のパーティとして世界中で称えられた。彼ら六人は地位や名誉、富などあらゆるものを与えられ、今は
栄
 えい
 耀
 よう
 栄
 えい
 華
 が

 を極めている――。





　町には活気が満ちていた。道行く人々の顔にも喜びの色がある。魔王が討たれ、世界に平和が戻ったことが大きな原因だろう。

　だが、そんな喜びに一抹の不安が混じっているのを、俺は見逃さなかった。

「聞いたか、魔族の残党が隣町に現れたって」

「じゃあ、この町も襲われるかもな……」

「魔王が倒れても、まだまだ物騒な世の中だよな……」

　耳をすませば、あちこちから噂話が聞こえてくる。

　いまだ、世界は完全な平和を取り戻してはいない。

「なーに、勇者ユーノ様や仲間たちが、そのうち魔王軍の残党なんて全部倒してくれるだろ」

「ああ、かつての魔王軍に比べたら、規模はずっと小さいからな」

「いざとなれば、この辺りを治めるライオット様がなんとかしてくれるさ」

　ふん、『勇者パーティ』は大した英雄ぶりだな。

　確かにユーノたちの力は絶大である。特に魔王を討った勇者の力は。

　だが、その力は――血塗られたものだ。

　俺を裏切り、生け贄に捧げたことで得た力だ。

　二年前、俺の【闇】はまだ目覚めたばかりで、奴の【光】はすでに高レベルに達していた――らしい。俺の中の【闇】がそう説明してくれた。

　だが、今はどうか。俺の【闇】は、すでにあいつの【光】をも
凌
 りよう
 駕
 が

 するほどに高まっているはずだ。

「お前は『勇者』なんかじゃない、ユーノ」

　俺は小さくつぶやいた。栄耀栄華を極めるのもここまでだ。

「ただし……楽には死なせない」

　俺が味わったのと同じ――いや、はるかに大きな絶望や苦痛を与えてからだ。

　もちろん、他の五人も同じ。

　全員に復讐を遂げることが、今の俺のすべてだった。





　翌朝、俺は町を出発した。

　最初の標的は戦士ライオットに決めた。

　いずれは全員に復讐するが、一番近隣にいるのが奴だったのだ。

　次に近い場所にいるのはイリーナである。

　ライオットに復讐を遂げたら、二番手は彼女にしよう。

　その後は――分からない。

　ユーノの下へ行くか。

　師匠のヴァレリーにも恨みはたっぷりとある。

　あるいはファラか、マルゴか……。

「まあ、それはライオットを仕留めた後だ」

　今では公爵となり、ここシャーディ王国の第二王女との婚約も決まっているというライオット。行く末は大臣か、王にでもなるのかもしれない。

　しがない一戦士だった奴が、大出世だった。

　そういえば、あいつは『男ならでかい夢を持たなきゃな。俺はいつか王になる！』なんて言ってたっけ。

「残念だな、ライオット――お前の夢は叶わない。永遠に」

　俺は公爵領に向かって歩みを進めた。





　シャーディ王国東部地方。

　王国の実に五分の一にもわたる領土が、ライオットの公爵領である。

　その端に俺は足を踏み入れた。

　目指すはライオットの居城。そこまで最短距離でたどり着いてやる――。

　俺は復讐心に燃え、街道を進んだ。

　そこから山道へと差し掛かったところで、

「へへへ、もう逃げられねーぞ」

「いい加減に観念したらどうだ？」

「諦めてお互いに楽しもうぜ……へへ」

　
下
 げ
 卑
 び

 た声がいくつも聞こえてきた。

　数十人の兵士が、たった一人の少女を取り囲んでいる。

「ふざけないで！　誰があなたたちなんかに――」

　炎のように赤い髪をツーサイドアップにした少女だ。スラリとした体に騎士
甲
 かつ
 冑
 ちゆう

 を身に着けている。

　勝気な美貌を凛と引き締め、数十人を相手にたった一人で戦いを挑んでいた。なかなかの腕前らしく、鋭い斬撃で兵士の一人を斬り伏せる。

　が、多勢に無勢。じりじりと押しこまれ、体力を削られ、

「きゃあっ」

　やがて剣を弾き飛ばされてしまい、少女騎士は地面に倒れた。

「なかなかの上玉じゃねーか」

「公爵のところへ連れて行く前に味見してやるからな」

「おい、それはやばいんじゃねーか？」

「なーに、バレやしねーよ」

　兵士たちがいっせいに舌なめずりをした。

　その股間が、ヤツらの欲望を示すように膨らんでいる。

「くっ……下劣な！」

「おうおう、気が強いねぇ」

「お前の姉のときも、俺たち全員で楽しませてもらったんだぜぇ？」

「っ……！」

　少女の顔色が変わる。青い瞳に憤怒の色が浮かんだ。

「あなたたちが姉さんを――」

「なかなか具合がよかったぜ。ライオット公爵にさんざん『開発』された後だったからなぁ」

「清純な乙女の面影もなかったなぁ、へへへ。途中からは自分から腰を振ってたっけな」

「おいおい、あれはお前から無理やり振らせたんだろ。あの女は最後まで抵抗してたじゃねえか」

「ゆ、許せない……！」

　涙を流しながら、少女騎士はよろよろと立ち上がる。

「絶対に――」

　剣を手に最後の抵抗を試みる彼女だが、

「そんなヘロヘロで何ができるんだよ、おらっ」

「きゃあっ」

　すでに体力を失っているのか、兵士の一人に蹴り飛ばされ、ふたたび地面を這った。

　もはや立ち上がることさえ、できないようだ。

「へへへへへ……」

　欲望にまみれた視線と笑い声が、彼女を取り囲む。男たちの欲望によって彼女が汚されるのは時間の問題だろう。

　通りがかった以上、放っておくわけにもいかないか。

　――待ってろ、今助ける。

　俺は一直線に近づいた。

　とはいえ、俺の身体能力は同年代の若者に比べると、かなり劣っている。手も足も衰え、ほとんど老人同然といってよかった。

　近づくまでに時間がかかるのがもどかしい。

　闇のスキルは強力無比だが、射程距離が10
 メートルしかないからな。

　と、

「なんだ、こっちに向かってくる奴がいるぞ」

　兵士の一人が俺に気づいて振り返った。

「その女を離せ。下種」

　俺は吐き捨てるように言った。

「はあ？」

「おいおい、誰にケンカを売ってるか、分かってんのか？」

「いいか、俺たちはライオット公爵の手の者なんだぞ？」

「とっとと手をついて謝れよ。じゃなきゃ、この女をなぶる前に、まずお前からいたぶってやる」

　兵士たちがニヤニヤと笑う。

　先ほどまでの性的な高ぶりから、今度は暴力の悦びに満ちた笑み。

　やはり、下種だ。

　それはそれとして――ライオット公爵だと？　じゃあ、こいつらはその手下か。

　――あいつと同じく
下
 げ
 種
 す

 な奴らだ。

　俺の胸の奥に、暗い炎が灯った。

　さらに距離を詰める。

「へっ、逃げねーのかよ？」

「わざわざ殺されに近づいて来るとはな」

「随分鈍い動きじゃねーか。そんなんで俺たちに勝てるつもりぃ？」

「女なら犯す楽しみがあるが、男に用はねぇ。なぶり殺しだ」

　兵士たちが気勢を上げた。

　ちょうどそこで、俺が奴らとの距離を10
 メートルにまで縮める。

　直後、

「がっ!?
 　ああっ……!?
 」

「ぎゃああぁぁっ……!?
 」

　悲鳴とともに、俺に近い順から兵士たちが次々と光の粒子に変わり、消滅していく。

　ＥＸスキル【固定ダメージ】。

　俺の周囲10
 メートルにいる敵すべてに、３秒ごとに９９９９のダメージを与える【闇】の殲滅スキル。

　雑兵ごとき、俺が近づいただけですべて消し飛ぶ。

「な、なんだ、こりゃあっ……？」

　残った兵士たちが戸惑いの声を上げた。

　恐怖よりも、何が起こっているのか分からずに呆然としているようだ。

　俺は無造作に歩みを進めた。

　弱々しい足取りだが、向こうはパニック状態で足が止まっている。簡単に間合いを詰めることができた。

「があっ……！」

「ぎゃぁぁ……！」

　俺との距離が10
 メートル内になった兵士たちは、苦鳴とともに次々と消し飛ぶ。

「お、お前……何者……」

　生き残った者たちの戸惑いの表情は、今やはっきりとした恐怖に変わっていた。

「消えろ」

　俺はさらに一歩を踏み出した。

　残りの兵士たちは悲鳴すら上げられずに消滅した。

「無事か？」

　俺は倒れている少女に声をかける。

「あなたは――？」

　呆然とした顔で俺を見上げる彼女。

　剣を支えに、よろよろと立ちあがった。

「ありがとうございました。あたしはシア・フラムライトといいます」

　シアと名乗った少女が丁寧に一礼する。

　年齢は十七歳くらいだろうか。まとっている騎士甲冑は傷だらけだが、よく見ればかなり上等なものだと分かる。

「クロムだ」

　名乗りかえす俺。いちおう名字は伏せておいた。

「あ、あの、さっき兵士たちを倒したのは――もしかして、あなたは魔法を使うのですか？」

「魔法……か」

　軽くため息をつく。

　二年前のあの日、俺は魔力のすべてを失ってしまった。今の俺にあるのは、この【闇】のスキルだけだ。

　ただ、そんなことを長々と説明する気にはなれなかった。

「……そんなところだ」

　適当に言葉を返しておく。

「あのっ……！」

　シアがふたたび俺に声をかけた。

　先ほどより強い口調で。

「一つお願いしたいことがあります。あたしの話を聞いていただけないでしょうか」

「お願い……とは？」

「実は――」

　シアはいきなり地面に両膝をついた。土下座せんばかりの勢いで俺を見上げている。

　何か事情がありそうだった。





[image: ]











◆　◆　◆







★ＳＩＤＥ　シア





「ねえ……さん……？」

　戻ってきた姉の遺体を前に、シア・フラムライトは呆然と立ち尽くした。

　一体どれほど過酷な拷問を受けたのか。

　ライオット公爵やその手下にあらゆる暴力を受け、
凌
 りよう
 辱
 じよく

 され、人としても、女としても尊厳を奪われ尽くした姿。

　清楚な美貌は恐怖に歪んでいる。

　四肢はあらぬ方向に曲がり、血にまみれ――。

「あぐ……ううう、ぉえぇぇぇぇ……っ」

　シアはその場で嘔吐した。

　胃の内容物が空になるまで吐き、空になっても吐き続けた。

　姉の姿が脳裏に浮かぶ。

　両親を早くに亡くした後、親代わりになってシアを育ててくれた姉。

　優しくも凛々しい美人だった。頭がよく、剣の腕も立ち、国の騎士団で活躍していた。

　半年前にライオット公爵にスカウトされ、彼の下で騎士団長を務めるようになった。

　自慢の、姉だった。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　涙が涸れてもなお、シアは
嗚
 お
 咽
 えつ

 を続けた。

　噛みしめた唇が破れ、滴った血が姉の顔に落ちる。

　涙のように赤い筋が流れ落ちる。

「絶対に許さない……殺してやる……！」

　後には、ライオットへの怒りと憎悪と復讐心だけが残った。






◆　◆　◆







「――あたしはライオット公爵への復讐を
目
 もく
 論
 ろ

 んでいます」

　シアは俺の前に跪いたまま、事情を説明した。

「姉の仇、というわけか」

　彼女の話を要約するとこうだ。

　シアの姉は、公爵の騎士団長を務めていたのだという。

　公爵――つまりライオットは金や女に溺れ、民に重税を課していた。欲深いあいつらしい振る舞いだと思う。

　それをいさめたシアの姉は、ライオットの怒りを買った。そして、彼や手下たちにあらゆる拷問を受けた末に殺されたのだ。

　シアは、復讐を誓った。

　そんな折、ライオットはシアの美貌に目をつけ、彼女を自分のものにしようと手下を派遣した。彼女はライオットの申し出を拒絶し、姉の形見の鎧と剣で戦った。

　そこに通りがかったのが、俺だった――という流れらしい。

「で、お願いというのはなんだ？」

　俺はシアにたずねた。

　まあ、大体の想像はつくが……。

「姉の仇を取るために力をお貸しいただきたいのです」

　シアがまっすぐに俺を見つめた。

「公爵を殺す気か？」

「ライオットは多くの兵に護られていますし、彼自身も歴戦の
猛
 も
 者
 さ

 です。正面からではとても無理ですが、暗殺ならあるいは……」

　と、シア。

「相手はこの地方の絶対権力者です。館に忍びこむのも容易ではないでしょう。クロム様のお力は、その突破口を開くことができるのではないかと……どうか、ご協力いただけないでしょうか」

　言って、彼女は地面に頭を擦りつけた。

「あなた様の望むだけの報酬はお支払いいたします。あたしがたとえ何年かかっても、一生かかっても……先ほどのお力があれば、相手が公爵でもきっと立ち向かえます……っ」

　常識で考えれば、見ず知らずの男に頼むようなことではない。頼むような内容でもない。

　どれだけ報酬をもらおうとも、彼女の言葉を借りれば『この地方の絶対権力者』に戦いを挑むなど馬鹿げている。

　きっとシアも、そんなことは百も承知で頼んでいるのだろう。

　必死なのだ。ワラにもすがる思い、というやつだろう。

「――復讐心、か」

　ライオットへの復讐のためにこの地に足を踏み入れ、同じ復讐の志を抱く人間と出会うとは……奇妙な縁というべきか。

「いいぞ」

　俺はあっさり返事をした。

「やっぱり駄目ですよね。申し訳ありません。突然こんなことを頼ん――はい？」

　シアは言葉の途中でポカンとした顔になった。

「えっ？　えっ？　今、なんて――」

「いいぞ、協力してやる」

「い、いいんですか!?
 　相手は公爵――しかも世界最強の勇者パーティの一人ですよ!?
 」

「頼んだのはお前だろう」

「あまりにもあっさり引き受けてくださったので、驚いて……」

「じゃあ、断った方がよかったか？」

　どっちみち、俺の目的の一人はライオットだ。彼女に頼まれようと頼まれまいと、やることは変わらない。

「い、いえいえいえいえいえっ、よろしくお願いしますっ」

　必死な様子で首をぶんぶんと左右に振るシア。

　それからふいに黙りこんだ。

「どうした？」

「――まさか」

　なぜかジト目だ。

「見返りにあたしの体を要求する気では？」

　なんでそうなる？

「男はみんなケダモノ。常に女をモノにしようと狙っている、って姉さんが」

　シアが力説した。

「全員が全員、そんな男じゃないだろう」

「あいつらは基本、女とヤることしか考えてない性欲魔人だ、とも」

「かなり偏った男性観な気がするぞ」

「……よかった。見ててね、姉さん。あたしが必ず仇を取ってみせる――そして姉さんの魂に安らぎを」

　祈りを捧げるようにつぶやき、それから俺にもう一度頭を下げた。

「あ、えっと……色々と失礼なことを言ってしまって、申し訳ありませんでした」

「俺は気にしていない」

　きっと、色々と思いこみが激しいタイプなんだろう、シアは。

「感謝いたします、クロム様」





　狙いは、奴を俺の前におびき出すことだ。

「あいつは自分の力に絶対の自信を持っている。もともと自信過剰なところがあったが、今はそれに加えてシャーディ王国の大貴族という絶対的な権力も持っているからな」

　説明する俺。

「そんな大貴族に向かってくる庶民――あいつは見せしめ代わりに、大勢の兵でなぶり殺しにしようとするだろう。自らも前に出てきて、俺をいたぶろうとするだろう。暴力的な愉悦を満たそうとするだろう」

　そこを、狙う。

　俺のスキルは射程が短い。

　たとえば、堅固な建物に立てこもられると、手が出せなくなる。

　だから――向こうから俺の下へ来てもらう。

　まあ、そんなに難しい話じゃない。

　かつての勇者パーティの中で、もっとも単純で、もっとも挑発に乗りやすい。そして、自分の力を誇示するのが大好きなあいつなら――。

「必ず乗ってくるはずだ」

「あの……それでしたら、あたしを囮に使ってください。おびき出すなら、その方が確実かもしれません」

　シアが自分の胸に手を当て、申し出た。

「囮だと？」

「ライオットはあたしを側に置こうとしていました。いざとなれば刺し違えてでも――」

「無理だ」

　悲壮な決意を見せるシアに、俺はきっぱりと告げた。

　確かに、さっきの戦いを見ると、シアはなかなかの腕前である。

　だがライオットは腐っても勇者パーティの一員だった男。実力の次元が違う。

　公爵になり、自堕落な生活を送っているそうだから、昔みたいに戦士としての節制なんてしていないかもしれない。

　それでも、シアに勝てる相手とは思えない。

「返り討ちにあって、慰み者にでもされるのがオチだぞ」

「な、慰み……」

　シアの顔が青ざめた。両腕でギュッと自分の体をかき抱く。

「あんな男に汚されるくらいなら、舌を噛み切って死にます！」

　気丈だった。

「心配するな。奴は俺が殺す」

　言って、俺は歩き出した。

「囮なんていらない」

「クロム様……？」

「ライオットの居城はあっちだったな？」

　西方面を指差し、たずねる。

「そうですが……あの、何を」

「おびき出すと言っただろう」

　俺はシアを待たずに、歩みを進める。

　衰弱した足で、弱々しく、だけどまっすぐに。

　進み続ける。

「あいつを殺しにいくんだ。最短距離で。一直線に」

　さあ、復讐の始まりだ――。






◆　◆　◆







★ＳＩＤＥ　ライオット





「おい、酒が切れたぞ！　もっと持ってこい！」

　ライオットは近くにいた従者に怒声を浴びせた。

　酒がなくなる前に、あらかじめ新たな酒を補充しておく気配りもできないとは。使えない従者だ、と腹が立つ。

「は、はい、ただいま……！」

「まったく使えない奴だ。もういい、さっきの男はクビにしろ」

「で、ですが、公爵、彼にも生活がありますので、そう簡単に解雇するわけには……」

　うろたえたのは執事だ。

「新婚の奥さんや今度生まれる子どもが――」

「知るか！　俺の機嫌を損ねた時点で万死に値する。この栄えある勇者パーティの一員、ライオット様のな！」

　がはは、と下品に笑うライオット。

「なんなら、さっきの奴の代わりにお前をクビにしてもいいんだぞ？　代わりなんて腐るほどいる」

「ひいっ、それだけはご勘弁を……」

「じゃあ、お前が奴にクビを言い渡せ」

「……分かりました」

「なんだ、その態度は！　不満でもあるのか！」

　ライオットはいきなり激昂して、手にしたグラスを執事に投げつけた。

　額にグラスが直撃する。

「うう、し、失礼いたしました」

　執事は頭からを血を流し、その場に這いつくばった。床に額を擦りつけてライオットに詫びる。

　その姿を見て、胸がスッとなった。

　圧倒的な権力で他者を屈服させるのは、このうえない快感だ。つくづく貴族になってよかったと思う。

「どうか、平にご容赦を……」

　これ以上、自分を怒らせるとどうなるか、執事もよく分かっているはずだ。

　実際、前任の執事は酒の席で怒りに任せて斬り殺してしまった。彼の権力で事件そのものをもみ消したが……。

「まあ、いい。今回だけは許す。ああ、犯人については調査しておけよ。放置しておくのは俺の面子にかかわるからな」

　しっしっと追い払うように執事を部屋から閉め出した。それから給仕を務めている女に視線を向ける。

「……ほう」

　ライオットが目を細めた。

　彼の趣味に合わせ、露出度が激しくなるように改造したメイド服を身に着けている。当然のごとく美女だった。

　ライオットが近隣から既婚未婚の区別なく、また恋人がいようがおかまいなしに、えりすぐりの美人ばかりを集め、身の回りに侍らせているのだ。

　……中にはシアのように拒絶し、ライオットの招集に応じなかった者もいるが。

「おい、そこの女……ちょっと俺の相手をしろ。寝室まで行くぞ」

　ライオットは舐めるような視線をメイドの顔や体に這わせた。下腹部に欲望の血流が集まっていくのを感じる。
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「えっ、あの……」

「なかなかいい体つきじゃねえか。ムラムラしてきたぜ」

　誰も自分には逆らえない。自分の意思ひとつで、彼らの生活はどうにでも変わる。

　王にでもなった気分だった。

　いや、この地方ではライオットこそが王なのだ。

「お、お許しください……ああっ……」

　抗弁しかけたメイドを抱き寄せ、無理やり唇を奪った。

　さらに胸元を乱暴にまさぐる。柔らかな乳房の感触が心地よかった。

「くくく、続きは寝室でたっぷりと味わわせてもらうとするか」

　酒臭い息を吐きかける。

　歴戦の猛者であるライオットの腕力に、彼女がかなうはずもない。諦めたのか、抵抗はすぐにやんだ。

「素直なのが一番だ。これからたっぷり可愛がってやるからな、くくく」

　ライオットは強引に彼女を寝室まで引っ張っていく。

　ばたん、とドアが閉まり、室内から女の悲しげな悲鳴が響いた――。






◆　◆　◆







　俺はライオットが住む公爵の居城を目指して、まっすぐ進んでいた。

　ちなみに俺もシアもマントとフード姿で、仮面をつけている。素性を隠すための簡単な変装だ。

「あ、あの、大丈夫なんでしょうか？」

　シアは不安げな顔で俺の側を歩いている。

「いくらライオットをおびき出すと言っても、さすがに正面から乗りこむなんて」

　確かに、常識的に考えれば無謀の極みだろう。

　だが、俺の能力はそんな常識とは正反対の極致にある。

「最短距離で行くと言ったはずだ」

　俺はそっけなく告げた。

　彼女は俺の能力を一度見たっきりだが、俺はこのＥＸスキルを二年の間、ずっと使ってきた。

　絶対の自信があった。

　誰であろうと、俺の行く手は阻めない――。

「何者だ、貴様！」

「この先はライオット公爵様の居城がある！　貴様のような流れ者が立ち入っていい場所じゃない！」

「即刻、立ち去れ！」

　数十メートル先から、数人の兵士がやって来た。この辺を巡回している警備兵だろう。

「行っておくが、容赦はせんぞ！」

「この間も、近くに迷いこんだ奴を八つ裂きにしてやったところだ。見せしめとしてな」

「公爵様のご威光を保つために、貴様も同じ目に遭わせてやろうか？　んん？」

　ライオットの威を借り、権力と暴力を振るう輩か。

「下種だな」

　そう判断した俺は、構わずに前進した。

「貴様、聞こえんのか……ぐあっ!?
 」

「がっ!?
 」

「ぐあっ!?
 」

　距離を詰めてスキルの射程圏に到達したとたん、兵士たちはいっせいに血を吐き出して倒れた。ほどなくして全員が光の粒子と化して霧散する。

　一般的な兵士の体力値など、せいぜい１００から３００程度だ。ライオットのような英雄クラスになれば、１０００や２０００、あるいはそれ以上の数値もいるが――。

　彼らにそこまでの体力値があるはずもない。

　固定ダメージ９９９９を受け、全員即死だった。

「クロム様……」

　凄惨な光景にシアは息を飲んでいた。

「怖いならついてこなくてもいいぞ。俺はひとりで行く」

「い、いえ、あたしも一緒に！」

　シアは青ざめた顔をしながらも、気丈に叫んだ。






◆　◆　◆







★ＳＩＤＥ　ライオット





「侵入者だと!?
 」

　ライオットは眉をひそめた。

「警備兵たちで追い払え」

「そ、それが……全員、近づく前に倒されてしまうのです。あるいは呪術のたぐいかもしれません！」

　警備隊長が青ざめた顔で報告する。

「……ふむ」

　ライオットの表情が引き締まった。

　最近は自堕落な生活を続けているとはいえ、腐っても勇者パーティの一員である。すでに現役のときと同じ精悍な『戦士ライオット』の顔に戻っていた。

「俺が様子を見てくるか。お前たち、ついてこい」

　壁に立てかけてあった大剣を手にすると、ライオットは部屋を出た。

　久しぶりに骨のある相手が現れたのだろうか。見せしめの意味も兼ね、ライオットが直々に処刑するのもいいかもしれない――。





「な、なんだ、あれは――!?
 」

　現場に到着すると、ライオットは呆然とつぶやいた。

　百を超える警備兵が男女二人組を取り囲んでいる。まだ１００メートルほどの距離があり、顔立ちははっきり見えないが、おそらく若い男女だろう。

　男が無造作に歩みを進め、女がそれに付き従う。

　そして――近づいた兵士は次々に血を吐いて倒れていく。さらにその後、全員が光の粒子と化して消滅する。

　報告通り、呪術のようだ。

　近づくだけで死ぬとは、尋常な呪殺力ではない。

「だが、この俺には通じんぞ」

　ライオットは胸元にかけたペンダントを握りしめた。

『
封魔の紋章
 バリアクレスト

 』。

　毒や麻痺など、あらゆる『状態異常』を無効化する宝具だ。

　さらに物理や魔法防御力も兼ね備えており、累積で３万ダメージを受けるまで装備者を守り続ける。

　勇者パーティにいたとき、魔王戦の前に入手したものだった。

　呪いにも有効で、どれほど高レベルのものであろうと――たとえ魔王クラスの呪術であろうと、これを跳ね返す効力がある。

　効果範囲は20
 メートルである。

「お前がどんな呪術を使っているかは知らんが、俺には無効だ」

　ライオットが進み出た。

　呪術を封じれば、後は剣での勝負。

　あんな細身の男など、超一流の戦士である自分の敵ではない。

「ぶった斬ってやる……いや、手足を切り落としたうえでギリギリ生かし、あいつの目の前で女を犯してやるのも一興か」

　欲望をむき出しにうなる。想像しただけで下半身が熱くなった。

「どけ、お前たち。そいつは俺が殺す！」

　兵士たちに命令し、ライオットは前に出た。

　でっぷり太った腹のせいで多少動きは鈍いが、往年のパワーは健在だ。

「もう逃げられんぞ、侵入者。このライオット公爵領を侵した罪――たっぷりと後悔するがいい」

　言って、男の側にいる少女の存在に気づく。

「ライオット……！　姉の仇……！」

　彼女が仮面を外した。青ざめた顔で、こちらをにらんでいる。

　恨みたっぷりの表情だった。

「お、そっちはシアか！　この俺の誘いを拒否した生意気な女め！　そいつの前でたっぷり犯し抜いてやるからな！」

　何しろ彼女の最愛の姉は、ライオットがさんざん痛めつけ、たっぷり犯してやった。さらに部下たちの慰み者にして、あらゆる恥辱を与えて殺したのだ。

「さぞや憎いだろうな、俺が」

　そんな女を屈服させるのだと思うと、たまらない愉悦がこみ上げた。ライオットの中で欲情が最高潮になった瞬間、





『警告します』

『９９９９ダメージを受けました』

『残り２万１ダメージを受けると、この紋章は破壊されます』





　紋章に警告メッセージが浮かんだ。

「な、何……!?
 」

　どこからか攻撃を受けたのだろうか。

　男にもシアにもそんな素振りはなかったが。

　いや、何よりも――、

「あり得ん、一瞬で９９９９ダメージなどと……!?
 」

　呆然と立ち尽くすライオット。





『警告します』

『９９９９ダメージを受けました』

『残り１万２ダメージを受けると、この紋章は破壊されます』





　さらに数秒して、ふたたび警告メッセージが出た。

「なんだ……何が起こっている……!?
 」

　ライオットの混乱が強くなる。

　その混乱はすぐに恐怖へと変わる。

　理屈ではなく、本能で察した。

　こいつだ。目の前の男が、得体の知れない力でダメージを送りこんでいる。

「何者だ、お前は……！」

　ライオットはうめいた。

「誰なんだ……お前は！」






◆　◆　◆







　ようやくこの日が訪れた。

「待ったぞ、お前と再会する日を……ライオット」

　20
 メートルの距離を置き、俺は目の前の男を静かに見据える。

　フードを上げ、仮面を外す。
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「お前……？」

　ライオットが目を瞬かせた。

　俺が誰なのか分からないようだった。

　確かに、二年前とは容姿が変わってしまったからな。

　黒髪は一本残らず銀色に。四肢はやせ細り、身にまとう雰囲気も一変したことだろう。

　何よりも――瞳が。

　自分でも分かる。

　殺意と復讐心で、俺の
双
 そう
 眸
 ぼう

 は濁り切っている。

　――ぱきん。

　奴の持っている護符にひびが入った。

「まさか……クロム……!?
 」

　ライオットが呆然とした顔でうめいた。

　ようやく、俺が誰なのかを理解したらしい。

「かつての仲間を忘れたのかと思ったが……覚えていてくれて嬉しいよ、ライオット」

　俺は淡々と告げた。

　思ったほどの激情は湧いてこない。自分でも不思議だった。

　俺の復讐心はあまりにもたぎりすぎて枯れ果ててしまったのか？

　一瞬、そう疑うほどだ。

　だが、次の瞬間――、

「ライオットォォォォォォォォォォッ！」

　俺は叫んでいた。

　二年前に裏切られたときの苦しみ、怒り、痛み、絶望――それらを濃縮した叫びだった。

　やはり枯れてなどいない。ただあまりにも復讐の念が大きすぎて、出てくるのにタイムラグがあったのだろう。

「ひ、ひいっ……」

　俺の気迫に押されたのか、ライオットがへたりこむ。

　同時に、奴の持っている護符が粉々に砕け散った。






◆　◆　◆







「まず教えておいてやる」

　俺は奴をまっすぐに見据え、告げた。

「俺の力は『効果範囲内の対象に固定ダメージを与えること』だ」

　わざわざこちらの能力を教えることは、戦術面においてはデメリットの方が大きいだろう。だが、戦術的なことより俺は奴に恐怖を与えることを優先する。

　さあ、怯えろ。震えろ。

　恐怖と絶望の中で殺してやる――。

「固定……ダメージ……？」

　ライオットはへたりこんだまま、起き上がれないようだ。

「ダメージ数値は『９９９９』。お前が持っていたのは『封魔の紋章』か？　最高レベルの加護宝具なんだろうが、それももうない」

　確か『封魔の紋章』の効果範囲は20
 メートル。その範囲内に俺の【固定ダメージ】が触れ、『護符の防御効果』にダメージを与えたんだろう。

「う、嘘だ、そんなスキル……聞いたことがない」

「お前の宝具が壊れたのが証拠だ」

　おびえるライオットに俺は冷ややかに言い放った。

「うう……」

「もう一度言うぞ。ダメージ数値は『９９９９』。俺のスキルの範囲内に入った瞬間、お前をそれだけのダメージが襲う」

「ううう……」

　ライオットの顔は蒼白だ。

　百の魔族にすら単騎で戦いを挑む、パーティ一の勇猛果敢な戦士。

　そう称えられた偉大な英雄ライオットも、絶対的な『死』の力の前にはこんなものか。

　――俺があの日味わった恐怖と絶望を、少しはお前も味わえているか、ライオット？

　心の芯から暗い愉悦が湧き上がった。

「勇者パーティの一員である偉大な戦士ライオットなら耐えられるかな？」

「む、無茶言うな！　９９９９なんて魔王の幹部クラスですら、下手すりゃ瀕死だろうが！　死ぬ！　絶対死ぬ……！」

「じゃあ、範囲内に入ったときが、お前の最期だな」

　俺は無造作に歩みを進める。

「一歩ずつだ。俺が歩みを進めるたびに恐怖しろ、ライオット。泣き叫べ。悲鳴を上げろ」

「よ、よせ……」

「あの日の俺と同じように――絶望を味わうがいい」

「く、来るな……来るなぁっ！」

　ライオットが必死の形相で後ずさった。

　腰が抜けているらしく、歴戦の勇士とは思えないほど弱々しい足取りで。

「お前たち、何をしている！　そいつを矢で射殺せ！」

　と、背後の兵に命令する。

「公爵を守れ！」

　警備兵たちはいっせいに弓に矢をつがえた。

　無数の矢が雨のように降り注ぐ。

「シア、俺から離れるな」

　かたわらの少女に告げた。

「離れたら死ぬぞ」

「は、はい」

　俺の袖をつかむシア。

　直後、矢群が俺に向かってきて――、





　すべて、消滅した。





「は……!?
 」

　ライオットは呆然と目を見開いた。

「言ったはずだ。俺のスキルは『効果範囲内の対象すべてに固定ダメージを与える』と」

　俺は
傲
 ごう
 然
 ぜん

 と言い放つ。

「その『対象』は人間だけじゃない。俺を傷つけようとするものすべて――矢だろうが魔法だろうが同じだ。まあ、９９９９ダメージに耐えられる矢、なんてものが存在すれば、あるいは俺を傷つけられるかもしれんな」

「く、くそ、お前たち、直接奴に斬りかかれ！　なんでもいいから俺を守れぇっ！」

　ライオットは絶叫した。

「で、ですが……」

「だ、だって、近づいたら絶対死にますし……」

　が、警備兵たちは
躊
 ちゆう
 躇
 ちよ

 した様子だ。

　今までの攻防を見ていれば、当然だろう。俺のスキルの効果内に入ったとたん、確実に命を失うのだ。

「ううう……」

　警備兵たちは青ざめた顔で後退した。

「お前ら……！」

「ライオット、どうやら命懸けでお前に忠誠を誓う者はいないようだな」

　俺はさらに進む。

　視界の端に浮かぶ、対象との距離数値を確認した。

　浮かんでいる数字は『18
 』だった。あと８メートルで効果範囲か。

　ライオットを即死させるのは本意じゃない。じわじわと恐怖と絶望で苦しませてやる――。

　残りの距離は17
 メートル。

　俺はゆっくりと歩みを進める。

「どうする、ライオット？　戦士らしく立ち向かうか？」

「い、嫌だ……せっかく魔王を倒して、地位も名誉も富も……全部、手に入れて……こんなあっけなく……嫌だ……」

　震えながら首を左右に振るライオット。

　残り16
 メートル。

「た、助けてくれ……助けてくれぇ……！」

　ライオットはその場に這いつくばった。地面に額を擦りつけ、詫びる。

「許してくれ！　い、いや許してください、クロム様ぁ！」

「命乞い、か」

　残り15
 メートル。

　俺はライオットとの距離をじりじりと詰めていく。

　一息に奴の下まで行かないのは、わざとだ。

　俺の一歩一歩が、奴にとって死へのカウントダウン。その間にたっぷりと思い知らさなければならない。

　信頼を裏切る――この世でもっとも重い罪を犯した、奴に。

「俺はずっとお前のことを仲間だと思っていた」

　残り14
 メートル。

「クロム……」

「友だと思っていた」

　残り13
 メートル。

「大切だと思った。命に代えてもお前を……お前たち仲間を守りたい、と。俺にとっての魔王討伐は、結局のところそれが動機だった」

　かつて抱いていた想いを述懐する。

　自戒を、込めて。

「世界を救う、なんて正直ピンと来ない話だ。だけど身近にいる大切な仲間たちを守るってことなら、俺にも理解できる。だから戦えた。どんなに強大な魔族が相手でも、勇気が湧いてきた」

　残り12
 メートル。

「だが、踏みにじられた」

　噛みしめた唇が破れ、血が流れ出す。

　熱い痛みが走るが、どうでもよかった。

「俺がもっとも大切にしていた想いのすべては……あの日、失われた。俺は空っぽになった」

　残り11
 メートル。

「ま、待て！　そ、そうだ、俺は反対したんだ！　お前を――生涯の友であるお前に、そんなひどいことはできないって！　だけどユーノたちが無理やり……あれは、俺の本意じゃなかった！　し、信じてくれ……！」

　ライオットが恐怖にかすれた声で叫んだ。

「今さら、だな。そんな都合のいい話が通るわけがないだろう」

　嘲笑する俺。

　さあ、いよいよ――効果範囲内まで、あとわずかだ。

「お前たちに捨てられた後、俺はこのまま死ぬのかと思った。だけど、まだ終われない、と俺の中の何かが叫んでいた。決着をつけなければ――と」

　俺はライオットを見下ろす。

「た、た、助け……だずげでぐだざぁぁぁぁぁぁぁぁぁいっ……！」

　奴も、俺が残り１メートルの距離を詰めれば死ぬ、と悟ったのだろう。

　涙と鼻水で顔をぐしゃぐしゃにしながら哀願した。

　股間が濡れ、湯気を立てている。恐怖のあまり失禁したか。

　もはや矜持も闘志も、何もない。

　いや、もしかしたら――最初から奴はそんなものを持ち合わせていなかったのかもしれないな。

　今の、欲望まみれの自堕落な『ライオット公爵』の姿から考えると、きっとそれこそが奴の本性だったんだろう。

　勇猛で鳴らした勇者パーティの戦士ライオットが、みじめな末路だ。

「な、なあ、俺たち仲間だっただろ……あれは、そう、気の迷いだったんだ！　魔が差したんだよ！　助けてくれ……助けてくれぇぇぇぇぇ……！」

　――あの日、仲間たちから投げかけられた言葉が脳裏をよぎる。





『全員で決めたんだ』

『勇者を強くするために』

『犠牲になるのはお前だ』

『誰だって死にたくはない』

『大丈夫だ、彼女は僕が幸せにする』

『ごめんなさい、クロム。あなたのことは忘れません』





　俺は一歩踏み出した。

　残り50
 センチ。

　あと一歩だ。

「俺も仲間だと思っていたよ」

　あらためてライオットを見つめた。

　かつての仲間。かつての友。

　だけど、今は。

　だからこそ、今は――、

「ここにはもういない」

　踏み出す。

　効果範囲内に――到達した。

「俺の仲間だったライオットは――粗暴だけど、仲間思いで優しかった、あのライオットは」

「ぐ、ぎ、あぁぁぁぁぁぁぁ……ぁぁぁ……ぁぁっ……！」

　絶叫とともに血しぶきを上げ、やがて消滅するライオット。

「もう、どこにもいない」

　そして、俺の復讐が――その第一歩が終わった。






◆　◆　◆







　俺はシアとともに小高い丘の上にいた。

　そこには石でできた墓がある。

　墓標に刻まれた名は『リーア・フラムライト』。

　シアの、姉の墓だ。

　墓前には花が一輪供えられていた。

「姉さん、ここにいるクロム様が仇を討ってくれたよ」

　墓の前でシアが微笑んだ。

「どうか安らかに……」

　彼女の頬を透明な涙が流れていった。風が、彼女の赤い髪をなびかせる。

　俺も
黙
 もく
 祷
 とう

 を捧げた。

「ありがとうございました、クロム様」

　振り返ったシアが丁寧に頭を下げた。

「これで姉の霊も安らげます」

「……だといいな」

　俺はわずかに口元を緩める。

　微笑を浮かべようと思ったが、上手くいかなかった。

「あの、何かお礼をさせていただけませんか」

　と、シア。

「礼と言われてもな」

　困惑する。

「俺は、俺の復讐を遂げただけだ。それに、もう行かなきゃならない」

「行く……？」

「俺を裏切った勇者パーティの面々はまだ残っている。残り五人――奴ら全員に復讐を遂げるまで、俺の旅は終わらない」

　そう、ライオットは手始めに過ぎない。

　俺の復讐の旅は始まったばかりだ。

「全員って……まさか、勇者様にも立ち向かうおつもりなのですか!?
 」

　シアが驚いたような顔で言った。

「当たり前だ」

　俺は口の端を吊り上げる。

　今度は、上手く笑うことができた。

　勇者ユーノ。

　聖女イリーナ。

　賢者ヴァレリー。

　剣士ファラ。

　騎士マルゴ。

　残った五人にも恐怖と絶望の極致を、味わわせてやる……！

　そう考えただけで、暗い愉悦が湧き上がった。

「……では、あたしはクロム様についていくことにします」

　シアが身を乗り出した。

「旅の途中で手伝えることがあるかもしれません。それをもって、今回のお礼とさせていただきたく」

「……自分の言っている意味が分かっているのか？　俺は世界最強の勇者パーティに挑むつもりなんだぞ」

「ライオットへの復讐を決意したときに、命は捨てたつもりです」

　凛と告げるシア。

「ですが、あなたのおかげで生き長らえました。ならば――残りの命はあなたのために使いたく思います」

「お前はまだ若い。これからは自分の幸せのために生きたらどうだ？」

「あら、クロム様だって十分に若いじゃないですか」

「そういうことを言ってるんじゃない」

　苦い顔をした俺に、なぜかシアは微笑んだ。

「一緒にいたいんです。もう少し」

「……俺と、か？」

　眉根を寄せる俺。

　一体、何を考えているんだ。

「変わった女だ」

「ふふ、言っては悪いですが、あなたも変わり者だと思いますよ」

　悪戯っぽい口調でシアが言った。

「そうか？」

「です」

　シアは笑顔のままだ。

　だが、その瞳には頑として退かない強い意志の光が宿っている。

「それにあたしはこう見えても、騎士団長だった姉から剣の手ほどきを受けてましたからね。体も鍛えてますし、クロム様の脚力では振り切れませんよ？　どこまでだって――勝手に追いかけていきますから」

「まったく……」

　俺はため息をついた。

　この分だと、駄目だと言ってもついてくるだろう。

「やっぱり無理だと思ったら同行をやめろ。それが条件だ」

「ありがとうございます」

　シアがにっこりとうなずいた。

「では、良き旅をしましょう。クロム様」

「良き旅じゃなくてもいい」

　俺がこれから進む道は、血塗られた
路
 みち

 。

　復讐の、旅路なのだから――。






◆　◆　◆







★ＳＩＤＥ　ユーノ





　ルーファス帝国、帝都。

　その中心部に救国の勇者ユーノの屋敷がある。帝城に引けを取らないほど
豪
 ごう
 奢
 しや

 な館である。

「ライオットくんが……死んだ？」

　報告を受けたユーノは呆然とうめいた。

　あの屈強なライオットが殺されるなど、信じられない。

　パーティではその剛剣と頑強な体力で、常に切りこみ役を務めてくれていた。プライベートでは、多少乱暴なところもあるが面倒見がよく、まさに好漢といった感じの男だった。

「ああ、なんてことだ……」

　仲間であり、友人でもあった男の死に、ユーノは唇をかんだ。

　その後、現状で分かっているかぎりの報告を受けた。

　どうやら相手は勇者パーティに恨みを持っているようだ。まだ情報が
錯
 さく
 綜
 そう

 しているらしく、正確なことはつかめないが……。

「ああ、ライオットさんが殺されるなんて……」

　かたわらでイリーナが涙をこぼす。

「あんないい人が、どうして」

「どうか気を落とさず……僕も悲しいよ、イリーナ」

　と、婚約者を抱き寄せるユーノ。

「もしかしたら私たちも狙われるかもしれませんね」

　イリーナが青ざめた顔で言った。

「ユーノ……私を守ってくださいね」

「もちろんだとも。もしライオットくんを殺した者が襲ってきたら、僕が返り討ちにしてあげる」

　ユーノはさわやかに微笑んだ。イリーナの花のような唇にそっと口づけする。

「僕は世界最強の勇者ユーノ。魔王をも倒したこの聖剣があるんだ。安心して」

「頼もしいです」

　イリーナが嬉しそうに彼を見上げた。

　美しい婚約者をもう一度抱き寄せる。

（僕やイリーナを狙ってくるなら、絶対に守ってみせる）

　ユーノは胸の奥で闘志の炎を燃やした。

　魔王を倒した彼は、英雄として全世界の人々に称えらている。名誉も富も手に入れ、かたわらには美しい婚約者がいる。

　幸せの絶頂にいることを実感する毎日だ。

（この生活は、絶対に誰にも壊させはしない）

　もしも向かってくるなら、誰であろうと容赦はしない――。






第２章　闇と聖女






★ＳＩＤＥ　イリーナ





「――では、よろしくお願いしますね。最高司祭様」

　暗い寝室でイリーナ・ヴァリムは初老の男に微笑みかけた。

　一糸まとわぬ裸身は、まだ熱く火照っている。胎内に注ぎこまれた精液の一部が逆流し、ドロリと太ももの内側を伝っていく感触が気持ち悪かった。

　ラルヴァ王国に戻ってすぐに体を求められたことには
辟
 へき
 易
 えき

 したが、今はこの男の機嫌を損ねるわけにはいかない。

　今後のイリーナの出世は、実質的に彼の一存で決まるのだから。

「ふふふ、任せておけ。これほど素晴らしい体を堪能させてもらったのだ。君の願いをかなえないわけにはいかんな」

「ありがとうございます」

　イリーナは一礼し、初老の司祭に恭しく口づけした。愛情など欠片も抱かない相手へのキスも、慣れたものだ。自ら情熱的に舌を差し入れ、唾液をすする。

「ふう……」

　唇を離し、うっとりとした表情を浮かべたのはもちろん演技だった。
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　イリーナはそそくさと僧衣をまとう。

　ばたんっ！

　そのとき、寝所のドアが乱暴に開け放たれた。

「イリーナ！」

　叫びながら一人の男が押し入ってくる。

　きらびやかな鎧をまとった騎士。秀麗な顔立ちをした、二十代半ばくらいの青年である。

　名前はバーンズ。

　イリーナの身辺警護をしている聖騎士の一人だった。

「嘘だ……君が、そんな男と寝たのか……!?
 」

　バーンズは彼女と最高司祭を交互に見て、うめいた。

　イリーナはすでに僧衣を着ているが、最高司祭はでっぷりと太った裸をさらしたままだ。一目見れば、ここで何が行われていたかは明らかだろう。

「なんだ、お前は！　無礼であろう！」

　最高司祭が一喝した。

　が、バーンズはひるまず、イリーナと最高司祭をにらむ。

「なぜだ、イリーナ！　俺たちは愛し合っていたじゃないか！」

「なんのことでしょうか？」

　イリーナは形のよい眉をひそめた。

（よりによって、こんなタイミングで入ってくるなんて）

　まさか上位の聖騎士ともあろうものが、最高司祭の寝所に押し入ってくるとは思わなかった。

　もう少し分別のある男だと思っていたのだが――嫉妬にかられれば、男などこんなものか。

　内心でため息をつく。

「おい、イリーナ。これは一体どういうことだ？」

　最高司祭が戸惑ったように彼女とバーンズを交互に見つめる。

「お助けください、最高司祭様。あの者は以前から私に迫ってきていたのです」

　イリーナは即座に頭の中でシナリオを作り、弱々しい声で説明する。『言い寄られて困る女』の表情を浮かべつつ、

「ですが、私が断ると逆上して――」

「なるほど、一方的な横恋慕か」

　最高司祭がふんと鼻を鳴らした。

「消え失せろ、小僧。イリーナはワシの女だ」

「な、なんだと……!?
 」

「見て分かる通り、すでに男女の契りを交わした仲だ。身も心もワシらは深く結ばれている。お前などが割って入る余地はない」

「イリーナ、俺とのことは遊びだったというのか!?
 　あの日、ベッドでささやいた愛の言葉は、全部嘘だったのか!?
 」

　バーンズが愕然と叫んだ。

　イリーナはそんな彼を冷ややかに見つめた。

　まったく、男というのはどうしてこう単純で馬鹿なのか。一度や二度寝たくらいで、この聖女イリーナの恋人になったつもりとは。

「ああ……最高司祭様、私をお守りください」

　イリーナは悲しげな表情を浮かべ、最高司祭にしなだれかかった。

「あのような虚言まで……まるで私がふしだらな女のように印象付けようとしているのです！」

　演技の涙を流してみせる。

「それはけしからんな。どれ、ワシが追い払ってやろう」

　最高司祭はすっかりだまされ、呪文を唱えた。

「『マインドウェイブ』！」

　精神に干渉し、苦痛を与える呪文である。

「が……はっ……!?
 」

　まともに食らったバーンズは、その場に崩れ落ちた。

「はあ、はあ、はあ……」

　脂汗を流しながら、こちらをにらみつける聖騎士。

　司祭はそんな彼をにらみ返し、

「もう一度だけ言う。消えろ」

「く、くそ……っ！」

　バーンズは恨めし気に吐き捨て、逃げていった。





「では失礼いたします」

　イリーナは扉を閉めて部屋を出た。

　バーンズの乱入という予想外の事態はあったものの事なきを得た。最高司祭の心証も上々だ。

　まずまずの成果だった。

　近々、イリーナは次期最高司祭に推挙されるだろう。ラルヴァ教団史上、女性としては初めてのことだ。

　勇者パーティの一員として魔王を討ち、その清楚な美貌から大衆人気も抜群。

　そんな彼女を教団も放っておかない。

　とはいえ、最後の一押しが必要だった。

　だからイリーナは、あの男に――現・最高司祭に体を許したのだ。

　恋人である勇者ユーノに対する裏切りではあったが、気にはならなかった。女の武器は積極的に使う主義だった。

　そもそもユーノに近づいたのも、前の恋人であるクロムを見限ったからだ。彼では、自分を高みに導くことはできない。

（私は……もっと駆け上がってみせる。この世の権力の頂点まで）





「イリーナ様、調査の結果が届きました」

　一人の少女がイリーナの下にやって来た。

　まだ若いが強い信仰と魔力を備えた、有望な神官だ。将来は高位司祭間違いなしと言われる人材で、イリーナの側近ともいうべき存在だった。

「お納めください」

　報告書を恭しく差し出す。

「ありがとうございます。あなたの働きにはいつも感謝していますよ」

　花のような笑顔でねぎらうイリーナ。

「っ……！　も、もったいないお言葉です、聖女様」

　少女は顔を赤らめた。

　そこに書かれていたのは――。

　術者の容姿：フードを目深にかぶった男と女の二人組。詳細は不明。

　攻撃方法：詳細は不明。

　魔法の属性：詳細は不明。

　被害者：ライオット公爵及び警備兵数十人。

　……といったものだった。

「ほとんどが不明というわけですね」

　イリーナは形のよい眉をひそめた。

　ふいに、脳裏にいくつかのイメージが浮かび上がった。

「これは――」

『神託』

　過去や未来など、本来なら見えるはずがない出来事を見通してしまう――高位の僧侶だけが持つ感知能力だ。

　ただしその発現は偶発的なものだった。自分でコントロールすることはできない。

　その『神託』で浮かび上がった光景は。

「ひどい……」

　身震いするような
殺
 さつ
 戮
 りく

 の嵐だった。

　街道をまっすぐに進むフードとマントの二人組。

　どうやら青年と少女らしい。

　青年からは
禍
 まが
 々
 まが

 しい雰囲気を感じた。

　邪悪な、雰囲気を。

　まるで魔族――いや、それ以上の邪悪を。

　彼に近づいたものは、ことごとく血を吹き出し、チリとなって消え失せる。風でフードが一瞬だけめくれ、青年の顔がのぞいた。

「まさか……」

　ハッと息を飲む。

　彼女が知っている男によく似ていた。

「まさか、クロム……!?
 」

　ただし髪の色が銀髪になっているし、何よりも目が違う。

　この世のすべてを恨み、憎むような、濁った瞳。

　彼女がかつて生まれて初めての恋をした、あのクロムとは――まっすぐで爽やかな目をしていた、彼とはまるで違う。

「そもそも、あの人は死んだはずです……」

　初めての恋人だったから、感傷的になっているのだろうか。

　いや、違う。自分はそんなことでは動じない。

　ただ――嫌な予感が消えなかった。






◆　◆　◆







　俺とシアは旅を続けていた。

　――シャーディ王国の大貴族であるライオット公爵の殺害は、国を揺るがす事件となった。

　目下、国を挙げて犯人を捜索中ということだ。

　だが、今のところは犯人不明状態である。

　俺もシアもフードを目深にかぶり、顔を仮面で隠していたため、素顔は誰にも見られていない。

　とはいえ、いつまでもシャーディ王国に居座っていては危険だ。

　俺たちは隣国であるラルヴァ王国に入り、街道を進んでいた。

　ここは名前の通り癒しの
女神
 ラルヴア

 の信仰が盛んな王国である。

　ラルヴァ教団の神殿が各地にあり、イリーナは最高司祭に次ぐ高位司祭の一人として、この国にいる。

　近々最高司祭になるという話で、その記念式典やパレードがもうすぐ行われるそうだ。

　狙うのは、そこだった。

　パレード進路である王都内に入り、イリーナに復讐を遂げる――。

　ただ、俺は脚力がかなり弱いため、スローペースの旅路になっている。馬車を使うこともあるが、路銀が少々心もとない。

　一時的に冒険者でもして稼ぐ、という手もあるが――。

　ライオットの件があるから、あまり大っぴらに人前に出たくない。

　徒歩と馬車を併用した旅は、すでに五日。

　王都までは三日から四日というところだろうか。

　式典は一週間後だから、十分に間に合うだろう。

「聖女イリーナ様――あたしは一度、遠目で見たことがありますけど、すごく綺麗で優しそうな人でしたね」

　うっとりした表情で語るシア。

　ツーサイドアップにした真紅の髪が風にたなびいた。この辺りは、風が強いようだ。

「……まあ、外面はいいからな」

　俺は皮肉げに口の端を歪めた。

「す、すみません」

　ハッとした顔になるシア。

「責めているわけじゃない。それより、一つ聞いていいか？」

　俺はシアにたずねた。

「復讐を果たして、どんな気持ちだ？」

　半ば発作的に出た質問だった。

　なぜそんなことを聞いたのか、自分でもよく分からなかった。

　イリーナがいる国に来て、気持ちが高ぶっているんだろうか。あるいは、彼女の答えを知れば、俺の進むべき道が見えると思ったんだろうか。

「……あたしは」

　シアはわずかに息を飲み、首を左右に振った。

「今はまだ――気持ちの整理がついていません」

　口元をギュッと引き締める。

　花のような唇から血の気が失せ、震えていた。

「胸のつかえが下りたような感覚はあります。だけど、これから先――あたしは自分の人生を前向きに進んでいけるのか。それともずっと憎しみや悲しみ、苦しみがくすぶったままなのか、今は……まだ」

「そうか」

　俺は小さく息をついた。

　復讐すべき相手は、あと五人。

　それをすべて果たしたとき、俺はどんな気持ちでいるんだろう――。





　夜になり、俺たちは街道から少し離れた森の中で野宿をした。

　町の宿屋でもいいんだが、路銀にそれほどの余裕がないため、節約したのだ。

　普通ならこんな場所での野宿は、盗賊やモンスターなどに警戒しなければならない。だけど俺にはＥＸスキル【固定ダメージ】があるため、その心配は皆無だった。

　このスキルは、対象となる者が俺の周囲10
 メートル内に入った瞬間にまず『９９９９ダメージ』を与える。

　その後は、３秒ごとにさらに『９９９９ダメージ』を与え続けるというものだ。

　要は、俺の周囲10
 メートル内に入った敵は、その時点で即死する。

　もちろん１万以上のＨＰがあれば別だが、それこそ魔王や側近クラスくらいしかあり得ないだろう。

　シアには俺から10
 メートル以上離れるな、と念押ししてあった。

「男と二人っきりでの野宿だが、まあ我慢してくれ」

「あたしが勝手に付いてきたんですから。クロム様はお気遣いなさらないでください」

　言って、シアは俺をちらりと見た。

「その……もしかして、あたしの体をご所望ですか？」

　予想外の言葉に、思わずむせそうになった。

「……いきなり何を言い出すかと思えば」

「わざわざ二人っきりで野宿というのはそういう意図かと」

「ただの節約だと言ったろ」

「男はみんなケダモノだって姉さんから教わったので」

　初めて会ったときも、そんなことを言ってたな。

「まさか、まだ俺を警戒してるんじゃないだろうな？」

　俺は思わずジト目でシアを見た。

「すみません、つい」

　彼女は悪戯っぽい表情で微笑んだ。

「冗談が過ぎましたね」

「いや、冗談ならいいんだ」

　言って、俺は小さく肩をすくめた。

　きっと、これが本来のシアの表情なんだろう。

　初めて会ったときは、ライオットへの復讐心で限界まで張りつめていたはずだ。それが果たされたことで、少しずつ素に戻りつつあるのか。

「軽口が言えるようになったのはいいことかもしれないな」

「ふふ、ありがとうございます」

　また微笑むシア。

　そうだ、彼女はまだ若いんだし、そうやって少しずつでも穏やかな気持ちを取り戻していければいいな。

　俺にはもう、そんな感情は取り戻せそうにない。

　あるいは――俺にもいつか、そんな日が訪れるのか？

　今はまだ、何も分からない。

「そろそろ寝るぞ」

「はい、クロム様」

　俺たちは寝袋を並べて、横になる。

　一日歩いた疲れが、心地のよい睡魔を誘う。

　いつしか俺は眠りにつき、そして――。





「ますか……クロム様、聞こえ……ます……か……？」





　声が、した。

「ん……？」

　怪訝に思って、身を起こす。

　森の中じゃない。俺は、小高い丘の上にいた。

　辺り一面に無数の墓標が立っている。

　地平線の彼方まで、延々と。

「なんだ、これは……!?
 」

　俺は呆然と周囲を見回した。





　ううぅぅぐぅおぉぉぉぉああ、痛いよぉぉぉぉ……！

　許せないゆるせなぁぁぁぁぁぁぁぁいぃぃぃぃ……！





　どこからともなく、苦痛や
怨
 えん
 嗟
 さ

 の声が聞こえてきた。

　それも一つや二つじゃない。

　数百数千数万――あるいは、それ以上の。

　負の想念に満ちた、空間。

「聞こえますか、クロム様……」

　今度は声がはっきり聞こえた。どこかで聞き覚えのある声だった。

　目の前で何かが揺らめいたかと思うと、人影が浮かび上がる。

　細身のシルエットは漆黒で、どんな顔をしているのかも分からない。

　体型からすると女だろうか。

　足元まで届く、長い闇色の髪が風になびく。

「まだ、ここまで近づくのが精一杯のようです……もう少し、時間がかかりそうですね……」

　謎の女（？）が言った。

　じゃらり、と音が鳴る。

　右手の先に長い鎖が巻きつけられているのが、見えた。

「ですが、もうすぐです……もうすぐ、会えますね……クロム様……」

「誰なんだ、お前は……」

「私は――です」

　彼女が口にした名前は、俺には聞き取れなかった。

「いずれ、そのときに……」

　含み笑いとともに、漆黒のシルエットは消えてしまった。

　一体、なんだったんだ。

　不審に思いつつ、俺はハッと気づく。

　さっきの声に聞き覚えがあると思ったら、俺がよく知っている声だったのだ。なぜか頭がぼうっとして、そのことに気づくのが遅れてしまった。

　よく知っている声なのに。

　二年間、何度となく聞いてきた声だというのに。

　そう、女の声は――ＥＸスキル【固定ダメージ】を身に付けたときや、使用時に聞こえるものだった。

【闇】の、声だ。





「ふう……」

　俺はゆっくりと上体を起こした。

　さっきのは夢だったんだろうか。

　隣ではシアが安らかな寝息を立てていた。






◆　◆　◆







★ＳＩＤＥ　バーンズ





「くっそおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　バーンズは絶叫とともに拳を壁に叩きつけた。

　手の皮が破れ、血が噴き出す。

　痛みは、感じなかった。

　感じるのは怒りと悔しさだけだった。

「ちくしょう、イリーナ……！」

　バーンズは唇をかみしめてうめいた。

　彼はラルヴァ教団に仕える上位の聖騎士である。

　先ほどの
狼
 ろう
 藉
 ぜき

 で、おそらく解任されるだろう。

　それも覚悟の上で乗りこんだのだが――まさかイリーナに、ああも冷たく切り捨てられるとは思わなかった。

　もしかしたら、最高司祭に無理やり迫られ、彼女は自らの意思に反して体を許しているのではないか、と淡い希望を持っていたのだが……。

　その希望は、
脆
 もろ

 くも打ち砕かれた。

　先ほど追い出された大神殿を振り返る。

　寝所にいたイリーナと最高司祭の様子を見れば、二人が情を交わしていたのは明らかだ。

　一体、何度抱かれたのだろうか。

　考えただけで、頭をかきむしりたくなる。自分だけがこの手に抱くことのできる、この世でもっとも美しく清らかな聖女が――。

「あんな男と……！」

　最高司祭の勝ち誇ったような顔を思い出し、悔しさが募る。

　――いや、それよりも何よりも。

「イリーナが、あんな女だったなんて」

　胸の奥にどす黒い想いが湧き出し、渦巻いた。

「俺を愛していると言ったのは嘘だったのか……？　利用価値がなくなったら、あっさり捨てるのか……？　くそ、あの淫乱女め……！」

　裏切られた絶望と、最高司祭への嫉妬心で吐きそうだ。絶対に許せない。

「一週間後に思い知らせてやるぞ、イリーナ……！」

　その日、大神殿で式典が、王都の大通りでパレードが行われる。

　先ほど、現在の最高司祭が退任することが発表されたのだ。

　新たな最高司祭に就任するのは、先の戦いで魔王討伐を成し遂げた勇者パーティの一員――聖女イリーナである。

　その就任を祝う式典とパレードだ。

　汚らわしい聖女には、罰を下さねばならない。

（待ってろよ、イリーナ……！　報いを受けさせてやる）

　バーンズは暗い情念を燃やしていた。






◆　◆　◆







　俺が勇者パーティでどんな目に遭ったのかを聞かせてほしい、とシアが言い出した。

「もしも、話すことで少しでもクロム様のお気持ちが軽くなるのでしたら……」

　こちらをまっすぐ見つめる青い瞳には、俺を思いやるような温かな光があった。

　人の温かさなんて、最後に感じたのはいつだろうか。

　ユーノやイリーナたちに裏切られ、パーティから追放されて――俺の中の何かが壊れてしまった。俺の心の中に、明確な壁のようなものが生まれた気がした。

　他者をはねのけ、拒絶する壁。

　それをシアがわずかながらも乗り越えてくるのは、『復讐』という共通項があったからかもしれない。

　親近感とも連帯感ともつかない気持ちを、彼女に抱いたからかもしれない。

「――聞いていて気持ちがいい話じゃないぞ」

「クロム様さえ、よければ」

　シアが微笑む。

　優しく、微笑む。

「どうぞ、お話しください」

　――俺はシアに、勇者パーティの所業を話した。

　勇者を強化する呪術の生け贄にされたこと。

　魔力をすべて奪われ、パーティから追放されたこと。

　恋人だと思っていた女と、親友だと信じていた男に裏切られたこと。

　そして、復讐の心が俺の中に宿った【闇】を育み、【固定ダメージ】というスキルとして発現したこと――。

「勇者様たちが、クロム様にそんなひどいことを……!?
 」

　具体的な内容を初めて知り、さすがにシアも驚いたようだ。

　天下の英雄である勇者ユーノたちの力が、俺を生け贄に捧げ、犠牲にしたうえで生み出されたものだ、なんてな。

「そんな……」

　シアの顔は蒼白だった。

　実際に暴虐ぶりを見てきたライオットはともかく、『勇者ユーノ』はやはり彼女にとって――そして世界中の人々にとって、絶対的な英雄だろうから。

　その英雄の影の姿を知って、ショックなんだろう。

「ただし、証拠はない」

　俺はシアを見つめる。

　動揺したように泳ぐ、その瞳をまっすぐに。

「強いて言うなら、俺の衰弱具合か。元は黒髪だった俺が今は銀髪になってしまったことや、手足が弱ってすっかり細ってしまったことだが――そんな程度じゃ証拠とは言えないな」

　小さく鼻を鳴らす俺。

「まあ、信じるも信じないもお前の自由だ」

「クロム様……」

「俺の下から去りたければ、いつでも去れ。咎めはしない。もともと、これは俺一人の復讐だ。お前が付き合う義理はない」

　沈黙が流れる。

　別にシアが去るなら構わない。

　もともと、この復讐の旅は一人で行くつもりだった。彼女がいることこそ予定外なのだ。

　だから――、

「あたしはあなたに救われました。その恩は身命を
賭
 と

 して返します」

　シアは俺の足元に
跪
 ひざまず

 いた。

　主君に忠誠を誓う騎士さながらに。

　俺の手の甲に口づけし、告げる。

「あなたを信じます、クロム様」

　俺を信じる、か。

　信頼――二年前に置き去りにしてきた感情だ。

　俺が信頼を寄せていた恋人や仲間たちは、全員俺を裏切った。

　以来、俺は人を信じることができなくなった。

　もちろん、この世のすべての人間が信頼に値しないわけじゃないだろう。世界には悪人なんて腐るほどいるが、善人だっている。

　信頼に値する人だって、いるんだろう。

　探せば、きっと存在するんだろう。

　だけど、それはただの理屈だ。

　人を信じることが、苦痛になった。

　人を信じることが、あの日の痛みを呼び覚ます。

　あの日の絶望を、思い起こさせる。

　だから今、自分でも驚くほどに心が揺らいでいた。

　二年ぶりに、他人から『信じる』という言葉をもらって。

　シアの唇が俺の手の甲に触れている。

　そこから、ばちっ、という感じで小さな火花が散った。

「っ……!?
 」

　俺とシアは同時に驚きの息を飲む。

『【闇】を得て以来、あなたが他人に心を許すのは初めてですね』

　俺の中から【闇】の声が響く。

　心を……許す？

　俺が、シアに？

『ふふ、少なくとも仲間としては認め始めているのではありませんか？』

「こいつが勝手について来ているだけだ」

　俺は【闇】に言い放った。

「クロム様、この声は……？」

　シアが戸惑ったような声をもらす。どうやら、通常は俺にしか聞こえないはずの【闇】の声が、彼女にも聞こえているらしい。

「俺の中に宿る『力』の声だ。シンプルに【闇】と呼んでいる」

「【闇】……ですか」

『クロム、【固定ダメージ】は強力無比なスキルですが、あなた自身は呪いによって身体能力が衰えています。剣の心得があるシアならば、それを補えるでしょう。ただし――』

【闇】が告げる。

『あなたが相手にしようとしているのは、世界最強のパーティメンバーたち。彼女は若く、剣の才能もあるようですが、今のままでは力不足なのは目に見えています』

「……随分な言われようね」

　シアが唇を引き結んだ。

　とはいえ、反論はしない。

　事実だ、と彼女も思っているのだろう。

『ですから――そのために力を分け与えた方がよいでしょう』

「力を……分け与える？」

『【闇】の力の中から、いくつか付与可能なものがあります。それを彼女に与えるのです』

「【固定ダメージ】のスキルがなくなったり、弱体化するということか？」

　俺は眉根を寄せた。

『いえ、あなた自身のスキルに影響はありません。そうですね……一つ一つ説明しましょうか』

　と、説明モードに入る【闇】。

『まず、あなたが保持している【闇】のスキルは【殲滅】です。一定の憎悪値と絶望値を超えたことでＥＸスキル【固定ダメージ】に進化していますが……これはそのまま、あなたが保持する形になります』

「つまり、俺は今まで通りに【固定ダメージ】を使えるわけだな？」

『その通りです。また、以前にも言ったことがありますが、あなたは呪術「闇の鎖」を受けている影響で、他の【闇】のスキルを使うことができません。使用不可になっているスキルの中から任意のものを選び、彼女に与えるのです』

「……なるほど」

　俺が持っていても、使用できずに宝の持ち腐れとなっている【闇】のスキル。

　それをシアに活用してもらうわけか。

『端的に言えば――戦力的には、あなたは今まで通りで、彼女だけが強化されることになります』

「で、スキルを分け与えると言ったが、そんなことができるのか？」

『あなたが認めた相手ならば可能です』

　認めた相手――か。

　内心でその言葉を繰り返す俺。

「どうする、シア？」

「あたしはあなたの力になりたいです。そのために強くなれるなら、ぜひ」

　シアがまっすぐに俺を見つめる。

「どんな力でも構いません。お与えください、クロム様」

「……分かった。聞いた通りだ、【闇】。俺の力の一部を彼女に」





『術者の意思を確認。シア・フラムライトを術者の【従属者】として認定します』

『【闇】のスキルを【従属者】に付与します』

『付与可能スキルは【殲滅】、【切断】、【加速】』

『このうち【殲滅】は今まで通りクロム・ウォーカーが保持、残る【切断】と【加速】をシア・フラムライトに付与します』

『なお、効果は術者の意思でこれを解くまで永続します』





　次の瞬間、俺の体から黒い光があふれ、シアにその輝きが移った。

「んっ……く……ぅ」

　妙に艶めかしい声とともに、彼女の体がビクンと
痙
 けい
 攣
 れん

 する。

　輝きはすぐにやんだ。

　特に変化はないようだが――？

「これは……!?
 」

　シアが驚いた顔で剣を抜いた。

　刀身に黒い輝きが宿っている。

　その雰囲気は、まるで――魔剣だ。

「感じます、クロム様。あたしの剣に異様な力がみなぎっているのを」

「剣に、力が……？」

　さっきの説明だとシアに宿ったスキルは【切断】と【加速】――そのうち、【切断】が発現しているんだろうか。

「試し切りでもしておきたいところだな」

　あいにく周囲には森の樹木しかない。

　うかつに斬れば、俺たちの方に倒れてきて下敷きになりかねない。

「――いや、おあつらえ向きの相手が来たか」

　俺は目を細めた。

「えっ」

「魔の気配が近づいてくる」

　呪術によって魔力を失った俺だが、魔力を感知する力は残っている。

　濃密で禍々しいこの魔力は、人間やエルフなどではない。

　間違いなく――魔族だ。

　すでにユーノたち勇者パーティの手で魔王は討たれたものの、その残党はまだ各国で暴れていた。その一派か、あるいは魔界から人間界に迷いこんだ野良の魔族か。

「人間の……匂い……」

「男と女の匂い……」

「男は殺す……女は犯す……」

　物騒な台詞とともに木々の向こうから現れたのは、七体のモンスターだった。いずれも身長３メートルほどで、牛の頭に筋骨隆々とした人間の体をしている。

　中級魔族の『ミノタウロス』だ。

　しかも、それが七体。

　人間の騎士なら、一部隊単位でなければ立ち向かえないレベルの戦力である。

　野良魔族なのか、あるいは魔王軍の残党だろうか。

「……腕試しにちょうどいいですね」

　シアが剣の柄に手をかけた。

　その手が震えている。やはり怖いのだろう。

「無理するな。いくら【闇】の力を得たとはいえ、どの程度強くなったのかは未知数だ。ここは俺が――」

「クロム様、敵の10
 メートル内には近づかないでくださいね」

　シアが振り返った。

　凛と輝く瞳に――すでに恐れの色はなく、強い闘志が宿っている。

　10
 メートル以内に近づくな、というのは、【固定ダメージ】で敵を倒さないでくれという意思表示だろう。

「あれを倒せたら、あたしは強くなった自分を証明できる。これからの旅で、クロム様についていく資格を得られる――そう思うんです」

「いきなり強敵相手じゃなくてもいいだろ」

　俺は渋い顔で言った。

　対するシアは悪戯っぽい笑みを浮かべ、

「あら、心配してくださるんですか？」

「旅の仲間をわざわざ死地に追いやるほど冷酷じゃないぞ、俺は」

「ふふ、仲間と認めてくださるんですね」

　シアの笑みが深くなった。

「いや、それは……」

　とっさに口から出た言葉だったのだが。

　仲間、か。





　――【闇】を得て以来、あなたが他人に心を許すのは初めてですね。

　――ふふ、少なくとも仲間としては認め始めているのではありませんか？





　さっきの【闇】の言葉を思い出す。

「少しでも危険だと思ったら、すぐに戻ってこい。そのときは俺が【固定ダメージ】で奴らを始末する」

「クロム様のお手はわずらわせません」

　シアが言った。

「行きます――」

　告げて、地を蹴る少女騎士。

　その足首に、黒いエネルギーの翼が生えた。

「【加速】」

　シアの声とともに、彼女の体が大きくブレる。すさまじい速度で残像を生んだのだ。

「なっ……!?
 」

　ミノタウロスたちは驚きの声を上げた。

「は、速すぎ……ぎゃあっ!?
 」

　魔族のつぶやきすら置き去りに、シアが駆け抜ける。

　その動きはあまりにも速く、ほとんど赤い閃光のようにしか見えなかった。

「まず、一つ」

　声とともに、ふたたび赤い閃光がミノタウロスたちの間を縫うようにして、駆けていく。

　黒くきらめく剣閃。

　赤く輝く軌跡。

　それが、六度。

　たった数秒で、残り六体のミノタウロスもすべて首を
刎
 は

 ねられ、倒れ伏した。

「ふう」

【加速】を解除したシアは俺の下へ戻ってきた。

　刀身の血をぬぐい、鞘に納める。

「どうでしょう、クロム様？　あたしは、あなたのお役に立てそうですか？」

　額や頬に魔族の返り血を浴びた彼女が、
凄
 せい
 艶
 えん

 な笑みを浮かべている。

　さながら、【闇】の騎士だった。

「……ああ、十分だ」

　俺はそんな彼女にかすかな笑みを返した。





　一週間後、俺たちはラルヴァ王都でその日を迎えた。

　イリーナが新たな最高司祭として就任する記念式典とパレードが行われる日。

　そして、俺が復讐を決行する日だ――。






◆　◆　◆







★ＳＩＤＥ　バーンズ





　イリーナは、彼にとって生まれて初めて恋をした相手だった。

　まさしく理想の女性だった。

　誰にでも分け隔てなく優しい性格。清楚で、はかなげな美貌。

　護衛任務で初めて出会ったとき、一目で心を奪われた。清らかな聖女は、教団の上位聖騎士だった彼にとって、すぐに崇拝から恋慕の対象へと変わった。

　そして聖女もまた彼の想いに応えてくれた。

　彼は、たちまちイリーナに夢中になった。

　若い二人の関係が進むのは早く、ほどなくして男女の間柄になった。

　世間では、イリーナは勇者の恋人だと言われていたが、それは誤解だと彼女自身が言ってくれた。あくまでも勇者は仲間であり、愛しているのはあなただけだ、と。

　彼は舞い上がった。

　イリーナのために身も心も捧げたいと思ったし、なんでもしてあげたいと考えた。

　だから、彼はイリーナに言われるがままに行動した。

　彼女が最高司祭に上り詰めるために、邪魔になりそうな者を陥れる工作を行った。一度や二度ではなく、ときには暗殺などの汚れ仕事にも手を染めた。

　聖女である彼女こそ、最高司祭にふさわしい。

　ならば、障壁になるものは排除しなくてはならない。

（なのに、イリーナは俺を切り捨てた）

　幾度となく重ねた唇は、肌は、なんだったのか。

　寝所で睦みあい、ささやき合った愛の言葉の数々は嘘だったのか。

　彼のことを用済みとばかりに、イリーナは見捨てた。

　目の前で最高司祭にしなだれかかる姿を思い出す。

（結局、あの女は最初から俺を利用していただけだった）

　自分が教団で上り詰めるための、扱いやすい道具として。

　許せない。

　自分の心を踏みにじった、あの女を。

　のうのうと最高司祭の座に収まろうとしている、あの女が。

　目の前では華やかなパレードが行われていた。豪奢な神輿に乗っているのは、最高司祭のローブに身を包んだイリーナだ。

　集まった群衆は、若く美しい聖女を見て歓声を上げた。

　確かに、外面だけはいい。こうして見ていると、つい胸をときめかせてしまう自分に苛立つほどに。

（くそっ、地獄を見せてやる！　報いを受けさせてやるぞ、イリーナ！）

　彼は群衆をかき分け、聖女の下へと歩み寄る――。






◆　◆　◆







　ラルヴァ王国、王都。

　イリーナの最高司祭就任式典が終わり、今はパレードが行われていた。

　群衆でごった返す中、俺とシアもそのパレードを見守っている。

　さて、いつ仕掛けるか――。

　思案していた俺は、群衆の一点に視線を向けた。

「様子が変だな、あいつ」

　秀麗な面立ちの青年だった。

　すらりとした全身に、黒いモヤのようなものがまとわりついている。

『かなり高い憎悪値と絶望値が見えますね』

　胸の中から【闇】の声が聞こえた。普段はこういう解説じみたことをあまり言わないくせに珍しい。

『ちょうど、かつてのあなたと同じように……いえ、あなたほど数値は大きくありませんが』

　微笑むような声を返す【闇】。

『あなたと同じく、誰かに裏切られ、その心を踏みにじられたのかもしれませんね』

「俺と同じ……か」

「えっ？」

　俺のつぶやきが聞こえたらしく、シアが振り返った。

　いや、【従属者】になった今は、【闇】の声も聞こえるんだったな。

「群衆の中を進んでいる男だ。様子がおかしい」

　黒いモヤが、さらに濃くなった。【闇】の影響で、俺は他人の悪意や怨念といった『負の感情』がぼんやりと見える。

　ある程度強烈な『負の感情』でなければ可視化はできないが。

　黒いモヤのような見た目なのが、そうだ。

「イリーナぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　青年がいきなり絶叫した。

　同時に地を蹴り突進する。

　速い――。

　かつてのパーティメンバーであるライオットやファラ、マルゴほどではないが、男の動きは一流の戦士や騎士のそれだ。

　まさしく風のような速さで、イリーナたちに向かって突っこんでいく。

「な、なんだ、貴様!?
 」

「聖女様をお守りしろ！」

　神輿を護衛しているラルヴァ教団の聖騎士たちが、いっせいに剣を抜いた。

「……!?
 　バーンズ隊長、どうして――」

　と、聖騎士の一人が愕然とした声を上げる。

「邪魔だ！」

　バーンズと呼ばれた男は、隠し持った剣を一閃した。

　血が、しぶいた。

　まとめて三人の聖騎士を斬り伏せるバーンズ。

　さらに返す刀で一人、二人。

　強い……！

　たった一人で聖騎士たちを圧倒している。

　あっという間に五人を倒したバーンズは、さらに加速した。

「愛していたのに！　お前だけを想っていたのに！　なぜ裏切った、イリーナぁぁぁぁっ！」

　バーンズが悲痛な叫びを上げながら、聖女の神輿に迫る。

「ちっ、先を越される――」

　俺はさすがに焦った。

　二年の間ずっと追い求めていた復讐相手を、他の奴にかっさらわれてたまるか――。

　だが、俺の身体能力では割って入ることはできない。そもそもスキルの有効範囲内まで移動したら、イリーナを即死させてしまう。

　それでは、俺の目的は果たせない。

　俺の望みは、彼女の単純な死じゃない。

　苦痛や悔恨、絶望の果ての復讐の裁きなのだから――。

「シア、奴を止めろ！」

　俺は【従属者】の少女騎士に命じた。

「お任せください、クロム様――【加速】」

　シアは恭しくうなずき、まさしく矢のような勢いで駆け出した。

　同時に、その動きが残像と化す。

　先ほどの男よりもはるかに速い。

　ライオットたち英雄クラスに匹敵するほどの――もしかしたら凌駕するほどの、閃光のごとき速度――。

　それでも、間に合うのか。

　バーンズはすでにイリーナのいる神輿の数メートル前まで迫っている。

　シアとの距離は20
 メートルほど。

「駄目だ、その女は俺が――」

　反射的に前へ出る。

　だが、衰えた足は情けないほど弱々しく、ゆっくりとしか動かせない。

「くそ……っ！」

　二年の間、ずっと燃やし続けていた復讐の念。

　それをあっさりと他の男に奪われるのか。

　たぶん、あいつにだって、イリーナを恨む気持ちはあるんだろう。相応に怒りや憎しみ、あるいは絶望を抱いているんだろう。

　それでも、俺は――。

「あいつは俺が……！」

「何事ですか」

　神輿からイリーナが地面に降り立った。

　あいかわらずの――いや、二年前よりもはるかに美しくなっている。

　神々しいまでに麗しく、女神のごとく清らかだ。

　まさしく、聖女と呼ぶのにふさわしい姿。

　……ただし、外見だけだが。

「バーンズ、なぜこのようなことを？」

　イリーナは殺意を持った男を前にしても、顔色一つ変えない。

「お、お前が……お前が悪いんだ！」

　声を震わせて叫ぶバーンズ。

　手にした剣を彼女の前に突きつけ、

「俺はお前のことだけを想い、すべてを捧げてきた！　お前の言うままに、汚い仕事にだって手を染めた！　なのに、いざ最高司祭の地位が手に入ることになったら、あっさり切り捨てるのか!?
 　しょせん、お前にとって俺はただの道具だったのか!?
 」

　一気にまくしたてる。

　群衆がざわめいた。

「お、おい、何言ってるんだ、あいつ……？」

「聖女様が、そんなひどいことを……？」

「まさか。イリーナ様のお姿を見ろよ。あんなに神々しくて清らかな女性が、そんな卑劣なことをするわけがない」

　バーンズの言葉に動揺した者たちの声は、それに反論する者たちの声で、すぐに封じられる。

「どうせ、教団内の対抗勢力が聖女様に汚れたイメージを植え付けようとしてるんだろ」

「だよな。イリーナ様は誰にでも慈悲深い、真の聖女様だ！」

「聖女様！　聖女様！」

「聖女様！　聖女様！」

　たちまち沸き起こる大歓声。

「……まあ、こうなるか」

　外面だけは本当にいいからな、イリーナは。

　周囲の空気は完全に『聖女様』の味方だった。バーンズに対しては、根も葉もない事実で彼女の評判を落とそうとする卑劣漢、といった視線が向けられている。

「……シア、少し待て」

　俺は彼女に声をかけた。

　とはいえ、その言葉をかけるまでもなく――シアもすでに空気を読んで、足を止めていた。

　ただし、バーンズがいつイリーナに襲い掛かっても止められるように、警戒はしているようだ。

　俺も、今のうちに少しでも近づくか。

　弱々しい足取りで歩みを進める。

　その間に、群衆のバーンズへの糾弾が始まっていた。

「聖女様を
貶
 おとし

 めようとする卑怯者！」

「どこの差し金だ！」

「帰れ帰れ！」

　罵声や投石まで起き始めた。

「くっ……！」

　さすがにバーンズも焦った顔だ。

　彼にすれば、公衆の面前でイリーナの『悪行』を暴きたかったんだろう。

　実際、彼女が俺にしでかしたことを考えると、バーンズの言っていることは真実である可能性が十分にある。

　だが、群衆のほとんど全員がイリーナの『裏の顔』なんて知らない。バーンズの言葉を信じるはずもなかった。

　と、

「おやめください、皆様」

　ヒートアップする群衆を制したのは、イリーナだった。

「どうやら彼は呪術を受けているようです。事実無根の出来事を騒ぎ立て、私を糾弾したのも、その影響――悪しき心に囚われているのです」

　両手を広げ、群衆に向かって宣言するイリーナ。

「ああ、なんてかわいそうなお方。聖女イリーナの名において――今から癒して差し上げます」

「な、何を白々しい！」

　バーンズは怒りの声を上げて斬りかかった。

　――いや、斬りかかろうとした。

　その動きがぴたりと止まる。

「ぐっ……う、動けない……!?
 」

「そう、それでいいのです」

　イリーナが彼に向かって右手を差し出した。

「神よ、彼の魂にどうか救済を――」

　呪言を告げつつ、その瞳が妖しく輝いた。

「あれは――」

　俺は息を飲んだ。

　イリーナが今唱えたのは、僧侶系の上位魔法だ。

　そして、その効果は――。

「うう……お、俺は何を……？」

　バーンズの表情が一変する。まるで
憑
 つ

 き物が落ちたような顔だ。

　イリーナへの怒りや憎しみのようなものがゴッソリ抜け落ちたような、顔。

「落ち着きましたか？」

　イリーナがにっこりと微笑む。

「う、うう……聖女様に向かって、俺はなんてことをしたんだ……ああ……っ！」

　バーンズはがくりと地面に両膝をついた。

「申し訳ありません、皆様！　私は、ありもしないデタラメを言いました！　イリーナ様がそのようなひどいことをするはずがありません！」

　態度を反転させ、群衆に向かって叫ぶバーンズ。

「とある呪術師との戦いで、呪術に囚われてしまったようです……聖騎士にあるまじき醜態……ああ」

　苦悩の声でうめく。

「イリーナ様！　あなたに刃を向けた罪は、私自身の命で
贖
 あがな

 います！」

　叫ぶなり、バーンズは――。

　己の剣を首筋に当て、一気に引ききった。

　吹き出す鮮血とともに、青年騎士はその場に倒れ伏す。

「なんてことを！」

　悲痛な声を上げるイリーナ。

　だが、俺は見逃さなかった。

　イリーナの口元にかすかな笑みが浮かぶのを。

　さっき彼女が唱えた呪文――。

　それは対象を洗脳し、自害に追いこむ僧侶系の禁呪法だ。高位司祭であるイリーナだからこそ使える超上級呪文である。

「せめて、安らかに眠りなさい」

　イリーナは悲痛な表情でつぶやき、治癒呪文を唱えた。

　バーンズの首筋からの出血がわずかに勢いを弱める。

　だが、それでも血が止まることはない。

　こんなものは群衆に対するただのポーズだろう。バーンズはどう見ても致命傷で、もはや上級の治癒呪文でも助からない。

「あ……ぐ……イリー……ナ……俺、の……」

　バーンズはかすれた声でうめいた。

　最後に、わずかに正気を取り戻したのか。

　それとも――？

　彼の手が、力なく落ちる。ピクリとも動かなくなった。

　……死んだか。

　復讐相手を殺されずに済んだ安堵感と、彼に対する
憐
 れん
 憫
 びん

 と。

　俺の中で、同時に二つの感情が湧きあがる。

　――せめて安らかに眠れ、バーンズ。

　内心でつぶやいた。

「お前の無念はすぐに晴らされる」

　この俺の手によって――。





「バーンズ、せめてやすらかに眠ってください」

　イリーナはこときれたバーンズの側に跪き、大粒の涙を流しながら癒しの女神に祈りを捧げていた。

　悲哀と
敬
 けい
 虔
 けん

 な雰囲気たっぷりに。

「お、おい、あいつ自分で自分を……？」

「聖女様への罪の意識に耐えきれなかったんだろう……」

「だが聖女様は、そんな罪人にも慈悲深い……ああ」

　群衆はまだざわめきつつも、イリーナの聖女としての
魅力
 カリスマ

 にうっとりした顔をしていた。

　……本当に、外面がいい女だ。

　まあ、俺だって勇者パーティから追放されたあの日までは、ずっと騙されていた。偉そうなことは言えないか。

　弱った足でゆっくり歩きながら、俺はシアの側までやって来た。

「自ら命を絶つとは。やはり罪を悔いたのでしょうか……」

「違う」

　シアのつぶやきに、俺は首を左右に振った。

「あれはイリーナの僧侶魔法だ」

「それって――」

「一種の洗脳だな。相手を
隷
 れい
 属
 ぞく

 させ、自刃させる――高位司祭のみが使える禁呪法。これでイリーナは奴の口封じと自らの聖女アピールの両方を一挙にこなしたわけだ」

　涼しい顔で。大観衆の前で。

　あっさりとバーンズを殺してのけた。

　おそらく、だが――あの男の言っていたことは真実だったのだろう。

　この二年で集めた情報から考えると、たぶん今の地位を得るために、他にも色々としているはずだ。

　謀略や色仕掛け、果ては暗殺まで――。

　俺が想っていた彼女は、本当にただの幻像だった。

「クロム様」

　シアが俺を上目遣いで見つめる。

　俺の、命令を待つように。

「ここで仕掛けてもいいかもしれないな」

　まだ様子見のつもりだった。

　だが、さっきの騒ぎで護衛の聖騎士が何人も斬り殺され、その数が減っている。

　もちろん、俺のスキルの前には護衛など何人いても同じだが……彼らが盾になっている間に、イリーナが逃げてしまうと厄介だ。

　今なら――虚を衝けるかもしれない。

「いくぞ、シア」

「はい。あたしがあなたを守ります」

　俺たちは前に進み出た。

　風が、強い。フードがめくれないように手で押さえ、マントの裾を風にはためかせながら――俺たちは歩みを進めた。

　ちょうどイリーナまで20
 ートルほどの距離で対峙する。

「なんだ、お前たちは」

「聖女様にそれ以上近づくんじゃない」

「見ての通り、さっきも不審な男が襲ってきたばかりだ。怪しい動きをする者は拘束するぞ」

「どけ」

　俺は静かに告げた。

「近づけば死ぬぞ」

「な、何……!?
 」

　さらに、進む。

　警告したところで、退くはずもないか。

　彼らとの距離は16
 メートル。

　イリーナとはさらに数メートル離れている。

「ええい、止まれ！」

　護衛の一人が業を煮やしたように叫んだ。

「クロム様、ここはあたしが」

「頼む」

　俺の言葉とともに、【従属者】たる少女騎士が飛び出した。

　先頭の護衛騎士に向かっていく。

「立ち向かうなら容赦はせん！」

　振り下ろされた剣が、シアを斬り伏せる。

　――否。

　護衛が切り裂いたのは、彼女の残像だ。

「き、消え――」

「遅い」

　まるで瞬間移動したかのような――すさまじい速度で、シアが敵の背後に回りこむ。

　闇のスキル【加速】。

　そして、少女騎士は剣を一閃した。

　闇のスキル【切断】。

　敵の剣を、鎧を、まるで紙でも切り裂くようにバラバラにしてしまう。

　さらに、シアは駆ける。

　俺の目に映ったのは、赤い閃光。ツーサイドアップにした炎のような紅髪がなびき、その動きが鮮烈な赤い軌跡を描く。

　シアは護衛騎士十人の間を一瞬ですり抜け、ふたたび俺の側まで戻ってきた。

　同時に、切断された剣や鎧の欠片が、がらん、と音を立てて地面に落ちる。

　最初の護衛騎士同様、他の十人も剣と鎧を切り裂かれていた。

「う、動きが見えない――」

「なんだ、こいつ……!?
 」

「俺たちの剣と鎧が……馬鹿な……！」

「命が惜しければ、この方の邪魔をしないで」

　呆然と立ち尽くす彼らに、シアが冷然と告げた。

「次は武器や鎧ではなく、あなたたちの体が真っ二つよ」

「くっ……」

　気圧されたように後ずさる護衛騎士たち。

　さすがに丸腰では、人知を超えた速力と切断力を持つシアには対抗できまい。

　まあ、完全武装していようとそれは同じことだが。

「い、命など惜しくはない！」

「我らは聖女様を守るための騎士！」

「あのお方のためなら、たとえ死すとも――」

　護衛騎士たちはいっせいに身構えた。

　徒手空拳でも戦う気だろうか。

「――クロム様」

　シアが俺の方を見た。

　さあ、どうするか――。

　思案する俺。

　ライオットのときは、兵士たちも非道な行いをしていたから、まとめて殲滅した。

　だが、今回の護衛騎士たちは使命感でイリーナを守っているだけだ。

　あと数メートル近づけば、全員殺すことになる――。





「お待ちなさい」





　イリーナが制止の声をかけた。

「彼らの狙いは私でしょう。ならば、その相手は私がします」

　まっすぐに俺を見つめる。

　凛々しい聖女様の視線だ。

「フードを取りなさい」

　俺は無視してさらに進んだ。

　イリーナは眉根を寄せ、俺たちに近づく。

　残り20
 メートル……19
 メートル……18
 メートル……。

　慎重に距離を測った。

　近づきすぎれば、彼女に９９９９のダメージを与えてしまう。

　即死させるのは本意ではなかった。

「聖女様！」

「危険です！」

「私は勇者パーティの一員ですよ？　そんなに心配しないで」

　イリーナは護衛たちに微笑みかけた。

　聖性と慈愛にあふれた笑み。

　見せかけだけの、聖女の笑みだ。

「それに私は神の加護を何重にも受けています。魔王やその側近クラスでもないかぎり、傷一つつけられません」

「フードを取る前に、二つ」

　俺はイリーナを見据えた。

「お前はそこで止まれ、イリーナ。それ以上俺たちに近づくな」

　即死させないように彼女を制止する。

「それと、護衛たちをお前の側まで下がらせろ。これじゃ落ち着かないからな」

「……いいでしょう」

　イリーナは俺の言う通り、護衛たちを自分の下まで呼び戻した。

　全員が殺気立った表情で俺をにらんでいる。

　俺は16
 メートルの距離を置いて、イリーナと対峙した。





　イリーナは凛とした表情で俺を見据えている。

「さあ、フードを取ってくださいな」

「……分かった」

　俺はフードを上げた。

　銀色の髪に黒い仮面。二年前の俺の面影は少ないはずだ。

　隣でシアもフードを上げた。

　俺と同じく仮面で顔を隠している。

「あなたは……」

　イリーナがわずかに首をかしげた。

　俺が誰なのか、記憶を探っているのだろう。

　顔を仮面で隠していることに加え、髪の色も変化し、四肢はやせ細った。かつての俺の面影は一変してしまった。

　身にまとう雰囲気も、そうだ。

　ただ、俺の声で気づく可能性はある。

　いちおう、カモフラージュ代わりに声を低く抑えてはいるが。

「……私にどのようなご用ですか？」

　イリーナの態度は、初対面の相手に対するそれだった。

　やはり、俺のことが分からないようだ。

　それとも――もう、俺のことなんて忘れたか？

　己の野望のためなら、いくらでも男を乗り換え、寝るような女には。

　と――イリーナの表情がわずかに変わった。

　清楚で穏やかな雰囲気をたたえた微笑みはそのままに、瞳をわずかに細める。

　何かを、する気だ。

　俺に対する敵意が高まっているのを感じる。

　まがりなりにも、かつては恋人として過ごした相手である。あいつが何をしようとしているのか、大体の予測はついた。

　――まあ、何を仕掛けようと無駄なことだが。

　次の瞬間、俺の周囲から黒い炎のようなものが立ち上った。

「っ……？」

　イリーナがわずかに眉根を寄せた。

「クロム様、今のは……？」

「イリーナの高位呪術だ。無詠唱でいきなり撃ってきた」

　小声でたずねるシアに同じく小声で返す俺。

「それって――」

「さっきバーンズとかいう男を洗脳呪術で殺したように、俺たちも呪殺しようとしたんだ。たぶん、周囲には適当な言い訳をして、な」

　俺はふんと鼻を鳴らし、聖女様を見据える。

「用件を聞くふりをして、呪術で攻撃か。なかなかいい性格だな、イリーナ」

　だが、俺には通じない。

　ＥＸスキル【固定ダメージ】は、俺に敵意を持つ『すべて』が効果対象に含まれる。

　魔法の類にも９９９９ダメージを与え、消失させる――。

　そう、さっきイリーナが撃った呪術を消滅させたように。

「……なんのことでしょうか？」

　困惑の表情を浮かべる聖女。

　当然、この表情は演技だ。

　あくまでも白を切るか。まったく、いい性格をしている。

「二つ、教えておいてやる」

　俺は彼女を見据えたまま言った。

「一つ、お前のいかなる攻撃も俺には通じない。そして、もう一つ――俺の10
 メートル内に近づけば、お前は即死する」

「な、何を……？」

「忠告だ。簡単に死んでもらっては困るからな」

　言って、俺は一歩、イリーナに近づいた。

　一歩だけ。

　これ以上は、近づかない。





　――さあ、復讐を始めよう――





「シア、護衛全員の武器を壊せ」

「えっ」

「
威
 い
 嚇
 かく

 だ。イリーナ以外は無駄に殺す必要はない。後は、事前の打ち合わせ通りに」

「――承知しました」

　シアが恭しく頭を下げる。

　それから剣を抜いて、構えた。刀身が黒いオーラに包まれる。

【切断】のスキルが剣に宿ったのだ。

「貴様ら！」

「聖女様をどうする気だ！」

　たちまち護衛の聖騎士たちがイリーナの前に立つ。

「あいつらが近づけば、俺のスキルで殺してしまう。なるべくその前にケリをつけろ。できるか？」

「クロム様のご命令とあらば」

　すっかり俺の騎士ぶりが板についてきたな、シア。

「あなたたちは、邪魔」

　告げて【従属者】の少女騎士は地を蹴った。

　ほとんど亜音速で護衛兵との間合いを詰める。

　その両足に黒いエネルギーの翼が生えていた。

【闇】の力による【切断】の剣と【加速】の移動能力。

　まさしく超騎士とも呼ぶべきシアは、一瞬にして護衛たちの間をすり抜けつつ、剣閃を浴びせる。聖騎士たちの剣が、根元からまとめて斬り飛ばされた。

「なっ……!?
 」

　呆然と立ち尽くす彼ら。

　斬り飛ばされた刀身は回転しながら、こちらへ飛んできて――、

　ばしゅっ……！

【固定ダメージ】の効果範囲に入った途端、チリとなって消滅する。

「見ての通りだ。俺の周囲10
 メートル内に近づけば破壊される。俺に敵対する存在は等しく、な」

　護衛たちを見回す俺。

「うう……」

「な、なんだ、こいつら……!?
 」

「化け物か……!?
 」

　彼らは気圧されたように後ずさった。

「命が惜しければ近づくな」

　言って、俺はシアに目配せする。

「手はず通りにやれ。俺も後で追いつく」

「はい」

　シアはうなずき、イリーナに迫った。

「きゃあっ……」

　悲鳴を上げる聖女。

　シアが超速で彼女の背後に回りこみ、拘束したのだ。

　さらに刃を首筋に押し当て、

「妙な真似をすれば、どうなるか……分かってるでしょう？」

「うう……」

　イリーナが顔をこわばらせ、うなずいた。無詠唱呪術を使おうとしても、その前にシアが首筋を切り裂くだろう。

　イリーナの抵抗を封じたまま、シアは囲みから出る。

「お前たちもだ。近づけば死ぬ。さっさと逃げた方が身のためだぞ」

　俺は群衆にそう宣言した。

　さっき【固定ダメージ】で剣が消滅したのを見れば、『近づけば死ぬ』というのが脅しではないことは明白だろう。

　たちまち群衆は蜘蛛の子を散らすように逃げていった。





　シアはイリーナを連れ、あらかじめ準備していた馬で駆けていった。

　そして俺もスキルで護衛騎士たちを牽制しつつ、少し遅れて馬で出発した。数十分ほど駆け、事前に打ち合わせていた場所に到着する。

　古ぼけた廃教会である。

　ラルヴァの聖女を裁く場所が、そのラルヴァの教会というのも皮肉なものだ。

「ここでなら邪魔が入らないな」

　俺は教会に入った。

　礼拝堂の最奥――祭壇の前にシアとイリーナがいる。

　俺は15
 メートルほどの距離を置いて、向かい合った。

「い、一体、私をどうするつもりなのですか……！」

　彼女の声が震えている。

「あなたは、何者なのです。目的はなんですか」

「俺か？　俺が何者かは、よく知っているはずじゃないのか？」

　ゆっくりと仮面を外す俺。

　二年ぶりに、素顔でかつての恋人と向き合う。

　俺とイリーナの視線が絡み合った。

　数瞬の、沈黙。

　空気が少しずつ重く、冷たく、濃縮されていくような感覚があった。

「まさか」

　イリーナが息を飲むのが分かった。

「まさか、あなたは――」

　その声が震え、かすれる。

「クロム……!?
 　そんな、でも、あなたはあのとき……」

「生きていたんだよ。お前たちのおかげで『力』を得て。恨みを募らせて。憎悪を燃やして」

　絶望と復讐心を、抱いて。

「さあ、裁きの時だ――聖女様」

「クロム、お願いです……ひどいことはしないで」

　イリーナが震える声で言った。

　首筋にシアが剣を押し当て、その動きを封じている。

「どうか、話を……」

「分かった。じゃあ、お前の話を聞こう」

「クロム……？」

「まず真実を話してもらう。俺が生け贄に選ばれた理由を。お前があの日、俺に求婚した本心を」

「そ、それは……」

　イリーナの顔が青ざめる。

「俺のスキル効果は理解しているだろう？　ライオットを俺が殺したことも」

「……！」

「お前は高位の僧侶だ。俺が抱えている【闇】を感知できるんじゃないのか？」

　俺は彼女を見据えた。

「イリーナ、お前が俺に感知呪文を使うことを許可する。ただし、それ以外の呪文を使ったら――即座に殺す」

　俺の眼光が聖女を射すくめる。

「……わ、分かりました」

　イリーナは僧侶系の感知呪文を唱えた。

　俺に宿る憎悪や絶望、そして【闇】を計測するためのものだ。

「こんな……!?
 」

　たちまちイリーナの顔から血の気が引いた。

「これほどの【闇】を、たった一人の人間が抱えられるなんて……クロム、あなたは……」

「お前たちが得た【光】の強さは、そのまま俺の【闇】の強さでもあった。ユーノが魔王を倒すほどの【光】を得ているんだから、俺の【闇】の強さや深さは推して知るべし、なんじゃないのか？」

「ああ、クロム……私が間違っていたんです。すべては、彼らにそそのかされて――」

「言い訳を聞きたいわけじゃない。俺が知りたいのは真実だ」

　うろたえるイリーナの言葉を、俺は冷ややかにさえぎった。

　たちまち口をつぐむイリーナ。

「話せ」

　沈黙が流れる。

　抵抗は無駄だと分かっているはずだ。

　抵抗すれば殺される、と理解できているはずだ。

「わ、分かりました……」

　イリーナは渋々といった様子で口を開いた。





「シア、イリーナの両足を前に出させろ」

　俺は話を聞く前に、【従属者】の少女騎士に命じた。

「はい、クロム様」

　うなずいたシアがイリーナを座らせ、両足を前に投げ出すような格好を取らせた。

　まずは、最初の制裁の準備だ。

「話せ」

　俺はイリーナに促した。

「……禁呪法『闇の鎖』。その力は対象の憎悪や絶望を吸い上げ、【闇】を生み出すこと。そして生み出された【闇】によって生じる【光】を指定した人間に与えること」

「つまり俺からは【闇】が生まれ、そのおかげでユーノが【光】を得た……ということでいいんだな？」

「はい。ヴァレリーさんはそう説明していました」

　と、イリーナ。

「あなたに絶望を与えるために、その、私はあなたに求婚しました……それによって、あなたの【闇】がより深くなるように……」

　なまじ言い訳をすれば俺の怒りを余分に買うと踏んだのか、意外なほどストレートに告げるイリーナ。

「あなたが選ばれた理由は、ヴァレリーさんとユーノが特に推したからです。その理由までは、私は聞かされていません」

　つまり、ヴァレリーやユーノに聞けば、理由は分かるわけだ。もちろん、本当はイリーナも理由を知っていて、ただ隠しているだけかもしれないが。

　まあ、いい。

「次の質問だ」

　俺にとって、より知りたかった問いを――イリーナに投げかける。

「お前は最初から俺を裏切るつもりだったのか？」

「っ……！　ち、違います！　私は本当にあなたを愛していました」

「俺に求婚した夜に、ユーノに抱かれたよな？」

「本当に……恋をしていたんです。あなたに」

　イリーナは悲しげなため息をついた。

「ただ、野心もありました。私は一介の僧侶では終わりたくない――もっと大きな存在になりたい、と。後世まで伝えられるような聖女になりたい、と」

「……ふん」

「最初は小さな願いでした。ですが、それは野心となり、いつの間にか大きくなっていました。自分でも抑えきれないほどに」

　イリーナが続ける。

「他の勇者パーティと競い合ううちに、野心は際限なく強まりました。それを満たしてくれるのは、【光】を得た勇者ユーノだけだと考えました」

「だから――あいつに乗り換えたわけか」

「ただ、その……あのときはどうかしていたんです！」

　イリーナが叫ぶ。

「俺を捨ててユーノの下についたのは気の迷いだった、と？」

「そ、そうです！　私が本当に愛しているのはあなただけです！　いくら野心があったとはいえ、他の男に肌を許したのは間違いでした。今も、後悔しています。私は、心の底ではずっとあなたを……」

　俺は皆まで言わせず、わずかに踏みこんだ。

「ぎゃあああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?
 」

　イリーナの口から漏れる、動物的な苦鳴。

　彼女の足が【固定ダメージ】の効果範囲に触れ、鮮血が噴き出した。殺さないように慎重に距離を調節し、足だけを傷つけるようにしたのだ。

　――俺は、この二年間でスキルの扱いをずっと訓練してきた。

　スキルのダメージ数値や効果範囲は不変だが、微妙な距離の調節でダメージを与える部位を限定する技術を身に付けた。

　すべては、このときのためだった。

　おそらく、彼女の足は二度と使い物にならないほどのダメージを負っただろう。

「次は腕だ。シア」

「はい、クロム様」

　俺の命令に従い、シアがイリーナの腕を突き出させる。

「や、やめて……お願いです、やめてぇぇぇ……」

　悲鳴を上げるイリーナだが、俺もシアも無視した。

「さっきの男はどうだ？　あいつのことも気の迷いか？」

「そ、それは、そのっ……ち、力ずくで犯されたんです！　私に薬を盛って、卑劣にも体を汚して――あぐぅぅぅっ、あああああああああああぎゃぁぁぁっ！」

　今度は、腕だ。

　これでイリーナの四肢は、死んだ。

「ああ……ぐぅぅぅ……クロム……ぅぅぅ……っ」

「力ずくで犯された？　薬を盛られた？　見え透いた嘘は見苦しいぞ、イリーナ」

　俺は冷ややかに聖女を見下ろした。

「結局のところ、お前の中にあるのは打算だけだ。自分が欲しいもののために、利用できる男は誰でも利用する――」

　なぜ俺は、彼女に恋をしたんだろう。

　いや、恋人になったばかりのころは、こんな女じゃなかった。

　そう思いたかった。

　最初に俺に恋をしたのは嘘じゃない、と。

　彼女の言葉を信じたい気持ちも、片隅にはある。未練がましくても、やはり俺にとっても大切な想いだったから――。

　だけど、それすらも嘘なのか。

　どこまでが真実で、どこからが嘘なのか、もはや分からない。

　きっと永遠に分からない。

　――分かりたいとも、思わない。

　ずっとくすぶっていた未練が、少しずつ、確実に晴れていく気がした。

　血まみれで苦しむイリーナを、俺は自分でも驚くほど醒めた気持ちで見下ろしていた。

「い、いや、殺さないで！　殺さないでぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　イリーナが絶叫した。

　さすがに聖女らしく取り
繕
 つくろ

 う余裕はないんだろう。本性をむき出しに、命乞いの叫びを上げる。

　涙でぐしゃぐしゃに歪んだ顔は、醜かった。

「また、昔みたいに恋人に戻りましょう？　あなたが望むだけ、いつでもこの体を抱かせてあげます！　それにお金だって……私、最高司祭になりますから、いくらでもあなたに与えられます！　ね？　あなただって、まだ私に未練があるんでしょう？　そ、そこの女なんかより、私の方がずっといいですよね？　顔も、体も――」

「安心しろ、イリーナ。殺すつもりはない」

　俺は微笑んだ。

　怒りも、憎悪も、消えることはない。今だって胸の芯には激情の炎が宿っている。

　だけど、そんな自分の状態を冷静に知覚できる余裕が生まれていた。

「一度は恋人だった仲じゃないか、イリーナ」

　我ながら白々しいと思いながら告げる。

「クロム……ありがとうございます」

　イリーナは表情をほころばせた。

　といっても、俺の言葉をストレートに信じたわけじゃあるまい。

　ただ、今の彼女は四肢を潰され、抵抗を封じられ、俺の言葉に乗るしかない状況だ。俺の機嫌を損ねないよう振る舞おうとしているんだろう。

　だが――残念だな、イリーナ。

　お前がどんな態度を取ろうが、俺はもう決めているんだ。

　お前への復讐――その最後の段階を。

　今から、執行する。





「安心しろ、イリーナ。お前を殺すことはしない。ただし――」

　俺は四肢をつぶされ、苦鳴をもらすイリーナを見下ろした。

「条件が二つある。まず一つ目は――お前たち勇者パーティがやったことを告白することだ」

「告白……？」

　眉をひそめるイリーナ。

「二年前の出来事を詳細に説明して、音声魔法で保存しろ。俺がそれを世界中に広める」

「そ、それは――」

　イリーナが青ざめた。

「僧侶系の高位魔法にはそういうのがあるんだろう？　お前ほどの力があれば、複製不可能な音声魔法として保存できるはずだ。お前自身が語ったという証拠になる」

　俺はイリーナを見据えた。

「やらなければ殺す。いいな？」

「は、はい……」

　彼女に選択の余地はない。

　世界中に自分たちの罪を告白すれば――信じる者も、信じない者もいるかもしれないが、イリーナの信用は失墜するだろう。





　――イリーナは、俺の命令通りに音声魔法で自分たちの罪の告白を収録し、小さな
宝玉
 オーブ

 に封じこめた。

「ど、どうぞ……」

　這いつくばるイリーナの側に、宝玉が置かれている。

「シア、受け取っておけ」

「はい、クロム様」

　宝玉を拾い上げ、懐にしまうシア。

　これはいずれ、しかるべきタイミングで世界中に流すとしよう。

「じゃあ、二つ目の条件だ」

　そして、ここからが本番だ。

　復讐を、完遂させるための。

「俺の配下になれ」

「えっ……？」

　ポカンとした顔をするイリーナ。

「俺は対象を【従属者】にできる。平たく言えば、俺の配下であり、俺の力の一部を分け与えた存在だ」

　このあたりの条件や、付与可能なスキルについては、事前に調べてあった。

　イリーナへの復讐の仕上げに使うために。

「私が、それに……？」

「かつて裏切った恋人に配下として仕える――屈辱だろう、イリーナ？　これが俺の復讐だ」

「わ、分かりました。私、クロムにお仕えします」

　イリーナは唇をかみしめ、うなずく。

　いかにも無念そうな表情を作っているが、俺には分かる。

『なんだ、この程度があなたの復讐なの？』

　内心では嘲笑しているんだろう。

『命が助かるなら安いもの』

『頭くらい、いくらでも下げてあげる』

『私を犯すつもりなら、いくらでもどうぞ』

　そんな心の声が聞こえるようだ。

　だが――俺もまた内心で嘲笑していた。

　俺の復讐がこの程度で済むと思ったのか、イリーナ？

「この女を俺の【従属者】にする。【固定ダメージ】の対象からは外れるのか？」

　いちおう【闇】に確認しておく。

『その通りです。あなたがイリーナを【従属者】にしている間は、【固定ダメージ】が彼女を傷つけることはありません。また【従属者】があなたを傷つけることもできません』

　答える【闇】。

「じゃあ、今言った通りイリーナを俺の【従属者】にしろ」

『術者の意思を確認。イリーナ・ヴァリムを術者の【従属者】として認定します』

　同時に、イリーナの額に淡い輝きが灯った。

　そこにうっすらと黒紫色の紋様が浮かび上がった。ハートの形を禍々しく意匠化したような紋様だ。

「これでお前は俺の【従属者】だ。以後、忠誠を誓え」

「はい、クロム――いえ、クロム様とお呼びすべきですね。失礼いたしました」

　イリーナは恭しく告げる。

　這いつくばったまま、頭を下げて額を地面に擦りつけた。

「なんなりとお命じくださいませ。あなた様の命令とあらば、いかなることでも成し遂げてごらんにいれます」

　調子のいい女だ。

「では、我が配下に力を与えよう」

　俺は静かに告げた。

「つぶれたままの手足じゃ不便だろう。自由に動くようにしてやる」

「……！　あ、ありがとうございます」

　顔を上げるイリーナ。その表情が輝いている。

　俺は満足感を噛みしめた。

　いったん与えた希望を、次の瞬間には絶望に落としこむ。

　その、愉悦を。

「さあ受け取れ――【従属者】イリーナ」

【闇】の中から付与できるスキルを選択し、彼女に付与した。

　スキルの名は――。





【魔獣化】、だ。





「ひっ、ひぃぃぃぃぃ……あああああ、ぎゃぁぁぁぁぁぁぁっ……!?
 」

　イリーナが絶叫した。

　つぶれた手が、足が、不気味に膨れあがり、昆虫のような節足になった。白く滑らかな肌が、鎧のような甲殻に覆われる。

　美しかった顔はシワだらけになり、憤怒とも悲哀ともつかない表情を備えた鬼のような相貌へと変わり果てる。

「いや……何、これ……いやぁぁぁぁぁぁっ……！」

　イリーナは絶望の叫び声を上げ続けた。

　苦痛はないはずだ。

　ただ、自分の体が自分以外のものに置き換わり、醜悪な魔獣のそれへと変わっていく恐怖と嫌悪を感じているはずだ。

　美しく清楚な聖女は、この世界から消える。

　後に残るのは、血に飢えたおぞましいバケモノのみ。

　スキル効果によって、彼女は死ぬまで魔獣の姿のままだ。

「これがお前の末路だ、イリーナ」

　俺は【従属者】たる魔獣を見つめた。

「せめて『聖女』らしく、死ぬまで人類のためにその身を捧げろ――魔王軍の残党狩りをお前に命じる」

「ぎ、いいぃぃぃおおおおるぅぅぅおおおおおあぁぁぁぁぐおおぉおおおおおおるぁっ」

　元イリーナだった魔獣が吠えた。

　彼女の人間としての意識はそのままだ。ただし、人の言葉を話すことなどできないし、俺の命令に逆らうこともできない。

　イリーナの、人間としての生は終わった。

　これからは魔王軍の残党と戦い続ける。

　俺が与えた命令のまま、その命が尽きるまで。

　攻撃力は低いが、再生力だけは異常に高いタイプの魔獣に設定したから、簡単には死ねないだろう。

　魔王軍の兵に傷つけられ、苦痛を味わい続けながらも死ねずに。

　お前は戦い続けるんだ、イリーナ。おぞましい魔獣の姿で、人としての理性を保ったまま――絶望に
慟
 どう
 哭
 こく

 しながら。





　彼女の所業を記録した音声魔法のオーブはシアに保管させてある。しかるべきタイミングで各国に広めていくことにしよう。

　そのとき『聖女様』の大衆人気は地に落ちるだろう。

　中には彼女を信じ、これは謀略だと考える者もいるかもしれない。だが『彼女自身の声で語った事実』は重い。

「まずは一つ決着、か」

　魔獣と化したイリーナは、魔王軍の残党が多く集まっているというルーファス帝国辺境に向かわせた。

　勇者ユーノの住居もその国にある。

　このラルヴァからは遠いから、長い旅路になりそうだが――。

　いずれは、ユーノにもしかるべき報いを受けさせないと、な。

「クロム様――」

　シアが俺の下に歩み寄った。

「……どうした？」

「いえ、その」

　シアは遠慮がちな様子で俺に近づいてくる。

　そっと俺の手に触れた。

　やせ細り、枯れ木のような俺の腕を、シアが優しく撫でる。

「俺を気遣っているのか？」

「あの方は、かつての恋人だったのでしょう？」

「もう、全部終わったことだ」

　俺は首を左右に振った。

　あのころは、イリーナがずっと側にいてくれると思っていた。

　楽しいことも、悲しいことも、すべて二人で分かち合い、ともに人生を歩んでいこう、と――。

　そんな生活を夢見ていた。

　魔王軍との戦いが終わったら、俺にも人並みの平凡な幸せというやつが訪れるのだと――夢を、見ていた。

「俺の中に、あいつへの想いはもう残っていない」

　――簡単に割り切れるのかどうかは分からない。

　少なくとも忘れることはないし、できないだろう。

　これから彼女のことを思い返したときに、心の傷となって残るのか。憎しみや怨念となって、俺の心を燃やし続けるのか。

　あるいは――。

「あたしは、あなたのおかげで救われました」

　シアが俺をまっすぐに見つめた。

　青い瞳が潤んでいる。

「あたし自身の命も。姉の魂の尊厳も。救っていただきました。だから――」

　柔らかくて温かな手が、俺の手をそっと握った。

「あたしも――できることなら、あなたを救いたいです。おこがましいとお笑いかもしれませんが、あなたの心が少しでも軽くなるなら、お側にいたいです」

「……気持ちだけ、もらっておく」

　俺は少しだけ口元を歪めた。

　シアの心遣いはありがたい。

　せめて笑みを返そうとしたが、上手く表情を作れなかったのだ。

「あと四人――俺の旅は、まだ続く。お前はどうする？」

「あら、さっき言ったじゃないですか」

　シアが微笑む。

「あたしはあなたの【従属者】。あなたが行くところにどこまでもついていき、あなたの力になりたいと願います」

「なら――行くか」

　出発だ。

　いつまでも感傷に浸ってはいられない。

　復讐すべき相手は、まだ残っているのだから。

「次はどこへ行くのですか、クロム様？」

「最終目的は勇者ユーノだ」

　俺はシアに言った。

「他のメンバーと違って、あいつには【光】の力がある。いくら俺に【闇】があるとはいえ、一筋縄ではいかないだろう」

「【闇】と【光】――」

「この二年で俺の力ははるかに増した。だが、ユーノも強くなっているかもしれない。だからこそ、まずは情報を集めたい」

　と、俺。

「復讐を遂げつつ、ユーノの力について調べ、最後にはすべてのメンバーに報いを受けさせる」

「あたしはクロム様に従います」

　恭しくうなずくシア。

「旅を続けるぞ。次の標的は――」

　俺は虚空を見据えた。

『奴』の顔を、幻視する。

「賢者ヴァレリーだ」

　三番目の復讐相手、その名を。






◆　◆　◆







★ＳＩＤＥ　イリーナ





　ルーファス帝国辺境に向かう道――。

　眼前には、数十の魔族がいた。

　いずれも魔王軍の残党である。

　――殺せ。

　自分の奥から、そんな衝動が湧き上がる。

「ぐるるぉぉぉぉおおおおおおおおぁぁぁぁぎいぃぃぃぃっ！」

　野太い
咆
 ほう
 哮
 こう

 を上げる。

　主の命令のままに、魔獣は進んだ。

　魔族たちに戦いを挑むべく。

（嫌、こんな……私は聖女イリーナ……！　どうして、醜い魔獣なんかに……嫌よ、こんなのぉぉぉ……っ！）

　魔獣の体になったイリーナは、もはや人の声を発することさえできない。

　心の中で絶望の叫びを上げることしか、できない。

（私の美しい顔が、体が……元に戻して……お願い、クロム……！）

　眼前の魔族に昆虫のような節足を叩きつける。

　ぐちゃり、と敵の頭部がつぶれた。

　が、イリーナの節足もそれほどの強度はなく、簡単にちぎれてしまう。

「がぁぁぁぁぁるるうぉぉぉぁぁぁぁぁっ……！」

　激痛にうめき声を上げる魔獣イリーナ。

（痛い……痛いぃぃぃぃぃ……！　もう、嫌……逃げたい……逃げたいぃぃぃぃっ！）

　だが、『魔王軍の残党と戦え』というクロムの命令から逃れることはできない。

　ちぎれた節足はすぐに再生し、次の魔族に叩きつける。

　そいつも倒したが、また節足もちぎれた。

　激痛。

　再生。

　激痛、再生。

　激痛再生激痛再生激痛再生激痛再生激痛再生激痛再生激痛再生激痛再生……。

　そして、また激痛と再生――そんな行為が延々と続く。

（私は……私は、聖女なのよぉぉぉぉっ……！　世界中から崇められ、世界中の男どもが私の前に跪く……輝かしい未来が待っていたはずなのに……なのに、どうしてこんな……あぁぁぁぁぁぁっ……！）

　心の中で慟哭しながら、魔獣イリーナは戦い続ける――。






◆　◆　◆







★ＳＩＤＥ　マルゴ





　暗い城の中に二つの影が
蠢
 うごめ

 いていた。

　一つは、騎士。

　一つは、竜。

「ラルヴァ王国にいるミノタウロスの一隊が全滅したようだ。七体もの中級魔族がたった一人を相手に」

「ほう、なかなかの猛者だな」

　青い巨竜――魔族ラギオスの言葉に、その騎士は小さくうなった。

　マルゴ・ラスケーダ。

　魔王ヴィルガロドムスを討った勇者パーティの一人であり、ルーファス帝国の最上位騎士。四十五歳にしていまだ衰えぬ剣腕と高潔で知られる人格、統率力、そして魔王退治の実績から英雄騎士とも呼ばれる男である。

「ミノタウロスが七体となれば、人間の騎士が一部隊単位で当たってどうにか戦える相手だろう。それをたった一人で倒したとなれば――」

「英雄クラスの腕の持ち主だろうな」

　マルゴの言葉にラギオスがうなずく。

「あるいは、お前に匹敵する戦士かもしれん」

「この私に、か」

　小さくうなるマルゴ。

「しかも、その者は【闇】の気配をまとっているようだ。厄介な相手だぞ」

「【闇】……か」

「魔王様を打ち倒した勇者ユーノの【光】――それに匹敵する力だ」

「ユーノの力に匹敵……まさか、それは」

「ああ、お前たちが生み出したのだろう？　勇者の【光】を生み出す代償として」

　マルゴの問いに巨竜は、ふしゅうっ、と灼熱の息を吐き出した。

　二年前のあの日のことを思い出す。





「ユーノを【光】の力で強化する」

　クロムをのぞく勇者パーティ一同での話し合いで、賢者ヴァレリーが切り出した。

「このままでは他の勇者パーティたちに後れを取るばかりだからな」

「【光】の力で強化……？」

「先日の古代遺跡での戦いで、私はとある魔導書を発見した。そこに書かれていたのだ、禁呪法が」

　マルゴの問いに答えるヴァレリー。

「『闇の鎖』――その呪法を成功させるためには、誰か一人を生け贄に捧げなければならない」

　その言葉にマルゴは恐怖した。

　自分が生け贄にされるのではないかと思ったのだ。

　だが幸いにして選ばれたのはマルゴではなく、クロムだった。

　彼は恋人を奪われ、仲間たちに見捨てられた絶望の中で【闇】を生んだ。その【闇】は同時に【光】をも生み出し――その力が勇者ユーノに宿った。

【光】の力はすさまじかった。

　魔王軍の幹部フランジュラスを一撃のもとに打ち倒し、その後もユーノは目覚ましい活躍を見せた。

　そして、ついには魔王ヴィルガロドムスをも討ってしまった――。





　魔王を倒したユーノは、たちまち世界を救った勇者として最高の栄誉を手に入れた。

　世界中の吟遊詩人がこぞって彼の英雄譚を歌い、誰もが彼を讃えた。

　マルゴはこの二年で、何度となく思ったものだ。

　――ユーノではなく、私に【光】の力があれば、と。

　彼はルーファス帝国の最上位騎士である。魔王を打ち倒した勇者パーティの一員として、その名声は不動のもの。

　だが、勇者の名声はそれすらもはるかに凌ぐ。

　ルーファス帝国にはユーノが居住しているため、自分の名声もかすんでしまう。

　言ってみれば、勇者のおまけ扱いなのだ。

　マルゴは『英雄騎士』としてではなく『勇者ユーノの仲間の一人』と言われることの方が、圧倒的に多い。

　屈辱だった。嫉妬は、日に日に大きくなるばかりだった。

（私だって英雄なんだ。いや、あんな若造よりも私こそが――）

　マルゴは唇をかみしめた。

　しかも、彼がひそかに思いを寄せていた聖女イリーナも、今や勇者の婚約者である。

　あの清らかな美女を、ユーノが思うままに抱いているのだと思うと、強烈な嫉妬を覚える。

　剣でも、名声でも、女でも――そして若さでも。

　すべてにおいて、自分はユーノに後れを取っている。認めざるを得なかった。

　だが、だからこそ――マルゴはそれ以上の『力』を求めた。

　魔王軍の残党とひそかに連絡を取り、目の前の魔族――魔王十三幹部の生き残りであるラギオスと懇意になった。

　そして、『計画』を進め始めた。

（今度こそ、私が唯一絶対の英雄になる）

【光】の勇者ユーノではなく、このマルゴ・ラスケーダが。






第３章　禁呪の探求






★ＳＩＤＥ　ヴァレリー





　ラルヴァ王国とリジュ公国の国境沿い――深い森の奥に、その研究所はあった。

「た、助けてください……どうか許して……」

「ひい、痛い痛い痛い痛いぃぃぃぃぃっ……」

「この人でなしがぁっ！　あんたは人間じゃな……ぎゃあああぁぁぁっ！」

　室内で繰り広げられているのは、阿鼻叫喚の地獄絵図――。

　絶え間ない苦痛、激痛に襲われる被検体たち。絶望の中で、精神崩壊寸前で――いたぶられ続ける者たち。

　すべては、魔導の実験によるものだった。

「いいぞ……お前たちの苦痛と絶望が、私の研究を深めてくれる」

　苦しむ被験体たちを前に、彼は謳うように告げる。

　鋭い目つきに厳格な雰囲気をたたえた、四十絡みの中年男だ。

　身にまとっているのは赤紫色のローブ。手にしているのは、魔法の杖。

　今や世界最高の魔法使いと称えられ、魔王ヴィルガロドムスを討った勇者パーティの参謀役でもある賢者ヴァレリーである。

「魔導とは人の心の闇に踏みこむ術。その闇をより極めるために――」

　ヴァレリーがほくそ笑む。

　彼らの苦痛の表情を見ても、心は痛まなかった。

　何も、感じなかった。

　ヴァレリーはただ観察するだけだ。

　冷静に。冷徹に。

　反応を見極め、貴重なデータを収集していく。その積み重ねは、彼が研究している術式をさらに磨き上げてくれるだろう。

「いいぞ、もっと苦しめ……もっと悲しめ……もっと絶望しろ」

　胸が高鳴る。

　ヴァレリーが探究しているのは、人の負の感情である。

　呪術の基本にして根源たるもの。

　それを自在に操ることができれば、新たな呪術式が完成するはずだった。

「ふふふふふふ……くはははははは！」

　ヴァレリーは愉悦の笑い声を響かせた。

「かつて我が弟子に施した呪術は、当時の私の最高傑作と呼べる術式だった。だが、まだ足りない！　もっと強烈で、凶悪で、極悪で、そして最強の術式がどこかに存在するはずだ。そう神や魔王に比肩するほどの力を得られる術式が」

　二年前に実践した禁呪法『闇の鎖』を超えるかもしれない、究極の術式が。

　それが完成したとき――ヴァレリーは人を超え、魔王すら超えた力を手にできるかもしれない。

　古来、いかなる魔法使いもたどり着いたことがない領域に、自分が到達するのだ。

　目の前では、三十を超える被検体がそれぞれ断末魔のうめき声をもらしていた。さすがにそろそろ限界なのだろう。

「全員廃棄だな」

　ヴァレリーはため息をついた。

「また活きのいい被検体を新たに探してこなければ」

　近隣の村は、すでにほとんど狩りつくした。いい被検体になりそうな、めぼしい人間はもういないだろう。

　もう少し遠くの町まで行くか――。

　と、考えたとき、

「ヴァレリー様、報告があります」

　数人の男たちが室内に入ってきた。いずれもヴァレリーの護衛だ。

「ぐ、ぐえ……これは……」

　床の上に散乱する死体の群れ――たった今、絶命した被検体たち――を見て、兵はその場で嘔吐した。

「吐くならよそでやれ。実験室を汚すな」

　ヴァレリーが眉根を寄せる。

「し、失礼いたしました……うぶ……ぅ」

　まだ気持ち悪そうな護衛たちを、じろりとにらむ。

「報告とはなんだ」

　ヴァレリーが促した。

「私は研究で忙しい。手短に済ませろ」

「は、はい……実は、被検体の一人が逃げ出したようです」

「何番だ？」

「はっ。３７２番であります」

「３７２というと――例の娘か」

　ふんと鼻を鳴らした。

「すでにめぼしいデータは取ってある。見逃せ」

「追わなくてよいのですか？」

「彼女に施された呪いは強力だ。放っておいても死ぬ――魔物に、殺されるだろう」

　ヴァレリーはすでに報告には興味をなくしていた。

　そんなことより、新たな被験体を探すのだ。

「究極の禁呪の探求――私がそこにたどり着く日は近い……近いぞ……！」

　賢者の口元に歪んだ笑みが浮かんだ。






◆　◆　◆







　人々の前から『聖女』が消えて数日――。

　ラルヴァ国内は大騒ぎになっている。

　世界的に人気のあった聖女イリーナが、忽然と姿を消したのだから当然だろう。

　実際には、彼女は醜い魔獣と化し、魔王軍の残党と今も戦っている。

　だが、人々にそんなことが分かるはずもない。先日のライオット殺害と結びつけて事件を推理する者もいるようだ。

　ただ、俺の下までそいつらがたどり着くのは容易ではないだろう。

　あいつらの所業を知らなければ、俺のことを知るのは難しい。

　この二年で調べたかぎり、俺は公的には魔王軍との戦いで死亡したことになっているらしい。ユーノたちの誰かが国にそう報告したんだろう。

　まあ、その方が俺にとっては都合がいい。

　死んだことになっていた方が、正体を知られずに行動しやすくなるからな。

　あの後、俺とシアは馬を使い、現場から逃走した。凶悪なモンスターが多発する地帯をわざと選び、追われづらいルートを選んだ。

　慎重に足跡を消したこともあり、今のところ追手の気配はない。

　もちろん、油断は禁物だが。

　イリーナの音声オーブについては、まだ公開していなかった。シアに保管させてある。

　これにはユーノたち全員の所業が語られているため、公開のタイミングを見極める必要がある――。





　俺が次に向かうのは、ラルヴァ王国とリジュ公国の国境付近。

　そこには賢者ヴァレリーの研究室があるという話だ。

　ヴァレリー自身は常駐しているわけではないが、研究室内にいることが多いんだとか。

　その日の夜は、森の中を進んでいた。

　うっそうと茂った森林は見通しが悪い。どこからモンスターが現れるかもしれないし、あるいは野盗が襲ってくるかもしれない。

「俺から10
 メートル以上離れるなよ」

　いちおうシアに言っておく。

　彼女には闇のスキル【切断】と【加速】を付与してある。一流の戦士ですら、今のシアに勝つことは困難だろう。

　とはいえ、不意打ちされれば、いかに彼女といえども不覚を取らないとも限らない。

　俺のスキル範囲内という絶対安全圏にいるのが一番いい。

「はい、何があっても離れません」

　シアが俺のローブの袖をつかむ。

　俺の枯れ木のような腕に自分の腕を絡ませるようにして、身を寄せてくる。

　……いや、そこまでくっつかなくてもいいんだが。

　もしかしたら、イリーナと決別した俺が心を痛めているとでも勘違いして、慰めようとしてくれているのか？

「シア、別にそこまでくっつかなくても――」

　彼女に言おうとしたそのとき、

「きゃぁぁぁぁぁぁっ……！」

　ふいに、かすれたような悲鳴が聞こえてきた。

　前方からだ。

「クロム様、あたしが見てきます！」

　シアが叫んだ。

「分かった。だが危険ならすぐに戻れ」

「承知しました」

　告げたシアは、赤い軌跡を残して駆け出した。

　高速移動スキル【加速】だ。





　駆け出したシアを追い、俺は進んだ。

　衰えている足でゆっくりと――それでも全速力だが――進み続ける。

　その歩みは遅々として、思わず苛立ちが湧き上がった。

　俺にも【加速】が使えたらいいんだが……。

　もどかしい思いをしつつも、近づいていく。

　敵との距離は残り40
 メートルほど。すでにシアが大半を打ち倒したらしく、十を超えるモンスターの死骸が折り重なっていた。

　その向こうに、おびえた様子の少女の姿がある。

　どうやら彼女がモンスターに襲われていたようだ。

　……妙だな。

　俺は怪訝に思った。

　たった一人の少女を、これだけの数のモンスターがいっせいに襲うとは。

　いや、今はまずシアに追いつくことが先決だ。

　頭の隅に浮かんだ疑念を振り払い、俺は全力で進んだ。

「残るは、二体――」

　シアが凛と告げ、剣を構え直す。

　彼女の前には、二体のモンスターが並んでいた。

　一体は、身長五メートルほどの巨大な人形型モンスター『フレイムゴーレム』。

　その名の通り、全身を炎に包んだゴーレムで、強固な防御力と炎を活かした遠距離攻撃を得意とする。

　もう一体は、双頭の虎型モンスター『デュアルタイガー』。

　強大な近接格闘能力を備え、二つの頭から放つ風と雷の魔法弾で中距離での戦いもこなす。

　いずれも手ごわそうだ。

　とはいえ、二体ともＨＰは７００から１０００といったところ。俺のスキル効果範囲内に入れば、即死である。

　もしシアが勝てないようなら、【固定ダメージ】で敵を打ち倒す――。

　俺が歩みを進める間に、シアと二体の戦いは始まっていた。

　まず動いたのは双頭の虎だ。

　すさまじい加速力で、一瞬にしてシアに肉薄する。

「【加速】」

　だが、スピード勝負で彼女に敵う者など、そうはいない。

　あっさりとデュアルタイガーの突進を避けたシアは、反転してその背に剣を叩きつける――。

「っ……！」

　いや、その間際、慌てたように跳び下がるシア。

　一瞬前まで彼女が立っていた地点を、火炎弾が焼き尽くした。デュアルタイガーの後方に構えていたフレイムゴーレムが放った攻撃だ。

　があっ！

　跳び下がって体勢が崩れたシアに、デュアルタイガーが追撃をかける。

　モンスターながら、なかなか見事な連携攻撃である。

　――その後も、シアが距離を詰めるとフレイムゴーレムが牽制の火炎を放ち、ひるんだところでデュアルタイガーが仕掛けてきた。

「この……っ！　当たらない……っ！」

　苦戦に苛立ちを隠せない様子のシア。

　フレイムゴーレムが連続で放つ火炎に体勢を崩され、攻撃に移れないのだ。

　そこにデュアルタイガーが襲いかかり、彼女は防戦に追いこまれている。

「……まずいな」

　確かに、彼女のスキルは近接戦闘において絶大な効果を発揮する。

　だが、シア自身は本職の騎士ではない。

　剣の素質はあるし、元騎士団長だった姉から手ほどきを受けていたため、腕は良い。

　ただ――実戦経験が圧倒的に不足している。

　スキルを得た直後のミノタウロス戦や、イリーナの護衛たちとの戦いではスキルだけで押し切れたが、今回のように上手く連携してくる相手だと、苦戦は免れないようだ。

「あたしでは勝てないかも……今のうちに逃げて！」

　シアが背後の少女に叫んだ。

「あ……ああ……」

　だが彼女は腰が抜けているのか、立ち上がれない。

「くっ、あたしが退いたら彼女が――」

　シアの声に焦りがにじむ。

　すでに悟っているのだろう。今の自分では、この二体に勝つのは難しい、と。

　だが、それでもシアは少女を守るために立ち向かおうとしている。

　実戦経験はまだまだでも、魂は本物の騎士のそれだ。

　あるいは、彼女の姉もそうだったのかもしれない。

　弱き者のために、剣を振るう。たとえ己よりも強大な相手であっても、勇気と誇りを持って。

　そんな――真の騎士だったのかもしれない。

「もう少しだけ持ちこたえろ、シア。今、俺が行く――」

　衰えている足に鞭打つ気持ちで、俺は進んだ。

　あと20
 メートル……19
 メートル……。

「きゃあっ……」

　フレイムゴーレムの爆炎に後退するシア。

　あと18
 メートル……17
 メートル……16
 メートル……。

　デュアルタイガーが吐き出した風と雷の魔法弾で、シアはさらに吹き飛ばされる。

「うう……っ」

　地面に叩きつけられ、うずくまったまま起き上がれない。どこか痛めたか、あるいは骨が折れているのかもしれない。

　あと15
 メートル……14
 メートル……。

　倒れたシアにデュアルタイガーが牙をむき出して迫る。

　その後方からフレイムゴーレムが火炎を放つ体勢だ。

　あと13
 メートル……12
 メートル。

　もう少しだ。凌いでくれ、シア――。

「あたしは逃げないから……っ！」

　剣を支えに、シアが立ち上がった。

「目の前で襲われている人がいる以上、この剣で守ってみせる……姉さんみたいに……！」

　今まで以上に闘志を燃え上がらせ、剣を構える。

　デュアルタイガーが雷と風の魔法弾を、フレイムゴーレムが火炎を、それぞれ放つ。

　前方と左右――三方向から迫る魔法攻撃に、シアの逃げ場はない。

　――否。

「そうか、最初から逃げる必要なんてない……！」

　シアは何かに気づいたような表情で剣を掲げた。

「【切断】――」

　スキルを発動し、剣を振り下ろす。

　本来なら単なる鋼鉄の剣では斬れないはずの魔法攻撃が、すべて両断された。

【闇】のスキル【切断】。

　その効果はあらゆるものを切り裂く。

　物質だけではなく、魔法さえも――。

　二体のモンスターは戸惑ったように動きを止めた。

　それは、一瞬のことだった。

　だが、それが千金の価値を生む。

　俺はその一瞬の間に、最後の距離を詰めることができた。

「待たせたな、シア」

　刹那、【固定ダメージ】が二体を捉える。

「ぎぃぃぃおおぉおおおおぉぉぉぉぉおっ……！」

　すさまじい絶叫を上げ、炎のゴーレムと双頭の虎は同時に倒れた。

　その体が無数の黒い粒子となり、吹き散り、消滅する。

　間に合ったか――。

　俺は、シアを守れたことに安堵した。

　そして、シアが命がけで守ろうとした少女も――ともに守れたことに。





「大丈夫か、シア」

　俺はシアに声をかけた。

　モンスターの魔法攻撃の余波で、鎧のあちこちに焼け焦げがある。左手からは血が滴っていた。

「少し手傷を負いましたが平気です。助かりました、クロム様」

「お前が無事でよかった」

　言って、俺はシアの背後でおびえる少女に視線を移す。

　年齢はシアと同じ十代後半くらいだろうか。

　青い髪を肩のところで切りそろえ、つぶらな瞳が可憐な印象を与える。

　身に着けているのは白と紺のエプロンドレスに、白いカチューシャ。

　貴族の屋敷で見かけるような、メイド服姿だ。
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「駄目、私に近づかないで……」

　彼女は青ざめた顔で後ずさった。

「どうした？」

　たずねるが、メイド少女はふるふると首を左右に振るばかり。

「怖がられてるんじゃないでしょうか？」

　シアが言った。

　なぜか俺を軽くジト目で見て、

「クロム様って怪しいオーラ全開ですし」

「そうか？」

「まるっきり悪役っぽい雰囲気です」

　まあ【闇】の力を持ってるし、そんな雰囲気が出ていても不思議じゃない。

　とはいえ、

「……ときどきサラッと失礼なことを言うよな、お前」

「失礼しました」

　言いつつ、悪戯っぽく微笑むシア。

　最近の彼女は、たまにこういう表情を浮かべることがある。

　十七歳という年齢相応の、少女らしい笑顔。

　姉の仇であるライオットが死んで、多少の時間が経ったから、シアの内面にも変化が起こりつつあるのかもしれない。

　気持ちが上向きになり始めているのかもしれない。

　もちろん、悲しみや怒りが癒えるにはまだまだかかるだろう。

　あるいは、そんな日は永遠に来ないかもしれない。

　それでも――シアの変化は、前向きに進んでいこうという彼女なりの意志だと感じた。

　俺も全員に復讐を終えたら、こんなふうに笑える日が来るんだろうか。

「い、いえ、あの、その、怖いというわけじゃ……まあ、そちらの男性はちょっと怖い雰囲気ですけど。怪しいオーラが出てますし」

　初対面の少女にまで言われてしまった。

「ほら、言ったじゃないですか」

　なぜか得意げに胸を張るシア。

「勝ち誇りすぎだ」

「ふふ」

　シアが微笑む。

「私と一緒にいると不幸になるので」

　少女が俺たちを見て、悲しげな吐息をもらした。

「何？」

「私は――魔を呼び寄せてしまうんです」





『闇の香気』

　その術式により対象に刻まれた紋章は、魔を誘引する香気を発するのだという。

　ユリン・エルネスと名乗った彼女は、近隣の村の住人ということだ。

　数週間前、とある魔導師の手勢にユリンは誘拐された。そして、そいつの研究所で実験素体として扱われ、前述の紋章を刻まれたんだとか。

　なんとか隙を見て脱出したのだが、香気は夜になると強まるため、先ほどのような強力なモンスターを引き寄せてしまったそうだ。

　今までにも、野外での実験に無理やり連れ出され、無関係な人間が何人も犠牲になったという。

　自分にそんな呪式がかけられている状態で、一人で外に出るなんて自殺行為だ。

「お前――もしかしたら、魔物に襲われて死ぬことを望んでいたんじゃないのか？」

　罪の、意識で。

「私、怖くて……」

　俺の問いに、ユリンは肯定も否定もしなかった。

「私……」

　それ以上は言葉にならないのか、つぶらな瞳から大粒の涙がこぼれ落ちる。

　後から、後から。

「自分にかけられた呪いも。巻きこんで、死なせてしまった人たちのことも。恐ろしい術を施しても平然としている、あの魔導師も……全部、怖くて……ああ」

「『あの魔導師』……か」

　まあ、十中八九、『奴』だろう。

「お前と一緒にいると不幸になる、というのは、つまり魔物を引き付けてしまうからか」

「はい。ですから、私から離れてください」

「俺のスキルは近づいた敵はすべて殲滅する。心配するな」

　ユリンに説明する俺。

「お前だって今のを見ただろう。魔物が一瞬で消し飛ぶところを」

「で、ですが……」

　彼女はまだ不安げだった。

「安心して、ユリンちゃん。あたしもこの方に何度も助けられてるから。クロム様の力は本物よ」

　シアが口添えする。

　同性の、同じ年ごろの彼女の言葉が安心感を呼んだのか、ユリンの表情が和らいだ。

「あ、申し遅れました……先ほどは助けていただきありがとうございました」

　深々と頭を下げるユリン。

「で、お前にその呪術を施した『あの魔導師』というのは、誰だ」

　俺は核心へと踏みこんだ。

　予想はついていたが、ユリンの口から直接聞いて確認したかった。

「っ……！」

　ユリンの表情がひきつる。

「い、いえ、それは――」

「言えば殺される、か？」

「……はい」

「だが、どのみちお前は今のままなら死ぬ。遠からず、魔物に襲われて」

　ユリンがゴクリと息を飲むのが分かった。

「今のままならお前に未来はない。生き延びる方法があるとすれば、まず俺に事情を話し、加護を求めること。そして原因を抜本的に取り除くために――」

　俺はユリンを見据えた。

　正面から。

「戦うこと、だ」

　沈黙が流れる。

　やがて、ユリンは決心したように大きく息を吐き出した。

「私に術式を施したのは……その、勇者パーティの一員である賢者ヴァレリー様です」

　そう、告白する。

「やはり、奴か」

　ヴァレリーがこの辺りに研究施設を持っていることは調べがついていた。

　それに、ユリンに施した呪術はいかにも奴が考えそうなことだ。

　人を人とも思わない。自分が魔術を探求するために利用できるものはすべて利用する。

　他者など、単なる道具。

　それがヴァレリーの人間観だろう。

　おそろしくシンプルだ。

　だが、シンプルゆえに――割り切っているがゆえに、奴は強く、そして恐ろしい。

「俺たちはヴァレリーの下へ向かっている。お前も来るか、ユリン？」

「えっ」

「お前は奴の研究所にいたんだろう？　なら、道案内を頼めると助かる」

　俺はユリンに言った。

「奴のところに行けば、術式を解除する方法が分かるかもしれない。お前にとってもメリットがある話だと思う。身の安全は俺とシアが保証しよう」

「任せて。あたしがユリンちゃんを守ってみせるから」

　シアがにっこりと微笑む。

「研究所に……」

　ユリンは思案顔でうつむいた。

　せっかく逃げ出した場所にもう一度戻る、というのは勇気がいるだろう。

　もしも、拒否されたらされたときのこと。

　ただ、ヴァレリーの研究所には魔導罠の類も仕掛けられているだろうから、道案内がいると助かるのは事実だ。

「――私、元の体に戻れるんでしょうか？」

　ユリンが顔を上げた。

「可能性はある。だが、絶対じゃない」

　俺は小さく首を振る。

　なぜ俺はユリンにこんな提案をしたんだろう。

　ふと自問する。

　もしかしたら俺は――彼女を自分と重ね合わせているんだろうか。

　シアのときと同じように。

　俺と同じく『復讐』という目的で戦っていたシア。

　自分の意思に反し、呪いの術式をかけられたユリン。

　俺の境遇と重なるところがあるのは、シアもユリンも同じだ。

　だから、心の片隅に芽生えたのかもしれない。できることなら彼女を助けたい、という思いが。

「今のままなら……私は二度と元の生活には戻れませんね」

　ユリンがぽつりとつぶやいた。

「私、もう一度家族に会いたいです。友だちに会いたいです。村のみんなに……会いたいです……」

　その言葉は、途中から嗚咽に変わる。

「可能性に賭けてみるか、ユリン？」

　俺は彼女に問いかけた。

「俺たちとともに研究所に行き、呪いを解けるかもしれない可能性に」

　ユリンが顔を上げ、俺を見つめる。

　涙に濡れた瞳で、まっすぐに。

「――お願いします」

　決断の言葉に、もう嗚咽は混じっていなかった。





「夜になると魔物を呼び寄せる――ということは、奴のところにたどり着くまで野宿したほうがいいな」

　俺はシアとユリンに言った。

　町中で宿泊すると、呼び寄せた魔物が町を襲う危険性がある。

「大丈夫。あたしも一緒にいるから危なくないよ、ユリンちゃん」

　シアがユリンの手をギュッと握った。

「俺のスキルがあれば十メートル以内の敵は全滅だ。シアの助けが必要になる場面はないぞ」

「敵襲に関しては心配してませんけど、その……」

　ちらっと俺を見るシア。

　なぜかジト目だ。

「クロムさんは男性ですから」

「……まさか、俺がユリンによからぬことをしようとしている、なんて言うつもりじゃないだろうな」

「だって、ユリンちゃん可愛いじゃないですか」

「そ、そんな、私なんて……シアさんの方がずっと美人です」

「可愛いってば。自信持ちなよ、ユリンちゃん。メイド服もよく似合ってるし」

「あ、この服装は趣味なんです……えへへ」

　照れ笑いするユリン。

「でも、そんな可愛いユリンちゃんだから、多くの男の欲望にさらされる危険性は見過ごせないのよ」

　いきなり真顔になるシア。

「いい？　あたしの姉さんはことあるごとに言ってたの。『男はみんなケダモノ』『男はみんな性欲魔人』って。ユリンちゃんも気をつけなきゃだめだよ」

「男はケダモノ……性欲魔人……」

　シアの言葉を繰り返すユリン。

　それは偏った男性観だと思うが――。

「ということは、クロムさんは私の体をご所望だったのですか……!?
 」

　ユリンがハッとした顔で俺を見た。

「いや待て。話が妙な方向に進んでいる」

　どうにも、調子が狂う。





　夜が、深まっていく。

　俺たちは三人で並んで寝ていた。

　俺が真ん中で右隣がシア、左隣がユリンという並びである。

「どうした、眠れないのか？」

　小声でユリンに問いかける。

　ちなみに、シアの方は静かな寝息を立てていた。

　気配からして、ユリンは目を覚ましたままのようだ。気持ちが高ぶって眠れないんだろう。

「その……研究所を逃げ出してから数日間、ずっと魔物におびえながら夜を過ごしてきたので」

　ユリンも小声で答える。

「俺が側にいるから安心しろ。どんな魔物でも、近づく前に死ぬ」

　答える俺。

「俺の側にいるかぎり安全だ」

「……クロムさんは、ヴァレリーを倒しに行くのですか」

　ユリンが上体を起こした。

　暗がりの中で、俺を見つめる気配がする。

「お前にとっても恨みのある相手だな。だが、奴は俺の復讐対象だ。悪いが譲るつもりはない」

「い、いえ、そんなつもりは。私は復讐ということは考えてません」

　ユリンが首を振ったようだ。

「もしかして、クロムさんもヴァレリーの実験を受けたのですか？」

「そんなところだ。おかげで死にかけたし、魔力もすべて失った」

　俺は説明した。

　あの呪術の目的は勇者ユーノを強化することだった。

　だが、ヴァレリーにとっては実験も兼ねていたんだろう。

「俺のスキルはその副産物だ」

「すみません。詮索したみたいになってしまって……」

「いや、いい。とにかく今日からは安心して眠れ。お前の体に施された呪術を解除できるかどうかは分からないが、可能性はある。まずは奴の下へ行き、手立てを探すんだ」

「……ありがとうございます。お優しくしていただいて」

　ユリンは微笑んだようだった。

「俺が――優しい？」

　違う、今の俺は復讐のことしか考えていない。

　ユリンを助けたのは、確かに襲われている人間を見過ごせない気持ちはあったが、研究所の案内を頼めるという利を取ったまで。

　その、はずだ。

「俺は……」

　つぶやいたところで、寝息が聞こえてきた。

　今度こそ、ユリンは眠ったようだ。

　きっと疲れがたまっていたに違いない。あっという間の入眠だった。

　……俺も、しばらく眠ろう。

　ヴァレリーへの復讐――その英気を養うとするか。





　明け方になり、目が覚めた。

　空はまだ暗い。日の出までもう少し、といったところか。

「……クロム様」

　シアもすでに起きていたらしい。

　ユリンの方はまだ眠っている。

「なんだ？」

「少しお話が」

　と、シア。

「ユリンちゃんからあまり離れるわけにはいきませんが、もう少しだけ」

「ああ」

　俺たちはユリンから数メートル離れた場所へ移動した。

「うっ……」

　バランスを崩して倒れそうになる俺。

　旅の中で、思ったよりも足に疲労がたまっているようだ。

「クロム様」

　横からシアが支えてくれた。抱き合うような格好になる。

　間近に、彼女の顔があった。

「あ……も、申し訳ありません」

　顔を赤らめるシア。

　なぜか俺から離れようとせず、抱きしめたままだ。

「悪いな。思った以上に疲労していたらしい」

「いえ、クロム様はお体が弱っていますし、あたしが支えられるなら――支えたいです」

　俺を見つめるシア。

　その頬はまだ上気したままだ。

「で、話とはなんだ？」

　俺は本題に戻した。

「……その、昨晩は気づかなかったんですが、今朝になってちょっと思ったことがありまして……」

　シアは、数メートル向こうで眠っているユリンをチラリと見て、口ごもった。

「罠の可能性、か？」

　たずねる俺。

　シアは小さくうなずき、

「ユリンちゃんが悪い娘にはとても見えません。ですが、ヴァレリーに利用されて、彼女自身は無自覚なまま、なんらかの罠を仕込まれている……という可能性はないでしょうか？」

　ヴァレリーの性格からして、ありそうなことだ。

　だが、それは奴が俺のことに気づいていれば、という前提条件がつく。

「クロム様に呪術を施したのはヴァレリーです。もしかしたら、クロム様が生きていることや、【闇】の力を手にしていることも察知しているのでは？」

「あり得なくはないな」

　うなずく俺。

「まして、俺はすでにライオットとイリーナに復讐を果たしている。その事実も合わせて、俺の生存やスキルのことをある程度推理していてもおかしくはない」

　特に、勇者パーティ内で【光】や【闇】にもっとも詳しい知識を持っていた奴ならなおさらだ。

「あるいは、クロム様に対抗する手段を用意しているかもしれません」

　と、シア。

「【固定ダメージ】のスキルには３秒という間隔があります。万が一、仕留められないような相手がいれば、あたしが全力でお守りします」

「……そのときは頼む」

　９９９９ダメージを与えて即死しない敵など、そうはいないだろう。

　だが、絶対ではない。

　シアという白兵能力に優れた騎士が側にいてくれるのは、心強かった。

「もちろんです。あたしはあなたの【従属者】。クロム様の――騎士ですから」

　宣言するシア。

　その胸元が、ふいにまばゆい光を発した。

「これは――」

　驚いたように服の胸元を広げるシア。

　意外なほど豊かな胸の谷間に、黒紫に輝く紋様が浮かび上がる。

　ハートを意匠化したような紋章。【従属者】の証だ。

　その紋章が――黒紫から、真紅へと変わっていく。

「お前にも、その紋章があったんだな」

　おそらく彼女を【従属者】にした際に刻まれたんだろう。服や鎧が邪魔をして、そのときは見えなかったが――。

　イリーナを【従属者】にしたときは、紋様が浮かんだ場所は額だった。

　相手によって場所が変わるのか、それとも別の意味があるのか。

　しかも、紋章の色が変化している。

　黒紫から、真紅へと。

　イリーナの紋章は最後まで黒紫のままだったから、その違いにも何か意味があるのかもしれない。

　……あいつに聞いてみるか。

「シアの紋章の色が変わったんだが、どういうことだ？」

【闇】に呼びかけてみる。

　返事は――なかった。

「答えろ、【闇】」

　さらに数度呼ぶ。

　心の中でも呼んでみるが、やはり返答はない。

「……気まぐれな奴だ」

　仕方ない、次に会えたときに聞いておくか。

　しばらくして、紋様の輝きは収まった。

「あ……や、やだ、クロム様、見ないでください……！」

　シアはいきなり顔を真っ赤にして胸元を隠した。

「……お前が胸を開けたんじゃないか」

「そ、そうでした。いえ、その、申し訳ありません」

　シアはまだ動揺しているのか、目が泳いでいた。

「その紋章は以前からあったのか？」

「はい、クロム様の【従属者】になったときに」

　俺の問いにうなずくシア。

「たまに、今みたいに光りますけど、普段は見えないみたいです」

「なるほど」

　だから気づかなかったんだな。

「……胸、見てましたよね？」

　シアがいきなりジト目になった。

「今のはどうやったって視界に入るだろう」

「もしかして、あたしに邪な欲望とか抱きました？」

「お前って、ときどき失礼なことをサラッと言うよな」

　と、

「ん……」

　背後でユリンの声がした。

「ふあ……」

　可愛らしいあくびが聞こえる。

「悪い。起こしたか？」

「いえ、少し前から起きていましたので。お二人のじゃれ合いが微笑ましくて、つい聞き入ってしまいました」

　ユリンが言いながら、気まずそうに視線を逸らす。

「あ、私はお邪魔だったでしょうか？　もう少し寝たフリをしていたほうがよかったですね……やっぱりお二人はそういう関係なのでしょう？」

　……ん？

「えっ、あ、ち、違うよ、ユリンちゃんっ。今のは違うからっ」

　シアが慌てたように両手を振った。

　ふたたび顔を赤らめ、俺の方をチラリと見て、

「それは、まあ、クロム様のことは……まあ、意識してないっていうと嘘になるけど、まあ……」

「ふふ、乙女モードですね、シアさん」

「や、やだな、ユリンちゃん」

　微笑むユリンと、あたふたするシア。

　また妙な空気になってるぞ。

「とにかく、だ」

　俺はそんな空気を振り払うべく、こほん、と咳払いを一つした。

「奴の研究所に向かうぞ――」






◆　◆　◆







★ＳＩＤＥ　マイカ





　数々の魔法実験装置に囲まれた、研究所の一室。

　そこで七人の少年が雑談していた。

「最近、ヴァレリー様によく『指名』されるそうだな」

「そ、そんなことないよ」

　問われて、マイカは慌てて両手を振る。

「僕もみんなと同じくらいだから……」

　言いつつ、昨晩のヴァレリーとのひと時を思い出して熱いため息をもらした。

　マイカは薄桃色の髪を肩のところで切りそろえた、中性的な美貌の少年だ。賢者ヴァレリーの七人の愛弟子の一人である。

「同じくらい？　寝所に呼ばれる回数はお前が一番多いだろ」

「それも突出して、ね」

「ちっ、師匠のお気に入りナンバーワンの余裕かよ」

　嫉妬と羨望のまなざしが突き刺さるようだ。

　マイカはなんとか受け流しつつ、六人の少年を見回した。

　いずれも自分とタイプこそ違えど、たぐいまれな美貌の持ち主で、しなやかな細身の体つきをしていた。

　男色家である師匠の趣味が色濃く出ているのが分かる。

　全員がヴァレリーの愛人であり、マイカも指名されるたびに師匠とめくるめく一夜を過ごす。

　魔王を討った勇者パーティの一員であり、世界最高の魔法使いと称されるヴァレリーは、弟子にとって神にも等しき存在だ。

　夜の相手を誘われ、断れるはずもなかった。

　また、ヴァレリーの
寵
 ちよう
 愛
 あい

 をより強く受けることで、自分だけが特別に魔法の秘奥義を授けてもらえるかもしれない、という打算も当然あった。

　もっとも、それは他の弟子たちも同じだろう。

　魔法の力だけでなく、男色家のヴァレリーの寵愛を誰が勝ち取るか……という点でも、彼らは競っているのだ。

　すべては――ヴァレリーの跡を継ぎ、いずれ世界一の魔法使いの栄誉を手にするために。

「そういえば、被験体の女が一人逃げたってよ」

「あのメイド服の可愛い子か」

　弟子たちの話題が変わった。

　マイカは内心でホッと安堵する。

「くそ、いずれ味見してやろうと思ってたのによ」

「よせよせ。魔法の儀式の中には、処女を条件にするものもあるしな。勝手に犯したりしたら、後で絶対罰を受けるぞ」

「分かってるけどよ。あんな可愛い子に指一本触れられないなんて生殺しだろ？」

「まあ、実験体としての役目が終われば、俺たちに回ってくることもあるさ」

「回ってきたときには、身も心もぶっ壊れた状態ってパターンが多すぎるんだよなぁ」

　少年たちが談笑する。ヴァレリーと関係を持っているとはいえ、彼らの欲望の対象はもっぱら女である。

　中には、男女ともに相手にする両刀使いもいるが――。

「ん？」

　マイカは警報用の魔導装置を見て、わずかに眉根を寄せた。

「どうした、マイカ」

「あれを――」

　ランプが赤く点灯している。

「この研究所に近づく者がいる――」






◆　◆　◆







　数百メートル前方に、黒塗りの巨大な館がそびえている。

　ラルヴァ王国とリジュ公国の国境地帯にある、ヴァレリーの魔導研究所――。

　深い森の奥まで進み、俺たちはようやくたどり着いた。

　ここに来るのは初めてだが、奴の弟子だったころ、研究所の話だけは聞いたことがあった。

　ヴァレリーの魔法研究の成果を狙い、他の魔法使いたちの侵入が後を絶たないのだという。

　そのため、扉や壁、さらに所内にも防護魔法が何重にもかけられているそうだ。

「行くぞ」

　俺はシアとユリンに呼びかけた。

　まっすぐに進む。

　確か、あの正門は侵入者が30
 メートル内に近づくと雷撃魔法を放つんだったな。

　……などと記憶を探っていると、眼前が青白い輝きに覆われた。

　おそらくは、上級魔法の『サンダーブラスト』並の威力だろう。

　周囲の地面が爆発し、焼け焦げる。

　さらに二発、三発――。

　容赦なく降り注ぐ稲妻の雨の中、俺たちは平然と進んだ。

　俺の周囲10
 メートル内に触れた稲妻は、すべて消滅している。【固定ダメージ】は俺への攻撃自体にも９９９９ダメージを与えるからな。『サンダーブラスト』といえども、消滅を免れない。

　10
 メートル以上離れた場所に着弾した稲妻が爆光をまき散らすが、無視して前進する。

　やがて鉄扉の前までたどり着いた。

　この扉を【固定ダメージ】で破壊することはできない。あくまでも俺に敵対する生物か、俺に対する攻撃でなければ、ダメージ対象にならないからだ。

　こういった単なる扉や壁などには【固定ダメージ】を与えられない――。

「シア、頼めるか」

「はい、クロム様」

　恭しくうなずいたシアが剣を抜く。

　その刀身が黒い輝きに覆われた。

　俺が彼女に付与した【闇】のスキル【切断】の輝きだ。

　シアが振り下ろした剣は、厚さ一メートルはある鉄扉をバターのように切り裂いた。

　俺たちは労せずして進んだ。

　門を抜けると、入口まで50
 メートルほどの通路が延びている。その左右には、魔獣の像が並んでいた。

「いかにも、って感じだな」

　むおおおおおん。

　響く、咆哮。

　石像群がいっせいに身を揺らし、本物の魔獣となって俺たちに向かってきた。

　警備兵代わりの
石像魔獣
 ガーゴイル

 たちだ。

　ぎいいいおおおああああっ。

　次の瞬間、奴らは絶叫を上げた。

　俺のスキル効果範囲内に入った魔獣はすべて９９９９ダメージを受け、砕け散った。

　後に残されたのは、無数の
瓦
 が
 礫
 れき

 のみ。

「中に入るぞ」

　俺はまっすぐに進みながら、向かってくるガーゴイルをすべて瓦礫に変えた。

　入口にも侵入者撃退用の魔法が仕込まれた扉があったが、これも正門と同じ要領でクリア。俺たちは建物の中に入った。





　研究所内は、あちこちに魔法の罠が仕掛けられていた。

　特定の場所を通った瞬間に攻撃魔法が降り注ぐ。あるいは壁の一部が割れて、そこから警備兵代わりのモンスターが現れる。

　だが、どれだけ強力な魔法を受けようと、モンスターが立ちはだかろうと、俺には関係ない。

　魔法の類は全部消し飛ばせる。

　モンスターも、魔王や側近クラスでもないかぎり、射程内に入れば瞬殺だ。

　俺は【固定ダメージ】ですべての攻撃魔法とモンスターを出会い頭に消滅させつつ、シアやユリンとともに進んだ。

　目指す先は、研究所の最奥。

　そこにヴァレリーの専用研究室があるという。

　現在、奴には七人の弟子がおり、彼らとともにこの研究所で様々な魔法の研究や実験を行っているそうだ。

　……非道な人体実験の数々を。

　実験の犠牲になった者、体や精神に重大な後遺症を負った者、化け物に改造された者、それらによる激痛、悲嘆、怨念、絶望――。

　聞いただけで胸が悪くなるような話の数々だ。

　俺に『闇の鎖』の呪術を施したのも、別にヴァレリーにとってはどうということはないのだろう。

　さして感慨もないのだろう。

　そう確信できるだけの、非道の数々。

「――待ってろよ、ヴァレリー」

　俺は奥歯を噛みしめながら、歩み続ける。奴の呪術によって衰えた足に鞭打つように、前へ、また前へ。

「お前に報いを受けさせてやる……！」

　警護兵代わりのモンスターを【固定ダメージ】で消し飛ばし、壁をシアの【切断】で切り裂き、最短距離で進む。

「やっぱり、すごいですね……！」

　ユリンは俺とシアを頼もしげに見ていた。

「引き続き、道案内を頼む。俺の目的はヴァレリーへの復讐だが、お前は自分にかけられた呪法を解除したいはずだ。まず解除方法から探ろう」

　と、俺。

「おのれ、侵入者め！」

「ここが賢者ヴァレリーの研究所と知ってのことか！」

　通路の前方から、二人の魔法使いが現れた。

　距離は20
 メートルほどだ。

「あいつらは？」

「ヴァレリーの……弟子たちです。私たち被験体を主に管理していました……」

　ユリンの声が震えている。

「被験体を人間扱いせず、まるで道具のように壊して、殺して……恐ろしい人たちです」

　青ざめた顔だ。

「大丈夫だよ、ユリンちゃん」

　シアが彼女を抱きしめた。

「あたしたちがあなたを守る」

「さては師匠の研究成果を奪いに来たな！」

　ヴァレリーの弟子たちが叫んだ。

「そうはさせるか！　愛しい師匠のために――今ここでお前を討つ」

「当然だ！　ヴァレリー師匠への愛の証として！」

　うっとりと頬を染めつつ、二人の美少年魔法使いが俺に杖を向ける。

　……そういえば、ヴァレリーには男色趣味があると噂で聞いたな。

　勇者パーティにいたころ、俺に対して食指を伸ばしてこなかったのは、単に俺が奴の好みではなかったんだろうか。

「『ファイアブラスト』！」

「『ウィンドブラスト』！」

　二人は炎と風の上級魔法をそれぞれ撃ってきた。

　しかも、無詠唱だ。

　――やるな。

　魔法使いとしての実力は、勇者パーティにいたころの俺より上だろう。

　おそらくは大国の宮廷魔術師クラス。さすがはヴァレリーの弟子だけのことはある。

「だが――」

　猛々しい炎も、渦巻く風も。

　俺から10
 メートルの距離に到達した瞬間、無数の光の粒子となって消滅した。

「なっ!?
 」

　二人の少年魔法使いは、同時に驚愕の声を上げた。

　俺はシア、ユリンとともに歩みを進める。

「く、くそ、こいつっ……！」

「どうして、俺たちの魔法が――」

　彼らは次々に攻撃魔法を撃ってくるが、【固定ダメージ】による迎撃を突破することはできない。

　残り15
 メートル。

「一つ問いたい」

　俺はいったん歩みを止めた。

「研究所の被験者に何をしてきた？　その人たちに何を思う？」

「は？」

　二人は同時に眉根を寄せた。

「ただの実験材料に思い入れなどあるわけがなかろう」

「むしろ我らの魔法研究の
礎
 いしずえ

 となれるのだ。彼らも誇りに思っているはず」

「我らに感謝してほしいくらいだ！」

　二人は笑いながら、さらに魔法を撃つ。

「……なるほど」

　理解した。

　性根まで師匠のヴァレリーによく似ている、と。

　俺はふたたび進み始めた。

　今度は歩みを止めることなく――その必要性も感じず、進み続けた。

　13
 メートル……12
 メートル……11
 メートル……。

「な、なぜだ……なぜ、俺たちの魔法が……ぎゃあっ!?
 」

　二人のうち、前に出ていた一人がまず血しぶきを上げる。苦鳴とともに、無数の粒子と化して消滅した。

「ヴァレリーはどこだ」

　俺は残った一人を見据える。

　そいつとの距離は12
 メートルほど。

　あと少し近づけば、こいつは死ぬ。

「答えろ」

「う、うう……」

　彼は蒼白な顔で立ち尽くしていた。

　まるで蛇ににらまれたカエルだ。

　己の魔法に絶対の自信を持っていたんだろう。それをあっさり封殺され、仲間を殺され、戦意喪失したか。

　このまま彼がヴァレリーの居場所を吐いてくれれば、楽なんだが――。






◆　◆　◆







★ＳＩＤＥ　マイカ





「そ、そんな馬鹿な……あっけなさすぎる……」

　魔導映像装置に映し出された戦いを見て、マイカたちは呆然としていた。

「マシュー……」

　侵入者の迎撃に向かった二人のうち、一人があっさりと消されたのだ。

　フードとマント姿の、謎の男によって。

　あれは――魔法だろうか？

　だが、魔力の発動は記録されていない。

　そもそも上級魔法を――それも属性の違う二つの魔法攻撃を、瞬時に消滅させる呪文など聞いたこともない。

　あの男が何をしたのか。攻撃魔法や、マシューが消滅したのは、いかなる術をもってしてのことなのか。

　理解不能の出来事に、マイカはただ青ざめていた。

　他の四人もそれは同じだ。

「どうした？　なんの騒ぎだ」

　室内に一人の男が入ってきた。

　年齢は四十絡み。青みがかった黒髪を長く伸ばした、秀麗な男だ。

　賢者ヴァレリー。

　世界一と称される魔法使いにして、マイカたちが敬愛する師匠だった。

「師匠……！」

　マイカは頬を熱くする。

　昨晩、彼の寝所に呼ばれ、朝まで抱かれた記憶が鮮やかによみがえった。

　可憐な少女さながらに、はにかんだ笑みをヴァレリーに向けるマイカ。

　そんな彼にヴァレリーは軽くうなずき、

「侵入者か？　弟子たちが殺された、と言っていたが……」

「は、はい。マシューとミゲルが迎撃に向かいましたが、マシューは謎の攻撃によって消滅。ミゲルも追いつめられているようです」

　マイカが答える。

「……ふむ。マシューは火炎系、ミゲルは雷撃系の優れた使い手だ。二人とも宮廷魔術師クラスの実力はあるはずなのだが」

　ヴァレリーはうなり、映像に視線を向ける。

「この気配は……！」

　その瞳が大きく見開かれた。

「【闇】の力か？　だが人が【闇】を行使するなど、この私でさえたどり着いていない領域だぞ……！」

　ヴァレリーの瞳が見開かれる。

　初めて目にする姿だった。

　常に泰然としている師匠が、これほど驚きをあらわにするのは。

「ただ【闇】を呼び出すのと、その力を使いこなすのは、まったく次元が異なる領域――何者だ、こいつは」

　うなるヴァレリー。やがて、ハッとしたような顔で、

「まさか、あいつか……!?
 　いや、しかしあいつが生きているはずが……」

　と、

「師匠、ここはぜひ私に！」

「いえ、私にやらせてください！」

　他の弟子たちが名乗りを上げた。

　ここでヴァレリーにいいところを見せようという算段か。目下、もっとも師匠の寵愛を受けているマイカに対抗する意図もあるのかもしれない。

「……ふむ。ならば、お前たち全員で行け」

　ヴァレリーが顎をしゃくった。

「この侵入者はただ者ではない。だが、お前たちはいずれもマシューやミゲルと同じく宮廷魔術師級の力を身に付けている。全員で連携すれば、勝てぬ相手ではあるまい」

　言いながら、彼の瞳に浮かぶ光は異様に冷たい。

　――まさか。

　マイカはふと思った。直感だった。

　ヴァレリーは自分たち弟子を謎の侵入者にぶつけ、その能力を見定めるつもりなのではないだろうか。

　手ごわしと見て、自分たちを捨て駒にするつもりではないのだろうか。

（いや、そんなはずはない。昨日だって、僕のことをあんなに愛してくださったもの。ヴァレリー様が、僕らを見捨てるはずがない……）

　自分自身に必死で言い聞かせながら、マイカはヴァレリーの瞳の冷たさがどうしても気になっていた――。






◆　◆　◆







「ひ、ひいいいい、殺さないで！　殺さないでぇぇぇぇぇぇっ！」

　少年はその場にへたり込んだ。

　ガタガタと震えながら、俺を見上げている。

「なら、奴の居場所を教えろ。それと――」

　俺はユリンを指し示した。

「こいつに施された呪術の解除方法もな」

「被験体３７２号……!?
 」

　つぶやく少年。

「『闇の香気』の呪術を施されているようだ。解く方法はないか？」

　先にこっちから聞くことにした。

「ぼ、僕は知らない……知りません」

　少年が震えたまま、首を左右に振った。

「言う気はない、か」

　俺は軽い脅し代わりにため息をついた。

「ほ、本当に知らないんです！　信じてください！　お願いです、殺さないでくださいぃぃぃぃっ！」

　少年は目に涙をためて訴えかけた。

　この様子だと、どうやら本当に知らないらしい。

「ただ……呪術の研究成果に関してはヴァレリー様がすべて管理しておられるので、それを見ればあるいは……」

「その記録オーブはどこにある？」

　通常、魔法研究の成果は高密度の情報を記録できるオーブに保存する。

　たぶんヴァレリーもそうしているだろう。

「っ……！」

　少年の顔が蒼白になった。

　魔法の研究成果というのは、魔法使いにとって最高機密に等しい。まして世界一の魔法使いであるヴァレリーのそれは、計り知れない価値を持つ。

　おいそれと保管場所を話せるはずもない。

「言え」

　俺は半歩踏み出した。

　もう少し近づくだけで、こいつは消滅する。

「は、はい……」

　少年はごくりと喉を鳴らし、うなずいた。

「研究所の最下層です。中央階段を下りて、奥に向かって二つ目の部屋――僕らが『賢者区画』と呼んでいる場所にあります」

　じゃあ、ユリンの呪術を解除する方法はそこへ行って探すとするか。

「よし、最初の質問に戻るぞ」

　俺は顎をしゃくった。

「奴の居場所を吐け」

「ヴァレリー様は儀式魔法の最中です……新たな術式の研究で……」

　と、少年。

「相変わらず、生け贄を必要とするような趣味の悪い呪術でも研究しているのか？」

「は、はい、近隣の処女七人の心臓と、童貞十人の生殖器を供物に……」

　……ちっ、聞く必要もない情報だったな。

「儀式魔法を行っているのはどこだ？」

「地下最下層……先ほど申し上げた『賢者区画』の二つ向こうにある部屋です……儀式専用の……」

「分かった」

　そこまで聞けば、後は探し出せるだろう。

「じゃあ、死ね」

　俺は一歩踏み出した。

　奴との距離は11
 メートル。

　射程まで残り１メートルだ。

「えっ、約束が違――」

　少年が愕然とした顔になった。

　俺は冷然とこいつを見据えた。

「今まで数多くの被験者の命を奪ってきたんだろう？　今さら許されると思ったのか」

　同情の余地はない。許す理由もない。

「だ、だって、そいつらはどこにでもいるような平凡な村人たちですよ!?
 　僕らは数万人、数十万人に一人の魔法の天才――選ばれた人間なのに！」

　叫ぶ少年。

「お願い、殺さないで！　僕は特別な人間なんだ！　こんなところで死んでいいはずがない！」

　どこまでも自分本位な奴だ。

　骨の髄まで――師匠そっくりだな。

　俺は、さらに一歩踏み出した。

「う、うわぁぁぁぁ、死にたくない！　死にたくな……ぎゃぁぁぁぁぁぁっ……」

　断末魔とともに、少年は血しぶきを上げて倒れ、やがて消滅した。





「き、消えてしまいました……あんなに恐ろしかったヴァレリーの弟子たちが……」

　ユリンが呆然とした顔でつぶやく。

「誰が出てこようと関係ない」

　俺は彼女に言った。

「すべて消し飛ばすだけだ」

　俺たちはさらに進んだ。

　地下の階段を下りていき、やがて最下層に到着する。

　その間にも罠がいくつもあったが、すべて俺の【固定ダメージ】とシアの【切断】や【加速】で蹴散らした。

　と、前方から数人の魔法使いが現れた。

「ここから先は通さんぞ、侵入者！」

「ここがヴァレリー様の研究所と知ってのことか！」

「愛するヴァレリー様のため、貴様を討つ！」

　やれやれ、こいつらもヴァレリーの愛人のようだ。そろいもそろって線が細そうな美少年ときている。

　……ヴァレリーの趣味全開だな。

　といっても、己の趣味だけで弟子を取るような男でもないはずだ。

　おそらく彼ら全員がさっきの二人と同レベルの実力者だろう。

　俺自身に危害を加えることはできなくても、シアやユリンは【固定ダメージ】のスキル範囲外から出れば危ない。

「離れるな、二人とも」

　あらためて彼女たちに指示を送った。

「僕はヴァレリー様の弟子の一人、マイカ。あ、あなたは何者なのですか……？」

　最後尾にいる、ひときわ美しい少年がたずねた。薄桃色の髪を肩のところで切りそろえた、可憐な少女と見まがうような容姿だ。
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「少なくともヴァレリーのお友だちではないな」

　俺は『
弟
 おとうと
 弟
 で
 子
 し

 』に対して鼻を鳴らした。

「お前たちの師匠に用があって来た」

　名乗り返すことはせず、俺は用件だけを伝える。

「……その様子だと、平和な用事ではなさそうですね」

「俺はすでにお前の仲間を二人消し飛ばしているんだ。平和な用事のはずがないだろう」

　言いながら敵意と憎悪が煮えたぎっていくのを感じる。

　別に、マイカに個人的な恨みはない。

　まあ、さっきの弟子二人と同様に、非道な実験を繰り返しているだろうから、生かしておく理由もないが。

「あ、あの方は素晴らしい魔法使いです。多くの術式を開発し、きっと世界の魔法文明の進歩に大きく貢献するはず！」

「人体実験を繰り返してか？」

「そ、それは……世界のための、尊い犠牲だと……」

「勝手な理屈だ」

「それ以上の数の人間が救われるのです。これは世界のために必要な痛みです！」

　力説するマイカ。

「僕は、あの方を心の底から尊敬しています！　あの方を信じ、どこまでも付いていきます！　そしていつかは、あの方の後継者に――」

　まさに盲信といった感じだった。

「お前がヴァレリーの愛人だからだろう。尊敬じゃなく愛情か？　欲望か？　あるいは打算か？」

「っ……！　あ、あなたという人は――」

　マイカの顔が紅潮した。

　痛いところを突かれたのか、触れられたくない部分に触れてしまったのか。

「もういいです！　あなたはヴァレリー様に害を為しに来た邪悪な侵入者！　それがよく分かりました！」

「へっ、そろそろ片付けるか」

「気をつけろ。そいつには魔法を消去する不思議な術があるぞ」

　弟子たちは警戒した様子で杖を構える。

「……なるほど、さっきの戦いを魔導映像中継か何かで見ていたか」

　まあ、見られたところで関係ない。全部消し飛ばすだけだ。

　攻撃も、こいつらも――まとめて。





　――戦いは、あっけないものだった。

　降り注ぐ火炎の剣が、雷撃の槍が、氷の矢が、風の斧が――俺の10
 メートル圏内に達した瞬間、消滅する。

　どんな属性でも、どれほどの威力でも関係ない。

　俺は間断なく迫る攻撃魔法群を前に、悠然と進み続けた。

　その左右にはシアとユリンが並ぶ。

　やがて射程内に入った弟子たちは、彼らが放った魔法同様に消滅していく。

　一人、また一人……。

「ひ、ひいっ……無理だ……！」

　最後の一人――マイカは悲鳴を上げて、逃げていった。

「追いますか、クロム様？」

　シアがたずねた。

　彼女の【加速】なら追いつけるだろう。

「――いや、放っておけ」

　あえて追うことはしない。

　先に片付けたい用事がある。

　ヴァレリーへの復讐はもちろんだが、ユリンの解呪方法も突き止めたいところだ。

　俺たちはまっすぐに進んだ。

　最初に会った弟子から教わった通り、中央階段から奥に向かって二つ目の部屋に行く。

『賢者区画』

　ヴァレリーの魔法研究成果の数々が保管されているという場所。

　扉は厳重に閉じられていた。

「シア」

「はい、クロム様」

　シアの剣が黒い輝きを発し、幾重にも魔法防御された扉をやすやすと切り裂く。

「開けるぞ」

　俺たちは室内に足を踏み入れた。





　部屋の右側の棚には、無数のオーブが並べられている。

　あれの一つ一つに奴の研究データが収められているはずだ。

　反対側を見ると、黒いクリスタルの柱がいくつも見えた。内部には老若男女問わず、様々な人間が一糸まとわぬ姿で閉じこめられている。

「痛い……痛いよぉ……」

「助けてぇぇぇ……」

　悲痛な声があちこちから響き渡る。

　クリスタルの中にいると苦痛を受ける仕組みなのか、あるいはなんらかの魔導実験を受けて痛みが生じているのか。

　悲鳴やすすり泣きが、怒りや恨みが――間断なく聞こえてくる。

　まさしく、地獄絵図だった。

「私と同じ被験体ですね……」

　ユリンが暗い顔でつぶやいた。

　……彼女自身も同じような目に遭ってきたんだろうか。

　ヴァレリーの弟子だったころ、教わったことがある。

　呪術とは、人の『負の感情』をエネルギー源にして起動する術式なのだと。

　高位の呪術になるほど、より大きな『負の感情』が必要になる。

　苦痛、憤怒、悲哀、怨念、そして絶望――。

　かつて俺が味わったのと同種の想念だ。

　彼らもまた、なんらかの呪術を起動させるために延々と続く苦痛を与えられているんだろう。

　見ていられないな。

「――シア」

　俺は【従属者】の少女に命じた。

「承知しました、クロム様」

　具体的な言葉にしなくても、俺の意思を彼女はくみ取ってくれている。

　いや、仮に命じなくてもシアは自分の意志でそうしただろう。

「――【切断】」

　黒く輝く剣でクリスタルを次々に切り裂いた。

　内部に収められている人々を解放する。

「動ける者は逃げろ。俺たちが通ってきた道の罠はすべて破壊してある」

　と、今までの道順を彼らに説明する。

「あ、ありがとうございます……」

「うう……」

　大半の人間は苦鳴をもらしながら立ち上がり、部屋から出ていった。残る十数人は苦痛が大きすぎて、立ち上がることさえできないようだ。

　治療する方法があればいいんだが――。

　と、

「……！」

　俺は部屋の最奥に視線を向け、顔をこわばらせた。

　ぼろぼろの石板が立てかけてある。

　どこかから切り出した壁画――だろうか。

　描かれているのは、小高い丘と無数の墓標。

　天から垂れる長い鎖と、一人の女。

「まさか――」

「それは禁呪法『闇の鎖』を描いたもの。二年前、古代の遺跡で見つけた壁画をここに運んだのだ」

　かつ、かつ、と足音が近づいてくる。

　この、声は――。

　俺はごくりと喉を鳴らした。

　忘れるはずがない。忘れられるはずがない。

　俺はずっとこの人に魔法を教わってきた。

　イリーナを守れるくらいに強くなりたい、と。

　その思いを胸に、この人に師事してきた。

　厳しいけれど、時には優しさも見せてくれる尊敬すべき師匠だった。

　すべては――過去形になってしまったが。

「やはり、お前か……クロム」

　扉の向こうに、青みがかった黒髪を長く伸ばした男が立っている。

　鋭い眼光が俺をまっすぐに見据えている。

「久しぶりだな、ヴァレリー」

　俺はかつての師と、二年ぶりに対面した。





「なぜお前が生きている、クロム」

　ヴァレリーが険しい表情で俺を見据える。

「なんだ、愛弟子が生きていたっていうのに、喜んでくれないのか？」

　俺は皮肉を込めてたずねた。

「……ふん、愛弟子だと？　お前の才能はたかが知れていた。失っても惜しくはなかった……だから『闇の鎖』の生け贄にしたのだ」

　ヴァレリーが鼻を鳴らす。

「おかげで勇者ユーノは莫大な【光】の力を得た。魔王を討つほどの、な」

「俺に大した素質がなかったから切り捨てた、と？」

「私がお前を生け贄に推薦したのは、主にそれが理由だな。才能がない者を教えるのは退屈だ」

「俺が消し飛ばしたお前の弟子たちは、その才能にあふれていたわけだ」

「……いずれは私に匹敵する使い手になった者もいたかもしれない。惜しいことを」

　ヴァレリーが顔をしかめる。

　もっとも奴が惜しんでいるのが弟子の才能なのか、それとも愛人としてなのかは分からない。

「話を戻すぞ。お前はどうやって生き延びた？　その【闇】の力はどうやって身に付けた？」

　ヴァレリーが俺をにらむ。

　その瞳に映るのは、警戒と恐怖。

　そして、

「『闇の鎖』の生け贄になった者が生きていられるはずがない……通常は【闇】に呑まれて消滅するはずだ。なのに、なぜ――しかも、私でさえ得られなかった力まで得て……」

　おそらくは、嫉妬。

【闇】という強大な力を得た俺への――。





「人から情報を得たいなら、まずお前から出したらどうだ、ヴァレリー？」

　俺はかつての師を――今は憎むべき仇に成り下がった男を見据えた。

「私の情報？」

「まず一つ。ユリンにかけられた呪法の解除方法だ」

「ユリン……？　ああ、逃亡した被験体３７２号だったな。確か『闇の香気』を施していた」

　ヴァレリーの視線がユリンに向けられる。

「そんな小娘どうでもよかろう？」

「答えろ」

　促す俺。

「『闇の香気』の研究記録は、３７２番――その娘と同じ番号を振ったオーブにすべて収めてある。必要なら持っていくがいい」

　ヴァレリーが部屋の右側にある棚を指示した。

「お前の【闇】を得られるなら、他の研究など惜しくはない」

　その瞳が爛々と輝く。

　二年前も魔法の探求に熱心な男だったが、ここまで鋭い眼光はしていなかった。

　この二年の間に、さらに情熱が増したということか。

　それとも――？

「【闇】――それは魔導の究極に位置するものだ。私が四十年以上探求し、いまだに得られないもの。いまだに届かないもの。私の、最大の目標――」

　熱っぽく告げるヴァレリー。

「さあ、教えろクロム。お前はどうやって【闇】を手に入れた？」

「待てよ。俺の質問はもう一つある」

　奴の知識は貴重だ。

　復讐を終える前に、得られるだけの情報は得ておかないとな。

「【闇】とは――そもそも、なんだ？」

　俺は、いまだに自分の力を完全に理解しているわけじゃない。

　シアと出会うまで【従属者】関連について、ほとんど知らなかったように――まだ他にも俺が知らない情報があるのかもしれない。

　本来なら、その一番の情報源になるであろう【闇】は、気まぐれなところがあるからな。俺が質問しても答えてくれるとはかぎらない。

　ここはヴァレリーに聞いておくのがいいだろう。

　俺の復讐はまだまだ続く。

　その中には【光】の力を持つユーノだっているんだ。

　もっと俺自身の力を磨いていかなければ――。

「……ふむ」

　ヴァレリーは小さくうなる。

「私とて完全に解明しているわけではない。いまだ研究中だ。その前提で話すぞ」

　前置きしたうえで、話し始めるヴァレリー。

「かつて――この世界には、今とは異なる文明があった」





　レムセリア。

　今より数百万年も昔に栄えていたという、超古代の先史文明世界だ。

　現在よりもはるかに進んだ魔法技術を持ち、現在よりもはるかに栄えていたらしい。

　が、『大災厄』と呼ばれる謎の災害によって、一夜にして滅びてしまう。

　俺たちが使っている魔法は、その先史文明が開発した術式を発掘し、アレンジしたもの。先史文明そのままの魔法というのは高度すぎて使用できないものがほとんどだからな。出力などを落とし、現代人向けに弱体化調整した状態で使っているわけだ。

　ヴァレリーがその文明をずっと研究していたことは、俺も知っていた。

　俺は噂話程度しか知らないし、中には先史文明自体が単なる伝説やおとぎ話の類だっていう説も根強い。

　ヴァレリーは熱意をもって研究を進めていた。

　まあ、当時は魔王軍との激戦が続いていたから、なかなか研究に専念するってわけにはいかなかっただろうけど。

「お前と決別する少し前――私はとある古代遺跡を発見した。そこに記されていたのは『闇の鎖』という禁呪法だ」

「古代遺跡……」

「つまり『闇の鎖』の呪法を開発したのは、古代人というわけだ。彼らは【闇】や【光】について、我々よりもはるかに知識を持っていたからな」

　ヴァレリーの説明によると――。

　禁呪法『闇の鎖』は、まず生け贄に選んだ人物から【闇】を生み出す。

　その【闇】に呼応して【光】が現れる。

　対象となる者に現れた【光】を付与することで、その者は絶大な力を得る――。

　簡単に言えば、それだけだ。

　要は、対象者――聖属性を持つ勇者ユーノ――に【光】の力を与えるため、俺は生け贄に選ばれた。

　イリーナが前日にユーノの下を訪れる光景を見せたのも、計算してのこと。俺の怒りや悲しみを煽るためだった。

　そういった『負の感情』が大きくなればなるほど、生け贄はより強い【闇】を生む。生まれた【闇】が強ければ強いほど、呼応して生まれる【光】もまた強くなる。

「お前を生け贄に選んだ理由は――恋人や親友といった存在が、負の感情を生み出すトリガーとして利用しやすく、適任だと考えたからだ」

　ヴァレリーが言った。

「何よりも、お前の精神はパーティ内で一番純粋だったからな。事前に私が魔法で精神測定をした結果だ。純粋で清らかな心を持っているものほど、それが踏みにじられたときに深い【闇】を生み出しやすい――」

「俺が魔力をなくしたり、体が衰えたのはなぜだ？」

「『生け贄』として選ばれた者の魔力はすべて吸い取られ、【闇】のエネルギー源になる。体が衰えたのは一気に全魔力を失ったことの副作用だ」

　俺の問いに答えるヴァレリー。

「この部屋の奥には、被験体からすべての魔力を抜き取る装置がある。それを使って、簡易的に『闇の鎖』を再現しようとしたが――まったく駄目だった。そのときにもお前と同様に、被験体の身体能力は著しく衰えた」

　と、ヴァレリー。

「まあ、余談だがな。やはり重要なのは魔力の大小ではなく、生け贄の『負の感情』の大きさのようだ」

　微笑さえ交え、ヴァレリーは淡々と説明を続けた。

　仮にも弟子だった俺に対して、なんの感情も感慨もないのか。

　……きっと、ないんだろうな。

　こいつにとって俺は実験材料程度の価値しかなかったわけだ。

「『闇の鎖』については理解した。じゃあ、そもそも【闇】とか【光】ってなんなんだ？」

　俺の質問は核心へと移った。

　正直、聞いているだけで胸の奥に煮えたぎるような怒りや憎悪が湧き上がってくる。二年前、道具のように利用され、使い捨てられた記憶が鮮やかによみがえる。

　それでも――まずは情報収集だ。






◆　◆　◆







★ＳＩＤＥ　マイカ





「ヴァレリー様は奴らと何を話しているの……？　声が小さくて、よく聞き取れない……」

　マイカは物陰からそっと様子をうかがっていた。

　一度は侵入者の恐るべき力を前に恐怖し、逃げ出した。だが、このまま愛しいヴァレリーを見捨てて逃げっぱなしになるわけにはいかない。

　もしも、あの方が侵入者と戦っているなら、加勢しなければ――。

　その思いで戻ってきたのだ。

　別の入口から賢者区画に入り、室内の右側にある無数の棚に身を隠しながら……。

（ああ、ヴァレリー様……）

　マイカは頬を熱く染め、敬愛する師を見つめる。

　さすがに彼や他の弟子たちと違い、ヴァレリーは侵入者を前にしても泰然としていた。恐怖に震えることもなく、気圧されることもなく、堂々としたものだ。

（敵は恐るべき能力を持っている……だけどヴァレリー様なら、きっとなんとかしてくれる……）

　世界一の魔法使いであり、魔王を討った勇者パーティの一員。

　勇者ユーノの持つ『真の勇者の聖剣』をその秘奥義で生み出したのも、ヴァレリーだという。

　憧れた。

　強烈に。鮮烈に。

　その強さに。その知識に。

　自分もいつかヴァレリー様のような魔法使いになりたい――。

　憧憬は、師事しているうちに恋心にも似た思慕となった。

　だからヴァレリーから寝所に誘われ、抱かれたときも嫌悪や屈辱はまったくなかった。憧れの存在に求められた喜びだけがあった。

　髪を以前よりも伸ばし、彼好みの容姿により近づこうとした。

　今では、他の弟子たちよりも自分がもっとも彼の寵愛を受けているという自信がある。容姿も、内面も、そして
閨
 ねや

 での手練手管に至るまで――。

　マイカはヴァレリーを想い、磨き続けた。

「ああ、ヴァレリー様……見せてくださいませ。不遜な侵入者をそのお力で打ち倒すところを」

　自分は恐怖に負けて逃げてしまったが、ヴァレリーなら大丈夫だ。

　きっと、あの敵を成敗してくれるだろう。






◆　◆　◆







【闇】とは、一体なんなのか――。

　俺の問いかけに、ヴァレリーはしばし沈黙し、

「私もいまだ研究中だ。確たる答えは出ていない。我々よりも【闇】や【光】についてはるかに精通していた
先史文明
 レムセリア

 の遺跡も調べ回ってはいるが……」

「じゃあ、分かってる範囲でいい」

「簡単に言えば、この世界とは異なる空間に眠る膨大なエネルギーを秘めた何か、だ」

　答えるヴァレリー。

「単なるエネルギーに過ぎないのか。なんらかの意思を持った超存在なのか。その辺りはまだ突き止められていないが……」

　異なる空間？　そこに眠る膨大なエネルギー？

　いずれも初めて聞く話だった。

「当然だ。私が独自に突き止めたことだからな」

　俺の内心を読み取ったように、ヴァレリーが得意げな笑みを浮かべる。

「魔法の力も、結局は【闇】や【光】の力の一部を引き出しているにすぎん。あるいは神や魔といった存在もその具現化なのかもしれん……私にも確かなことは言えん」

　随分と壮大な話だった。

「私は【闇】の研究を続けてきた。【光】を操ることができるのは、勇者のような『聖なる属性』を持った者のみ。だが【闇】ならば――魔法使いである私にも手にすることができる。理論上は、な」

　ヴァレリーが芝居がかった仕草で両手を広げた。

「現れよ、『レムセリアの戒め』――」

　その背後の壁が左右に割れる。

　現れたのは、黒と金の二色に彩られた魔法陣だ。

「さあ、今こそもらうぞ。お前の【闇】を――」

　次の瞬間、魔法陣から黒い稲妻が放たれた。

「くっ……!?
 」

　稲妻が俺の全身に絡みつく。

「これは――」

　全身が重い……！

　ただでさえ弱っている体が、バラバラになりそうなほどの衝撃だった。

「きゃあっ……!?
 」

　隣でシアが悲鳴を上げている。

『俺に対する攻撃』であれば、物理であろうと魔法であろうと、すべてに９９９９ダメージが与えられる。

　呪い、毒、麻痺……その他、俺に害するものすべて。

　だが、これは――？

【固定ダメージ】が作用しないということは、『攻撃』の類じゃないのか？

　四肢に痛みが走った。

【固定ダメージ】が効かない……？　９９９９ダメージを与えてなお効果が消滅しないほど強力な呪法なのか？

　そんなものがあり得るのか？

「いや、あるいは――」

「『レムセリアの戒め』――【闇】そのものに干渉する魔導装置だ。古代遺跡から発掘した」

　ヴァレリーが背後の魔法陣を指し示した。

　そういえば、ユリンだけは様子が変わらない。

【闇】の力を持つ俺と、その力を付与されたシアにのみ影響がある、ということか。

「弟子たちの戦いを見て、お前のスキルは把握させてもらった。【殲滅】系統か、その進化系といったところだろう。射程距離はおそらく10
 メートルほど。そっちの娘は【切断】を使っていたな。いずれも一定の距離を保てば怖くはない。安全な位置からこの装置を使えば、私の勝ちだ」

「なんなんだ、その装置は……」

「【闇】に干渉する、といっただろう？　お前たちの力の源は【闇】だ。それを封じてしまえば、スキルが発動することもない。お前はただの人間――いや、『闇の鎖』によって魔力も体力も失った、残りカスだ！」

　勝ち誇ったように哄笑するヴァレリー。

「このっ……！」

　シアが駆け出そうとした。

「【加速】」

　彼女の動きが亜音速に達する。

　その、一瞬前に、

「『ウィンド』『プリズン』」

「きゃあっ!?
 」

　ヴァレリーが唱えた風魔法によって跳ね飛ばされ、さらに不可視のエネルギーによって空中で四肢を固定され、拘束される。

　さすがに世界一の魔法使いと称されるだけあって、すさまじいまでの魔法発動速度だ。シアがスキルを使う暇さえ与えないとは。

「【闇】の力の一部を得た娘――お前はいい実験材料になる。そこでおとなしくしていろ」

　言って、ヴァレリーは今度は俺に手を伸ばした。

「『プリズン』」

「っ……！」

　シアと同じく不可視のエネルギーが俺の四肢を縛る。

　枯れ木のように細い手足が、悲鳴を上げるように軋んだ。

　ちっ、動けない――。

「今はまだ【闇】に干渉することはできても、その力を私自身が取り入れることはできん。だが、いずれは――そういった術式を開発し、お前の【闇】を奪ってみせよう」

「ヴァレリー……！」

「ははははは、二年前はお前の才を見限り、追放したが――こうなってみると、お前こそが私にとってもっとも役に立った弟子だったな！　あっさりと殺された役立たずの弟子どもよりも！」

「なんだ、あいつらは大切な弟子じゃなかったのか？」

　拘束されたまま、俺は奴に向かって鼻を鳴らした。

「ふん、その状況で私を毒づくか？」

　ヴァレリーの瞳が輝きを増す。

「ぐっ……！」

　四肢の拘束が強まり、さらに手足に圧力がかかった。

　今にも折れそうなほど、痛む。

　――だが、こんな痛みは大して気にならない。

「二年前、俺がお前たちから受けた絶望という痛みに比べれば、な……！」

　これで勝ったつもりなら大間違いだ、ヴァレリー。

　俺の、最終的な勝利は揺るがない。

　確信を持って、俺はヴァレリーを見据えた。





　十三年前――。

「クロム・ウォーカーといったな。なぜお前は私に師事したいのだ」

　初めて会ったとき、ヴァレリーは俺をうろんげに見つめた。

「強くなりたいんです。彼女にふさわしい男になるために。いざというとき、彼女を守れるように」

「彼女とは？」

「その……幼なじみの女の子です」

　言いながら、照れてしまう。

　好きな子を――イリーナを守れる男になる。

　強さを目指す理由としては凡庸だろうか。

　だけど俺にとっては、命を懸けるのに値するほどの理由だった。

「素質はそれなりにありそうだな。まあ宮廷魔術師クラスにはなれるか」

　ヴァレリーは俺をジッと見つめ、うなずいた。

「それに何よりも純粋な瞳をしているところが気にいった。お前なら、いずれ私の望みを叶えてくれるかもしれん」

「えっ？」

「いや、それはまだずっと先のことだ。まずはお前を鍛えてやる。私の修業は厳しいぞ、クロム」

　俺が奴に弟子として認められた瞬間だった。

「よ、よろしくお願いします、賢者様！」

「ヴァレリーでいい」

「は、はい、ヴァレリー……師匠！」

　そして俺は奴に鍛えられ、魔法の力を磨き上げた。

　四年の後、十七歳にしてシャーディ王国付きの魔法使いに認定されるだけの力を得た。そして、勇者パーティに選ばれ、仲間たちとともに戦った。

　いつもヴァレリーは俺を的確に指導してくれたと思う。

　魔法の師匠としての奴は優秀だった。人格面でも、そのときは本性を知らなかったから、素直に尊敬していた。

　いつかこんな魔法使いになりたい、と憧れていた。

　なのに――。





　追憶を振り払い、俺は奴を見据えた。

『なんだ、あいつらは大切な弟子なんじゃなかったのか？』

　なぜ、こんな質問をしたんだろう。

　ヴァレリーには、果たして弟子を想う心があるのか。かつての俺に対して、そして現在の弟子たちに対して。

　心のどこかでは、この問いに
首
 しゆ
 肯
 こう

 してほしかったんだろうか。

　復讐に塗りつぶされた俺の心になお残る――奴への、一片の
憧
 どう
 憬
 けい

 なんだろうか。

「大切な弟子？」

　ヴァレリーの返答は、心の底から蔑むような嘲笑だった。

「あんな連中は使い捨ての道具にすぎん。魔法の研究は一人でやるより、ある程度の実力を持った魔法使い複数人でやる方が効率がいいからな。それで育てていただけだ」

　奴の返答を聞きながら、心の芯がすうっと冷えていくのを感じる。

「……ついでに、自分の性欲処理用にか？」

「ふん、人の趣味に口出しするんじゃない」

　ヴァレリーは口の端を歪め、笑った。

「弟子どもの代わりなどいくらでもいる。まして、私は勇者パーティの一員、賢者ヴァレリーだ。弟子志望は世界中から殺到している。また私好みの容姿とそれなりの素質を持った者を選別するだけだ」

　下種だな、どこまでも。

　俺は奴をにらんだ。

　尊敬し、憧れたこともあった。

　だけど、そんな気持ちが――俺の心の片隅に、もしかしたら一片くらいは残っていたかもしれない、最後の憧憬は。

　最後の未練は。

　今、完全に消え失せた。

「さあ、クロム。お前の【闇】を我が手中に――」

　ヴァレリーが俺を見てニヤリと笑った瞬間。

「何っ……!?
 」

　奴の背後にある黒と金の魔法陣――『レムセリアの戒め』の一部に亀裂が走った。

「――そんな程度で、俺の【闇】を抑えられると思うなよ、ヴァレリー」

　今度は俺がニヤリと笑う番だった。





『術者の絶望値及び憎悪値が上昇中……第二規定に到達しました』

『儀式の進捗率が85
 ％に到達しました』

『術者の【闇】の出力が６６６％上昇しました』

『【闇】の具現化を基本形態から鱗粉形態へと移行しました』

『【闇】に対する干渉拘束波動を無効化しました』





【闇】の声が響く。

　感じるぞ。体の底から、あふれるような力が湧き上がるのを。

　古代の魔導装置が干渉した作用なのか。

　あるいはヴァレリーと対面したことで、俺の憎悪がさらに高まったのか。

　全身から吹き上がる『力』は、漆黒の
鱗
 りん
 粉
 ぷん

 のような形をしたエネルギーとなって周囲に広がる。その鱗粉が、装置から放たれる稲妻に触れたとたん、

　ばぢぃぃっ！

　耳障りな音を立てて、稲妻を消し飛ばす。

「馬鹿な――『戒め』の効果を打ち消しただと!?
 　あり得ん――」

　ヴァレリーがうめいた。

「魔王クラスの【闇】ですら一時的に封じこめるほどの出力だぞ。それを跳ね除けられるわけが……」

「どうした？　お前の切り札はそんな程度か？」

　俺は一歩踏み出した。

　装置からは間断なく稲妻が――【闇】への干渉波が放たれるが、そのことごとくが漆黒の鱗粉によって消し飛ばされる。

　続いて、爆音が響いた。

「装置が――!?
 」

　うろたえるヴァレリー。

　奴の背後にある巨大な魔法陣が白煙を上げていた。あっという間に炎に包まれ、『レムセリアの戒め』は焼け落ちてしまう。

「なんだ、お前の力は――」

　ヴァレリーが恐怖の表情を浮かべて後ずさった。

「なんなのだ……お前の、憎悪は……」

「俺の力は、お前たちが与えてくれた」

　口の端を吊り上げ、俺は昏い愉悦の笑みを浮かべる。

「憎悪。怨念。怒り。悲しみ。絶望。そして――復讐の殺意。そのすべてが俺を強くした。俺の【闇】を育んだ――」

「【闇】が、どこまでも増大していく……だと……!?
 」

　俺は全身から黒い鱗粉を吹き出したまま、さらに歩みを進める。

　奴の切り札は破壊した。

　俺を戒めるものは、もうない。

「さあ、復讐の時間だ」

　俺はヴァレリーをまっすぐに見据えた。

「さっき【闇】の説明を聞いたときに面白いことを言っていたよな、ヴァレリー。確か――」

　ニヤリ、と笑う。





『この部屋の奥には、被験体からすべての魔力を抜き取る装置がある』





　俺はヴァレリーの説明を頭の中で繰り返した。

「『闇の鎖』を簡易的に再現するための装置――だったか？」

　ニヤリと笑ってみせた。

　対するヴァレリーの顔から血の気が引く。

「き、貴様、まさか――」

　悟ったんだろう。俺が何を企んでいるのか。

　最初は、こいつをただ殺すつもりだった。

　俺に直接呪法を施したのはヴァレリーだ。

　憎くて、憎くて、仕方がなかった。この二年間、恨み続けた。

　だけど――ただ殺すだけでは、やはり飽き足らない。もっと苦しませて、もっと絶望させてやりたい。

　そのために、奴がもっとも大切にしているものを奪い去ってやる――。

「シア、ヴァレリーの手足の腱を切れ。動けなくさせてから、装置に運ぶんだ」

　俺が奴に10
 メートルまで近づくと問答無用で殺してしまうからな。

　ギリギリまではシアに実行させるとしよう。

　ただし、最後の仕上げは俺がやる。

「承知しました、クロム様」

　うなずき、剣を抜くシア。

　その眼光はゾッとするほど鋭い。

　ここに来るまでの奴らの実験を見て、怒りにかられているせいなのか。非道な相手への容赦のなさは、以前よりも研ぎ澄まされているのかもしれない。

「よ、よせ――」

　後ずさるヴァレリー。

「『サンダーストーム』！」

　雷撃の上級魔法が放たれた。

「――シア、まだ動くな」

「はい」

　俺の指示通り、シアはその場で足を止める。

　直後、稲妻が彼女に迫り――消滅した。

　それがシアを狙った攻撃であろうと、俺を巻きこむような攻撃ならスキル効果でダメージを与え、消し飛ばせる。

「くっ……！」

　ヴァレリーは焦ったように、さらに攻撃魔法を連打する。

　炎が、氷が、風が、不可視のエネルギーが――。

　ことごとくが俺のスキルに吹き散らされた。

「行け、シア」

　タイミングを見計らい、俺は【従属者】の少女に命じた。

「【加速】」

　シアが赤い閃光と化す。

　魔法を連続して放ち、次の攻撃までに魔力チャージが必要になる瞬間――その一瞬のタイミングを狙って。

「がっ……!?
 」

　超速でヴァレリーの背後に回りこんだシアが、ヴァレリーの両足の腱を切り裂いた。

　さらに、両腕も。

「ぐ、ああああああああああ……っ」

　苦鳴を上げるヴァレリー。

　これで、動けまい。のたうち回る奴を、俺は冷ややかに見下ろした。

「この距離ならお前が魔法を使うより、シアの剣の方が速い。妙な気配を感じたら、彼女が即座にお前を斬る――いいな？」

　ヴァレリーに釘を刺しておく。

「ユリン、お前も復讐に参加するか？」

　背後の少女にいちおう確認しておく。

「……い、いえ、私は」

　ふるふると首を左右に振るユリン。

　どこか憐憫を交えた表情でヴァレリーを見ている。

　自分に呪術を施した相手にさえ、憐れみを持つのか。

　彼女は『復讐』には向いていない性格なのかもしれない。

　いや、そっちの方が正常な人間で、俺の方がおかしいのか？

　分からない。まあ、今はそんなことはどうでもいい。

　俺は、俺の望みを果たすだけだ。

「じゃあ、シア。部屋の奥まで運んでくれ」

「承知しました、クロム様」

　一方のシアは躊躇なくうなずいた。

　まるで荷物でも運ぶようにヴァレリーの両腕を持ち、カプセルの前まで引きずっていく――。





　部屋の奥に、その装置はあった。

　円筒形の魔導機器と、チューブでつながったヘルメット――といった外観だ。

　側にマニュアルが置いてあったので目を通す。

「……なるほど、な」

　魔力を失ったとはいえ、俺は元魔法使いだ。こういった魔導装置については、初見のものでもおおよその見当はついた。

　マニュアルによれば、これを頭にかぶせて装置を作動させると、対象の魔力を根こそぎ奪い取れるらしい。

　二年前、禁呪法をかけられた俺がすべての魔力を失ったように。

　といっても、あくまでもこれは『対象の魔力を奪う』ための装置。俺がかけられた『闇の鎖』のように、【闇】の力を身に付けられるわけじゃないようだ。

「シア、そいつを装置につなげ」

「……っ！　や、やめろ、クロム！」

　ヴァレリーが絶叫した。

　が、手足の腱を切られているせいで、体を揺すり、ひねる程度のことしかできない。

　シアが労せずしてそれを押さえ、奴の頭にヘルメットをかぶせた。

　俺は装置をいじり、設定を終えた。

　後は起動スイッチを押すだけだ。

「ヴァレリー、覚悟はいいか」

「うう……やめろ……やめてくれぇぇ……」

　俺はヴァレリーを見下ろした。

「この私の頭脳を、魔法能力を、こんなところで終わらせていいはずがないんだ！　私の力があれば、人類の魔法文明はもっと発展する！　だから、頼む……我が弟子よ！」

　絶叫するヴァレリー。

　魔法に対する執着はさすがに強烈だ。

「何が人類の魔法文明だ。白々しい。お前はただ自分の知識欲を満たしたいだけだろう。そのために数えきれない人間を地獄に落としてきたんだろう。それを今、俺が終わらせてやる。お前が人生を懸けて探究した魔導と永遠に決別させてやろう」

「い、嫌だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　奴は顔面蒼白になって絶叫した。

　常に泰然としていたヴァレリーのこんな顔を拝めるとは。魔法の力を失うというのは、やはり奴にとっては死ぬよりも辛いことなんだろう。

「ゆ、許してくれ……クロム、魔力を奪うことだけは……他のことならなんでもするから！　ゆ、許してくださぁぁぁぁぁぁぁぁい！」

　ヴァレリーが必死の形相で嘆願する。

「なんでも……か？」

「は、はい、あなたの命じる通りに！」

　言いながら、ヴァレリーは顔を突っ伏し、床を舐め始めた。

　おそらく、可能なら俺の靴を舐めていたんだろうが、あいにくそこまで近づいたら、奴は死んでしまう。

　その代わりに床を舐めているようだ。

　世界一の魔法使いであり、俺の師匠だった男が――みじめなものだ。

「いちおう言っておくが、俺はすでにイリーナからとある音声記録オーブを手に入れている。内容は、二年前の勇者パーティの所業を告白したものだ。これが広まれば、お前たちの勇名は地に堕ちる」

「っ……！」

　ヴァレリーの顔が引きつった。

「魔力を失っても、弟子を取って研究を代行させることは可能だろう。だが、勇者パーティの罪が明るみに出れば、お前は罪人として追われる。もはや弟子になりたいという酔狂な者は現れまい」

「お、おのれ……」

「これで終幕だ。お前が生涯を懸けて探究した魔導の道は、今絶たれる――俺の手によって」

　奴に見せつけるように、ゆっくりとスイッチに手をかける。

「よせ……よしてくれ……ぇぇ……」

　ヴァレリーの表情が怒りや悲しみから絶望へ、さらにすべてを諦めたような虚無へと変わっていく。

　もはや何をやっても、何を言っても無駄だと悟ったのか。

　そして俺は――。





　スイッチを、押した。





　同時に、まばゆい閃光がヴァレリーを包みこむ。

「ぐ、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ……！」

　肉体的な苦痛か、それとも精神的なそれか。

　あるいは両方か――ヴァレリーは絶叫を響かせた。

　己の魔力を奪われ、生涯を懸けて探究してきた己のすべてを奪われる、絶望の叫び声だった。






◆　◆　◆







★ＳＩＤＥ　ヴァレリー





　ヴァレリーは五歳のときに『魔法』に出会った。

　天才的な魔法の素質を持っていた彼は、その才能をすさまじい勢いで開花させていった。

　リジュ公国の宮廷魔術師に上り詰めたのは、わずか八歳のとき。

　それ以降も、取りつかれたように魔法の修業や探究を続けてきた。

　魅せられていた。神秘の力である魔法に。

　誰よりも深く探求したいと思った。

　そう、歴史上のどんな優れた魔法使いよりも。

　それこそがヴァレリーの望みであり、夢だった。

　そしてヴァレリーは【闇】について、特に深く研究をした。

　魔法の根源は、【闇】にこそある――。

　ならば【闇】を解き明かし、我がものとすれば、おのずと魔法の真理にたどり着けるだろう。

　実験の第一弾は、二年前に行った。

　禁呪法『闇の鎖』。

　当時の弟子を生け贄に捧げ、【闇】をこの世界に顕現させた。同時に現れた【光】は勇者ユーノに付与した。

　パーティには『禁呪法の目的は勇者を強化するため』と説明していたが、ヴァレリーの本当の目的は【闇】を出現させることだった。

　そのデータを基に、彼はさらに深く研究に没頭する。

　魔王を倒した後も、リジュ公国とラルヴァ王国の国境付近にある自身の研究施設にこもり、ひたすらに。

　近隣の住民を次々とさらっては人体実験を繰り返し、また素質に優れた弟子を何人も取って研究を手伝わせた。

　もっとも、弟子を取ったのは彼の性癖を満たすためでもあったのだが……。

　二年の間に、研究は飛躍的に進んだ。

　もうまもなく自分は【闇】を解き明かす――夢が叶う瞬間が近づいていた。





　そして、彼の夢は一瞬にして打ち砕かれた。





「馬鹿な……これは……!?
 」

　ヴァレリーは愕然とうめく。

　つい一瞬前まで己の内から満ちあふれていた燃え盛るような魔力が――まったく感じられない。

　信じられない。あり得ない。

　あってはならない。

　必死で、悪夢のような現実を否定しようとする。

　懸命に、自身に起きた絶望的な事実を否定しようとする。

　だが、やはり自身の中に魔力は感じられなかった。

　消えてしまっていた。

　ヴァレリーが生涯を賭して追ってきた魔法――その源が。魔法の研究をおこなうために不可欠な、魔力が。

「ふ、ふざけるな……！　あと少しで私の夢が叶うというところまで来て……なんだ、これは!?
 　クロム、貴様……貴様は、なんということをしてくれたのだ！　私の魔力を……夢を……返せぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」






◆　◆　◆







「ふ、ふざけるな……！　あと少しで私の夢が叶うというところまで来て……なんだ、これは!?
 　クロム、貴様……貴様は、なんということをしてくれたのだ！　私の魔力を……夢を……返せぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　ああ、そうだ。

　俺はお前の、その声が聞きたかったんだ。

　二年前に、俺が味わった怒りや悲しみ、喪失感、そして絶望。

　形は違うが、お前も今――同じものを味わっているはずだ。

「気分はどうだ、ヴァレリー？」

　俺はかつての師を見下ろし、笑う。

「大切なものを理不尽に踏みにじられ、奪われる気持ちは？」

「貴様ぁぁぁぁぁぁ……！」

　ヴァレリーの双眸から赤い涙が流れ落ちる。

　血の、涙が。

「貴様ごとき小物が、歴史に名を残すはずの私の夢を……おぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉああああぁぁぁぁぁぁっ!!
 」

　慟哭は、声にならない絶叫になり、苦鳴になり、やがて荒い息遣いに変わった。

　ヴァレリーとて分かっているはずだ。

　失われてしまったものは、もう戻らないことを。奴の魔力は二度と復活しない。

「生涯を懸けたという魔法の探求は、これで終わりだ」

　愉快だった。

　心の底から、ドス黒い愉悦がこみ上げる。

「もっとも大切にしていたものを失い、人生の目標も目的も潰えた……今のままでお前は生きていけ。絶望を抱えたまま、な」

　後は――そうだな、奴をあそこに封じるとしよう。死ぬこともできず、心にも体にも苦痛を抱えたまま生涯を全うできるように。

「シア、もう一つ頼めるか？」

　俺は【従属者】の少女に向き直った。

　いよいよ、仕上げだ。





　この部屋――『賢者区画』の左側には黒いクリスタルの柱が林立している。

　ヴァレリーの被験体が捕らえられ、苦痛を与えられ続けていた魔道具だ。

　そのほとんどは囚われていた被験体を解放する際、シアの【切断】で破壊してしまった。

　が、空いていたいくつかのクリスタルはそのままである。

「元師弟のよしみだ。お前には素晴らしい余生を用意してやろう」

「な、何……？」

　
訝
 いぶか

 しげなヴァレリーを、俺は笑顔で見下ろした。

「魔力を失った絶望感を抱えたまま、このクリスタルの中で永劫の苦痛を味わい、生きろ」

「っ……！」

　ヴァレリーが愕然とした顔で声にならない声を上げた。

　魔力を失っただけでも、奴にとっては耐え難い苦痛だろう。

　だが、魔法能力を持つ誰かを使役し、魔導の探求を続けることならできなくはない。

　俺がイリーナの音声オーブを世界中に公開すれば、奴の名声も地に落ちるだろうが、だからといって奴に従う者がいないとはかぎらない。

　だから、それさえも封じさせてもらう。

　クリスタルのマニュアルを読むと、こいつは生命維持装置も兼ねているようだ。

　補給なしでも五年は持つらしい。

　さすがにヴァレリーが作ったものだけあって高性能だった。

　奴が簡単に死んでしまうという懸念もなく、安心して閉じこめておける。

「喜べ。五年ごとに俺はここを訪れ、クリスタルに生命維持用のエネルギーを補給してやる。この中で寿命が尽きるまで生きられるぞ、ヴァレリー」

「貴様……貴様ぁ……！」

　ヴァレリーの顔は怒りで赤くなり、さらに血の気が引いて蒼白になった。

　コロコロと顔色を変えて、忙しい奴だ。

　まあ、奴の今後の人生を思えば当然の反応か。

「シア、もう一度手伝ってくれ。今言った通り、ヴァレリーをクリスタル内に閉じこめる」

「承知いたしました、クロム様」

　恭しくうなずくシア。

　実際、俺がヴァレリーに10
 メートルより近づくと殺してしまうからな。

　彼女がいてくれて助かる。

「クロム様……その、一つお聞きしたいのですが」

　シアが遠慮がちにたずねた。

「……本当によろしいのですね？」

「奴がかつての師匠だからか？　気遣いは無用だ。俺は為すべきことを為す。果たすべきことを果たす。それだけだ」

「……余計なことを聞いてしまいましたね。失礼いたしました」

　シアが深々と頭を下げた。

「やめろ！　もう気は済んだだろう！　これ以上、私に何をする気だ……やめろぉぉぉぉっ！」

　恐怖の表情で絶叫するヴァレリー。

「な、なあ、お前は私の可愛い弟子だ。二年前に、その、ちょっとした不幸な出来事があったが……私は、お前のことを今でも大切な弟子だと思っているんだ。お前だって、私に恩義はあるだろう？　お前に魔法を一から教えたのは、この私だ。な？　考え直してくれ、我が弟子よ。頼む……そ、そうだ、お前が失った魔力を元に戻す方法を研究しよう。私とお前の二人でならきっと――」

「やれ、シア」

　この期に及んでの見苦しい言い訳など聞く気もなかった。

　俺は奴に背を向け、部屋の端にあるクリスタルの制御装置まで歩いていく。

　その間にシアがヴァレリーの体を運んだ。

「嫌だ！　嫌だぁぁぁぁぁっ！　許してくれ！　助けてくれぇぇぇぇぇぇっ！　お願いしますぅぅぅぅぅぅぅっ！」

　手足の腱を切られている奴は、体をよじり、泣きわめくことしかできない。

　俺は制御装置のところまで行き、振り返った。ちょうどシアがヴァレリーをクリスタルの中に入れたところだ。

「じゃあな、師匠
 。五年経ったらエネルギー補給のために立ち寄るから、その時にまた会おう」

　奴に対して『師匠』と呼びかけるのは、これが最後だ。

　奴との師弟関係も、これで完全に決別だ。

　俺は躊躇なくクリスタルの起動スイッチを押した。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ…………………………っ！」

　怒りと悲哀、苦痛と絶望が混じりあった絶叫が響き渡った。





「待たせたな、ユリン。次はお前の用事を果たそう」

　俺はクリスタルに背を向け、ユリンに言った。

　背後から間断なく苦鳴と悲鳴が聞こえてくるが、もはやどうでもいい。

「『闇の香気』の解呪方法を探すぞ」

　奴の研究成果を収めたオーブの中には、彼女に施された呪法――『闇の香気』に関するものもある。

　確かヴァレリーは３７２番のオーブだと言っていたな。

　まずそれを持ち帰り、研究すれば、ユリンの呪法を解除する方法が分かるかもしれない。

　俺たちは室内の右側の棚に進んだ。

　そこにずらりとオーブが並んでいる。

「クロム様、これは――」

　シアが棚の一番右端を指さした。

「ユリンのオーブか？」

「いえ、違うんです。その……」

　棚には『00
 ――禁呪法・闇の鎖』と書かれていた。

　俺にかけられた禁呪法の研究結果を収めた記録オーブか。こいつを解析すれば、【闇】についてもっと色々と知ることができるかもしれない。

　来るべきユーノとの戦いに向けて、知識を得られるかもしれない。

「でも、オーブがないみたいですよ……？」

　ユリンが言った。

　確かに、肝心のオーブがどこにもない。

　01
 番から順番にすべてのオーブがそろっているのに、00
 番だけが見当たらない。

「どういうことだ――」

「もしかして、誰かが盗んでいったのでは……？」

　と、つぶやくシア。

「盗む……？」

　一体誰が――。

　眉根を寄せた俺は、ハッと気づいた。

　床に、特徴的な薄桃色の髪の毛が数本落ちている。

　もしかしたら、あいつかもしれない。

　ここに来る前に戦った、ヴァレリーの七人の弟子たち。その中で一人だけ逃げていった少年。

　ヴァレリーへの復讐が先だったから、あえて追わなかったが。

　確か、マイカといったか。

『闇の鎖』の研究成果を盗んで、一体何をするつもりなのか――。






◆　◆　◆







★ＳＩＤＥ　ユーノ





　かつての魔王十三幹部の一人であり、現在は魔王軍の残党を率いる高位魔族――『蒼き魔竜』ラギオス。

　その根城がルーファス帝国の南端にあることを突き止めたのは、つい昨日のことだ。

　ユーノは勇者パーティの一人にして無双の女剣士ファラとともに、城内を進んでいた。

　門番も、城内の警護兵も、彼が持つ『真の勇者の聖剣』の前には敵ではない。

　すべて一撃で斬り伏せ、最上階へと突き進む。

「この分だとあたしの出番はなさそうだね……ひさびさに腕を振るえると思ったのに」

　同行するファラが物足りなさそうにつぶやいた。

　白銀の髪をポニーテールにした褐色肌の美女である。

　年齢は二十三。成熟したグラマラスボディに、ビキニ水着に近いデザインの扇情的な鎧をまとっていた。

　彼女は幻の古流剣術『
炎
 えん
 王
 おう
 紅
 ぐ
 蓮
 れん
 刃
 じん

 』の継承者で、パーティメンバー中、随一の剣腕を誇る。

　戦いこそが我が人生、と公言してはばからない生粋の武人だった。

「いや、どんな不意打ちがあるかも分からないし、聖剣の力だって無限じゃない。君が一緒にいてくれるのは頼もしいよ、ファラさん」

「どうせならパーティ全員で戦いたかったけどね」

　答えるファラの口元に寂しげな笑みが浮かんだ。

　勇者パーティの一員だった戦士ライオットは先日何者かに襲われ、非業の死を遂げていた。

　それだけではない。

　聖女イリーナは暴漢に襲われ、行方不明。さらに、賢者ヴァレリーも数日前から連絡が取れなくなったらしい。

「イリーナ……」

　ユーノがつぶやいたのは、彼にとってもっとも大切な女性の名だ。

　昨日までは必死で聖女の捜索に加わっていた。だがラギオス討伐のために断腸の思いで捜索メンバーから外れ、ここにやって来たのだった。

（無事でいてくれ、イリーナ）

　美しく清らかな聖女の姿を思い浮かべる。

　つい先日も寝所で抱いた白い裸体を、快楽に蕩ける美貌を、甘い喘ぎ声を――思い浮かべる。

　勇者になるまで女性とは無縁だったユーノにとって、イリーナという存在はまさしく宝だった。

　初めて知った肉の快楽に溺れ、毎日のようにイリーナの柔肌を貪ったものだ。

　もともとイリーナは親友クロムの恋人だった。だが、魔王軍と戦う旅を続けているうちに、彼女への想いは抑えきれなくなるほど大きくなっていった。

　奪い取りたい。彼女を自分だけのものにしたい。

　想いは日に日に大きくなった。

　やがて、好機がやって来た。

　ヴァレリーから『闇の鎖』の生け贄選定の相談を受け、クロムの名を上げたのだ。

　彼さえいなくなれば、イリーナは僕のもの――。

　無二の親友をだます罪悪感はあったが、イリーナを手に入れたいという誘惑には抗えなかった。

　イリーナにそれとなく持ちかけてみると、意外にも彼女もユーノのことをひそかに想ってくれていた。

　ならば、邪魔者であるクロムに消えてもらおう――と、生け贄の選定は彼に決まった。

　そして禁呪法が実行され、ユーノは強大な【光】の力を手に入れた。

　同時に、憧れてやまなかった愛しいイリーナをも手に入れたのだ。

　最強の力と、最愛の恋人。

　その二つがそろい、自分の人生は絶頂に達したのだという実感を得られた。

　至福の日々が始まった。

　それを――終わらせてたまるものか。

（この戦いが終わったら、必ず探しに戻るからね、イリーナ）

　決意を新たに、ユーノはファラとともに最上階へと進んだ。





「よくここまで来たな、勇者よ」

　城の最上階に巨大な竜がたたずんでいた。

「覚悟しろ、ラギオス。平和な世界を築くために、お前たち魔族を許してはおけない」

　ユーノは聖剣を構え、吠えた。

　ラギオスは魔王軍十三幹部で最強と謳われた古竜である。青い鱗に覆われた巨体は魔力の炎に覆われ、近づく者すべてを焼き溶かす。

　ユーノは聖剣の加護で、ファラは自身の
闘気
 プラナ

 による防壁で、その炎を相殺していた。

「魔王軍最強幹部か。骨がありそうな相手じゃない」

　ファラは熱っぽい口調でつぶやいた。

　異様なまでに艶めいた雰囲気が漂う。

　猛者を相手にすると、ファラは強い性的興奮を覚える――という話だった。

　普段は勝気で快活な女戦士が放つ鮮烈なフェロモンに、ユーノは思わず生唾を飲みこんだ。

　自然と彼女の肉感的な体つきに視線が引き寄せられる。

（い、いけない。僕は戦場で何を……）

　欲情が高ぶるのを自覚し、ユーノは慌てて理性を揺り起した。

　そもそも自分にはイリーナという決まった相手がいるというのに……。

「魔王ヴィルガロドムス様はすでにいない。だが、あの方の意志は俺が受け継ぐ。そして新たな魔王軍を編成し、今度こそ人間界を我ら魔族のものにしてみせよう！」

　朗々と叫ぶラギオス。

「冗談っ。そんなことはあたしがさせない！」

　言うなり、ファラが飛び出した。

　全身にまとった闘気が青白い軌跡を描き、蒼き巨竜へと突き進む。

「お前ごときに！」

　ラギオスは口から青緑色に輝くブレスを吐き出した。

　ファラの全身からあふれる闘気とブレスがぶつかり合う。

　まばゆいスパークが幾度も弾け、

「きゃあっ……！」

　ファラはドラゴンブレスに大きく吹き飛ばされた。

「あたしの闘気を突き破るほどの威力とは……くっ、うぅぅ……」

　地面に叩きつけられ、苦鳴をもらす女剣士。

「ふん、この俺のブレスをそこまで相殺するとは……さすがに勇者パーティの一員だけのことはある」

　ラギオスが吠える。

「とはいえ、何度も防ぎきれまい」

　ファラの鎧はほとんど砕け、ただでさえ半裸に近かった肢体は、今や全裸同然だ。

　褐色の豊かな胸に、くびれた腰、肉感的な太もも――。

　成熟したボディラインに、ユーノはますます見とれてしまう。
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「どうした、勇者よ。お前は戦わないのか？」

　ラギオスがこちらを見た。

「っ……！　次は僕の番だ」

　慌てて意識を戻し、ユーノは聖剣を構え直す。

「ファラさん、君は下がっていて」

「――悪いね。後はあんたに任せるよ」

　己と敵の力量差を素直に認め、引き下がる女剣士。

　その扇情的な姿を横目で見て、ユーノはふたたび喉を鳴らした。

　心の片隅に邪な考えが浮かぶ。

　もしもイリーナに万が一のことがあったら――。

　ファラなら、自分の新しい恋人にふさわしいのではないだろうか。





　――ずぐんっ！





　手にした『真の勇者の聖剣』がふいに熱い脈を打った。

　熱い――。

　剣の脈動がどんどん激しくなり、やがて先端から白く輝くエネルギーの奔流があふれ出す。

　ぐにゃり……。

　前方の空間が大きく歪んだ。

　その向こうに――黒い染みのようなものが見える。

「なんだ――あれは」

『【
黒の位相
 クリフオト

 】の扉が開きかけているようだ。それが私にまで干渉を及ぼしている』

　聖剣から声がした。

　いや、正確には聖剣に宿る意思のようなもの――。

　それはシンプルに【光】と呼ばれている。

「クリ……フォト？」

『どこかで【闇】の力が極大化している証しだな』

「【闇】の……力」

『魔王軍残党などとは比較にならない脅威かもしれん。気を引き締めてかかれ、【光】の勇者ユーノ』

　告げる【光】。

『【光】と【闇】は互いを高め合い、引かれ合う――いずれ、どこかであいまみえることになるかもしれん』

「……よく分からないけど、今は目の前の敵に集中するよ」

　そう言いながらも、ユーノの心の中で何かが引っかかっていた。

【光】と【闇】は互いを高め合い、引かれ合う――。

　先ほどの言葉を頭の中で繰り返す。

（いや、とにかく戦いに意識を向けるんだ……！）

　ユーノはもう一度気合いを入れ直した。

「いくぞ、【光】。僕に大いなる力を！」

『了解だ、マスター』

　いつもながら聖剣の声は頼もしい。

　この剣さえあれば、世界中のどんな敵にも負けはしない。最強の魔王ヴィルガロドムスにさえも打ち勝ったのだ。

　それに比べれば、いかにラギオスが強大な魔族であろうと――、

「勝つのは、僕だ」

　聖剣からあふれる輝きがユーノの全身を包みこんだ。

　額に、スペードを意匠化したような紋様が浮かび上がる。【光】の勇者の証たる紋章だ。

　同時に、体中から力がみなぎってきた。

　勝てる――。

　地上のどんな敵が相手であろうと、一撃で粉砕できる。

　そんな圧倒的な自信が湧き上がる。

「はあっ！」

　黄金のオーラをまとったまま、ユーノが地を蹴る。

　一瞬にして、ラギオスの頭上まで跳び上がった。

「は、速い――!?
 」

　驚くラギオスの声すら置き去りに、

「おおおおおおおおっ！」

　気合い一閃、金色に輝く斬撃が繰り出される。

「が……は……っ」

　額を深々と切り裂かれ、蒼き竜の巨体が倒れ伏した。





「ふう」

　ユーノは大きく息をつき、聖剣を背中の鞘に納めた。

　黄金のオーラが解け、体中から力が抜ける。

「――まだよ！」

　ファラが警告の叫びを発した。

「えっ……？」

　振り返ったユーノの視界に、立ち上がったラギオスの巨体が映る。

　先ほどの一撃を受けてなお、竜の魔族は生きていたらしい。

　すさまじい生命力だった。

　いや――、

「まさか、あれは――『封魔の紋章』!?
 」

　ラギオスの額に光る何かがあった。

『封魔の紋章』

　毒や麻痺などあらゆる『状態異常』を無効化したうえに、物理や魔法に対して累積で３万ダメージを受けるまで装備者を守り続ける宝具である。

　かつて魔王と戦った際、ユーノたちはこれを装備して猛攻を耐え凌いだ。

　その宝具を、魔竜は額に埋めこんでいたらしい。

　いかに聖剣アークヴァイスといえど、一撃のダメージは６０００程度。

『封魔の紋章』を一度の斬撃で打ち破るのは不可能だ。

「くくく、この宝具がなければ、俺とて倒されていただろう。大したものだ、勇者よ」

　ラギオスが笑う。

「くっ……！」

　すでに敵は次のドラゴンブレスの発射体勢に入っていた。

　対するこちらは、攻撃直後の硬直状態。

　油断――。

　魔王との戦いから半年ほどが経ち、強敵相手の実戦カンが鈍っていたのだ。

　以前の彼ならば、先ほどの一撃の後も警戒を解いたりはしなかっただろう。

「まずい……！」

　ユーノの表情が恐怖にひきつる。





　僕は、ここで死ぬのか……？





　恐怖が心の中をドス黒く塗りつぶす。

　嫌だ。

　死にたくない。

　せっかく世界を救って、限りない栄誉を得たのに。

　最愛の女性と幸せに暮らしていけるはずだったのに。

　いや――仮に彼女が駄目でも、勇者としての立場や実績があれば、女などより取り見取りだ。

　富も名誉も思うがままだ。

　生きたい。

　生きたい……。

　生きたい――！

「さあ、消えろ勇者――」

　ラギオスの口から輝くブレスが放たれる。

　――その、直前。

「死んで……たまるかぁぁぁぁぁぁっ！」

　ユーノの意志が、弾けた。

　同時に、黄金のオーラが爆発的な勢いでふくれあがる。





『術者の欲求値及び意志値が規定に到達しました』

『儀式の進捗率が85
 ％に到達しました』

『術者の【光】の出力が６６６％上昇しました』

『【位相】への転移能力を限定的に獲得しました』

『解析中』

『【
白の位相
 セフイロト

 】への転移は現条件では困難』

『【黒の位相】については、すでに扉が開きかけているため、転移可能』

『術者の危機に際し、緊急避難処理として【黒の位相】内部への転移を行います』

『実行中』





「な、なんだ、これは……!?
 」

　ユーノは戸惑いをあらわにした。

　二年もの間、聖剣とともに戦ってきたが、こんな意味不明なメッセージが聞こえてくるのは初めてだ。

「――いや、違う」

　そうだ、一度だけ似たようなメッセージを聞いたことがある。

　あれは忘れもしない。

　クロムを生け贄に捧げ、その代償に【光】の力を得たときだ。





『実行完了』

『術者を【黒の位相】内部に転移します』

『なお、この転移は限定的であり、６６６分経過にて元の場所に強制帰還します』

『帰還後は速やかに現脅威の排除もしくは逃走を図ってください』





「何が起こるっていうんだ、一体――」

　ユーノがうめいたのと同時に、視界が暗転する。

　次の瞬間、彼は見知らぬ場所に立っていた。

「ここは……!?
 」

　小高い丘に無数の墓標。

　そして、その20
 メートルほど向こうには――。

　黒いフードとマント姿の、銀髪の青年がたたずんでいた。

　寒々しい風がその裾をたなびかせる。

　全身から黒い鱗粉のようなものが噴き出していた。

「君……は……？」

　よく知っている顔だった。

　かつて、仲間としてともに旅した男だ。

　かつて、親友と呼んでいた男だ。

　かつて、ユーノが裏切った男だ。

「君は……まさか……!?
 」

【光】の勇者は呆然とうめいた。

【闇】をまとった男を、前にして――。






書き下ろし『憎悪の途上』






「強い――」

　俺は前方の魔族を見据え、冷や汗をぬぐった。

　さっきから『ファイアブラスト』や『サンダーブラスト』などの上級呪文を連打しているが、まるでダメージらしいダメージを与えられない。

「当然だ！　この俺は高位魔族の中でも最上級に位置する猛者！　魔王軍十三幹部に次ぐ力を持っているのだぞ！」

　その魔族――全長20
 メートルを超える双頭竜が吠えた。

「いや、俺の力をもってすれば十三幹部とて敵ではない！　俺こそが魔界最強なのだ！」

「それは、ちょっと調子に乗りすぎじゃないかな」

　微笑み混じりに進み出たのは、一人の少年だ。戦場にあっても、まるで一陣の風のように爽やかで、美しい少年。

　勇者ユーノ。

　俺たちのパーティを束ねる『勇者』であり、大切な旅の仲間であり、生まれて初めてできた親友でもあった。

　神から与えられた聖剣『ヴァイス』を手に、ユーノは
颯
 さつ
 爽
 そう

 と進み出た。

「クロムくん、援護を」

「大丈夫か、ユーノ」

「もちろんだよ。君とのコンビなら、どんな強敵が相手だって勝てる。そうだろう？」

「……だな」

　俺はニヤリと笑い、呪文の詠唱に入った。

　そう、俺たちのコンビは無敵だ。

　たとえ相手が魔王だって、お前となら怖くない。

　きっと勝ってみせる。そして、世界を平和にしてみせる。

　イリーナと一緒に、平和な世界で生きていくんだ――。

「今度は勇者が相手か！　お前を倒せば、俺の魔王軍での地位も格段に上がる！　美味しい獲物だぜ！」

　歓喜する双頭竜。

「悪いけど、君の期待通りにはならないよ」

　ユーノはどこまでも爽やかだ。

　黄金の剣をまっすぐに構えるユーノを見て、俺も魔法の杖を掲げた。

「我が聖剣ヴァイスよ、悪を斬り払え！」

「かの者の剣に宿れ、撃滅の稲妻よ！」

　ユーノと俺の呪言が唱和する。

　俺の唱えた付与系の雷撃魔法がユーノの聖剣ヴァイスを直撃した。同時に、その刃が黄金の稲妻をまとう。

　魔法剣。

　俺とユーノの合体奥義である。

　そのままユーノは突進した。敵が二つの口から吐き出すブレスを、雷を帯びた剣ですべて切り裂き、さらに加速する。

　さらに、他の仲間――ヴァレリー師匠やイリーナが牽制の魔法を放ち、敵の目を引きつける。

　一瞬、敵の注意が逸れた瞬間、ユーノは地を蹴って跳び上がった。

「はああああっ！　『
雷神一閃
 ライトニングブレード

 』！」

　上空高くで振り下ろした聖剣から、まばゆい閃光がほとばしる。聖剣の攻撃エネルギーと、俺が剣に宿らせた魔法エネルギーが混じりあって生まれた斬撃波だ。

「撃ち落としてくれるわ！」

　双頭竜がドラゴンブレスを放ち、斬撃波を迎え撃つ。

　まばゆい閃光が弾け、俺たちの攻撃と魔族の攻撃がぶつかり合ったまま
拮
 きつ
 抗
 こう

 する。

　さすがに、強い。

　だけど――勝つのは俺たちだ！

「が……はぁぁぁぁっ……!?
 　馬鹿なぁぁぁぁっ……！」

　しばらくの拮抗の後、ブレスを吹き散らした斬撃波がそのまま双頭竜を両断した。





　祝宴は、大いに盛り上がっていた。

「あなた方のおかげで村は救われました。本当にありがとうございます」

　村長が俺たちに何度も頭を下げる。

「さあ、どうぞ。勇者様」

「いや、勇者はあっち――」

「ふふ、あたしたちにとっては全員が勇者様ですわ」

「あなたたちのおかげで救われました」

「さあ、もう一杯――」

　可愛らしい村娘が数人、俺を囲んで盃を勧めてくる。

「……顔がにやけてませんか、クロム」

　イリーナが隣に寄ってきて、ぷうっ、と頬を膨らませた。

　ん、ヤキモチでも妬いてるんだろうか？　だとしたら、ちょっと嬉しい。

「もうっ、ますます嬉しそうな顔して」

「はは、ごめんごめん」

　俺は彼女の肩をそっと抱いた。

　俺たちは先日、恋人として結ばれたばかりだ。処女を捧げてくれた彼女のことを、今まで以上に愛しく感じる。

「あいかわらず仲がいいね」

　ユーノがやって来た。

　俺の何倍も酒を勧められたらしく、顔が赤い。

「飲みすぎはいけませんよ、ユーノさん」

　イリーナが優しく諭した。

「うん、気を付けるよ。イリーナさん」

　ユーノが微笑む。

　見つめ合う二人は美男美女という感じで、お似合いに見えた。

　……なんだろう、俺もちょっと妬けてしまった。

　なるほど、さっきのイリーナはこんな気持ちだったのかもしれないな。

　もちろん、彼女とユーノがくっつくことなんてあり得ない。俺を裏切るような二人じゃないことは、よく分かっている。

　それでも嫉妬心というのは、どうしても湧いてしまうものなんだな……。

「今日の戦いはクロムくんのおかげだよ」

　ユーノが話題を変えた。

　俺の盃に酒を注ぎながら微笑む。

「君の魔法がなければ危なかった」

「勝てたのはお前の力だろ。あんなでかい竜を一撃か。やっぱりすごいな」

「あはは、クロムくんやみんなの援護が本当にありがたいよ。僕一人の力は、まだまだだからね」

　ユーノは照れたように頭をかいた。どこまでも謙虚だ。





　俺たちは最高の仲間だ。

　そう、いつも――いつだって、最高のパーティなんだ。

　その、はずだった。





「悪いな、クロム。生け贄はお前だ」

「全員で決めたんだ」

「勇者を強くするために」

「犠牲になるのはお前だ」

「誰だって死にたくはない」

「大丈夫だ、彼女は僕が幸せにする」

「ごめんなさい、クロム。あなたのことは忘れません」





　俺を見捨て、利用した仲間たちの言葉が頭の中でぐるぐると回る。

　冷ややかに俺を見下ろす、瞳、瞳、瞳――。

　大切な親友が、恋人が、仲間たちが。

　俺を裏切り、追放して。













　――そして、俺はすべてを失った――













　あれから、半年が過ぎた。

　ユーノたちのパーティから追放された俺は、各地をさ迷っている。

　俺の身に宿った【闇】のＥＸスキル――【固定ダメージ】。その威力は、俺自身の怒りや悲しみといった負の感情が高まるほどに上がっていくらしい。

　射程距離は10
 メートルのまま変わらない。だが、ダメージ値は最初期の１から、今では１０００近くにまで上昇している。

「だが、まだまだだ……」

　俺はつぶやく。

「もっと力が欲しい……ユーノたちに確実に復讐を遂げられるだけの力を」

　何せユーノは今や、以前とは比べ物にならないほどの力を得ている。絶大な攻撃力を誇る聖剣『アークヴァイス』を手に、すでに魔王軍十三幹部を四体も倒したらしい。

　他の六つの勇者パーティはそれぞれ一体か二体を倒している。

　ただ、それは数年かけての戦果である。たったの半年で四体撃破というのが、いかに破格か分かるだろう。

「少なくとも俺は、魔王軍十三幹部を超える力を手に入れなきゃならない、ってわけだ」

　でなければ、確実に返り討ちだ。

　もっと力が欲しい。俺の手持ちで唯一の攻撃手段――ＥＸスキル【固定ダメージ】をもっともっと強化する必要がある。

　たとえユーノでも抗しきれないほどの攻撃力を手に入れなければならない。

　俺が決意を新たにした、そのときだった。

「きゃぁぁぁぁっ……！」

　前方から悲鳴が響く。

「あれは――」

　身長３メートルほどの、異形の人影がいた。

　蜥蜴の頭部を持った人間――リザードマンだ。

　それなりの知能を持ち、人を襲う習性を持つ下級魔族。

　すぐ近くの茂みに潜み、街道を通る旅人を狙っていたんだろう。

　数は六体。いずれも剣を携え、二人組の女を襲おうとしていた。

「助けて……誰か……！」

　涙声でつぶやいたのは三十路過ぎくらいの女。

　蒼白な顔でその袖をギュッとつかんでいるのは、七、八歳くらいの少女。

　おそらく母娘だろう。

　距離はおおよそ１００メートルほどか。

「間に合うか……！」

　俺は急いだ。

　とはいえ、俺はユーノたちから生け贄の儀式『闇の鎖』を受けた際、身体能力が大きく衰えてしまった。

　内臓機能などもかなり弱っているのだが、特に筋力の低下がひどい。まだ二十代だというのに、徒競走をすれば老人にも勝てないほどだ。

　腕力も同じで、ナイフを振り回すことすらできない。

　俺は足に鞭打つような気持ちで走った。他人から見れば、歩くよりも遅い速度……それが俺の全力疾走だ。

「くそ、間に合えっ……！」

「アネット、無事か！」

　一人の騎士が馬に乗ってやって来た。

　巧みな操馬で風のように駆け抜ける。馬上から振り下ろした剣で、あっという間に二体を斬り伏せる。

　強い……！

　ユーノやマルゴ、ファラには及ばないだろうが、それに準ずるくらいの腕はありそうだ。

　さらに一太刀。三体目のリザードマンが血しぶきを上げて倒れる。

　きゅおおおおおおおおおおおおおおおんっ！

　残る三体は警戒したように甲高い鳴き声を上げた。

　一体が馬の行く手を遮り、残る二体が背後に回る。挟まれた格好だ。

「……ちっ」

　騎士は小さく舌打ちした。

「あなた――」

「大丈夫だ、アネット。お前たちは僕が助ける」

　騎士が母娘に微笑んだ。

　だが馬の機動力を封じられたうえに、三体に挟まれた状態では不利は免れないだろう。

　リザードマンたちがいっせいに飛びかかる。

「我が名は王国騎士ジェスター！　魔族どもよ、正義の剣を受けよ！」

　芝居がかった口上とともに、ジェスターと名乗った騎士は剣を構えた。迫りくるリザードマンたちを迎え撃つ。

　一体目の斬撃を剣で受け、二体目を手甲で弾いた。

　が、三体目の攻撃をしのぎきれない。

「がぁっ……!?
 」

　甲冑ごと背中を切られ、上手から転げ落ちるジェスター。

　とっさに体をひねって着地するが、体勢は大きく崩れている。

　そこに、とどめとばかりにリザードマンが飛びかかり――、

　きゅおおおおおおおおおおおおおおおおんっ!?


　三体は苦鳴とともに、いっせいに動きを止めた。

「10
 メートル圏内だ。ギリギリで間に合ったな」

　俺は荒い息をつきながら、つぶやいた。

「あ、あんたは――？」

「10
 秒程度足止めしてくれ。それで終わる」

　俺は驚いた顔の騎士ジェスターに言った。

　きゅぴぃぃぃぃぃ……っ！

　リザードマンたちは怪訝そうに俺を見ている。

　それはそうだろう。

　俺の方から攻撃した形跡はない。にもかかわらず、一瞬にして『９７６』の【固定ダメージ】を受けたのだから。

　このスキルは俺が敵と認定した者が射程圏内に入った瞬間に、まず既定のダメージ――現在は９７６というダメージ数値だ――を与える。

　その後は、対象が射程内に入っているかぎり、３秒ごとに同じダメージを与え続ける、というものだった。

　ぐぎっ!?


　ぐぴぃぃぃぃぃっ……！

　きっかり３秒後、リザードマンたちが悲鳴を上げた。

　俺をすごい目でにらみ、近づいてくる。

　二撃で倒せると踏んだが、まだ足りなかったか。

　さて、残り３秒――次のダメージを与えるまで、どう時間を稼ぐか。俺自身の身体能力では、当然リザードマンには対抗できない。

　いや、逃げることさえできない。

「あんた、魔法使いか？　不可視の攻撃魔法か何かが使えるらしいな」

　ジェスターが俺の前に立った。

「僕が前衛をやる。その間に次の呪文を！」

「――助かる」

　ちょっとした即席パーティだな。

　俺は口元にニヤリとした笑みを浮かべた。

　きゅぴぃぃぃぃぃぃっ！

　三体のリザードマンが剣を手に襲いかかる。

　まっすぐ、俺に向かって。

　ＥＸスキル【固定ダメージ】の存在までは分からなくても、俺がなんらかの手段でリザードマンたちにダメージを与えている、ということは悟ったのだろう。

「させない！」

　ジェスターが割って入った。剣を振り回し、リザードマンたちを牽制する。

　俺に攻撃させないよう、上手く立ち回っていた。

　そうこうするうちに、３秒が経過する。

「残念だったな。そろそろタイムオーバーだ」

　俺は三体のリザードマンにニヤリと笑いかけた。

　ぐぎぃぃぃぃぃぃっ……！

　苦鳴とともに、次の【固定ダメージ】を受け、リザードマンたちがいっせいに倒れる。

　これまでのダメージが蓄積し、奴らはいっせいに絶命した。

　次の瞬間、リザードマンたちの体が輝く淡雪にも似た光の粒子となり、四散した。





「ありがとう、旅のお人。おかげで助かった」

　その騎士は、ジェスターと名乗った。襲われていた母娘――アネットとリーズは、彼の妻と娘ということだ。

「クロムだ」

　俺は姓を伏せ、名前だけを名乗った。

「お前たちのいる村が襲われていると聞いて、慌てて駆けつけたんだ。よかった、間に合って――」

　どうやら彼らの住む村は、魔王軍の襲撃を受けているらしい。

「村人はほとんどが殺され、あるいは奴隷として連れていかれました。私たちはかろうじて逃げ延びて……」

　涙ながらに語るアネット。

「最近、勇者ユーノ様の一行がこの国を訪れていると聞いて、会いに行こうと思ったんです」

「ゆうしゃさまなら、わるいまぞくなんてやっつけてくれるの～！」

　と、リーズが拳を振り上げる。

「僕が来たからには、勇者様のところに行く必要はない。村に戻って、魔族を倒すよ」

　ジェスターが言った。

「わーい、おとうさんならつよいからだいじょうぶだね。ゆうしゃさまと同じくらい強いよね？」

「いや、さすがに勇者には及ばないよ。特に勇者ユーノは、ここのところ飛ぶ鳥を落とす勢いだからね」

　はしゃぐリーズにジェスターが苦笑した。

「他の勇者パーティの戦績と比べて、頭一つ――いや三つくらい抜けている」

　正直、ユーノたちが賞賛されているのを聞くと、胸が苦しくなる。怒りや憎しみが湧きだし、あふれそうになるのだ。

　と、

「おにいちゃん、こわいかおしてる」

　リーズが俺を見つめた。

「悪いな。この顔は生まれつきだ」

「しかめっつらばかりしてちゃ、めーだよ。ほら、わらってわらって～」

　リーズがにっこりと促す。

「…………」

「わらってわらって～」

「…………」

「わらってわらって～」

「…………」

「わらってわら――」

「もしかして俺が笑うまで続けるのか、このやり取り」

　思わず憮然となる俺。

「そうだよ」

　そんな俺にまったく頓着することなく、リーズがうなずく。

「えがお、だいじ！　そうやってみんながわらっていられれば、せかいはへいわになる、っておとうさんがいってた」

「はは、そうだぞ。リーズ」

　ジェスターがリーズの頭を撫でた。

「えへへ」

「リーズは本当にお父さんが好きね」

　微笑むアネット。

　いかにも幸せそうな家族の光景が、俺の目にはやけにまぶしく映った。

「ね。だから、えがおはだいじなの！」

「……そうだな」

　力説するリーズに、俺は小さくうなずいた。

　ただ――俺はもう喜びの笑顔ってやつを忘れてしまったのかもしれない。

　イリーナやユーノたちと一緒に過ごした日々。

　それは、俺にとって人生最良の時間だった。

　愛しい恋人と、気の良い親友と、信頼できる師匠や仲間と……彼らと一緒にいられるパーティは、かけがえのない空間だった。

　だけど、俺は裏切られ、追い出された。

　楽しかったあのころの気持ちは、もう思い出せない。

　思い出すたびに、怒りと憎しみで体中が燃え上がる。

「やっぱり……たのしくない、かな？」

　ふいにリーズが悲しげな顔をした。

　しまった、様々な負の感情が顔に出ていたか。小さい子どもの前で見せる表情じゃないな。

「……いや、俺の悲しみは俺自身の事情でしかない」

　リーズを安心させるため、俺は半ば無理やり笑顔を作った。

「君が気にすることじゃない」

　頬がぎこちなくこわばるような感覚。

　笑顔っていうのは――笑うっていうのは、こんなにも難しかったか？　俺は、いつの間にか普通に笑うことさえできなくなっているのか……!?


「でも、おにいちゃんがかなしいと、リーズもかなしいよ」

　彼女はますます悲しげな顔をした。

　今の俺の答えではまずかっただろうか。もう一度笑みを浮かべようとした俺は――結局、こわばった表情になってしまった。





　到着した村は、炎に包まれていた。

「これは……！」

　アネットが息を飲んだ。

　ジェスターもリーズも蒼白な顔だ。

　人間の腰くらいまでの身長の下級魔族――
小鬼
 ゴブリン

 が徒党を組み、村人を襲っている。

　取り囲まれてナイフや棍棒でなぶり殺しにされる男。

　集団で押さえつけられ、犯される女。

　そんな光景が村のあちこちで繰り広げられている。

「おのれぇっ！」

　ジェスターが怒りの声とともに剣を抜いた。

「僕が奴らを倒してくる。二人は安全な場所に隠れて。クロムさん、一緒に戦ってくれ！」

「分かった」

　ゴブリンは数の多さや連携が厄介だが、体力的には大したことがない。せいぜい子どもくらいの運動能力しかないのだ。

　俺の【固定ダメージ】なら、ゴブリンたちは射程圏内に入ったとたん死ぬだろう。

　とはいえ、俺は移動スピードが遅い。それをカバーするように、ジェスターがあちこちを走り回っては、手当たり次第にゴブリンを斬り伏せていく。

　さすがにその剣腕はすさまじく、村中を襲っていたゴブリンの大群はあっという間に半減した。

　その間に、俺もスキルでゴブリンたちを片っ端から消し飛ばしていく。

「もう一息だ！」

　ジェスターが気勢を上げたとき、

「あなた！」

　安全な場所に避難しているはずのアネットが走ってきた。

　何かあったんだろうか？

「お前、なぜここに来た？　リーズはどうした？」

　訝しむジェスター。その間も剣を振るい、ゴブリンを次々に斬り伏せているのはさすがだ。

「それが、その……」

　アネットは口ごもっている。

　嫌な予感がした。

「お耳を――」

「えっ？」

　アネットに促され、剣を下ろして身をかがめるジェスター。

　次の瞬間――。

「が……は……っ!?
 」

　あまりにも唐突に、あまりにもあっけなく。

　虚空から飛来した黒い刃が、無防備になったジェスターを貫いていた。

「よくやったぞ、アネット。そいつはなかなかの使い手のようだが、油断を突かれてはどうしようもなかったな」

　笑い声とともに、黒い影が歩いてくる。

　浅黒い肌に凍りつくような美貌。背中からはコウモリのような翼が生えている。

「……魔族、か」

　しかも雰囲気からして、かなりの力を持っているようだ。村を襲っているゴブリンとは比べ物にもならない。

　おそらくは高位魔族――。

「ああ、ヴァーダム様」

　アネットは瀕死のジェスターを乱暴に突き飛ばし、魔族の下に駆け寄った。

　どういうことだ……!?


　俺は戸惑いを隠せずに、彼女を、そして魔族を見た。

「はははは、可愛い奴よ」

　ヴァーダムと呼ばれた魔族はアネットを抱きしめ、熱烈な口づけを与える。

「ん……」

　彼女も上気した顔でその口づけに応えていた。

「アネ……ット……!?
 」

　愛する妻と魔族のキスシーンを見せられ、ジェスターは呆然とした顔だ。

「大丈夫か……！」

　俺は彼の下に走り寄った。

　といっても、自分でもじれったくなるほどのスピードしか出ない。ほとんど這うような鈍さで、それでもなんとかジェスターの下にたどり着く。

「ジェスター……」

　俺は唇をかみしめた。

　見ただけで分かる。致命傷だ。

「アネットは……きっと操られて、いる……どうか、助けてあげて……ほしい……」

　苦しげな息の下で、ジェスターが言った。

「……ああ」

　俺は静かにうなずき、彼の側にしゃがみこんだ。震える手を取る。

「頼む、村の人たちを一人でも逃がして……守って……」

　ジェスターの瞳から大粒の涙がこぼれ落ちた。

「分かった」

　俺はもう一度うなずいた。

「それから、アネットとリーズを……僕の……愛する……つ、妻と娘を……どうか……どう……か……」

「任せろ」

　俺は力強くうなずいた。

「ありが……と……う……」

　その言葉を残し、ジェスターの手から力が抜けた。

　俺はゆっくりと手を離し、立ち上がる。

　彼とは、ほんのわずかな時間をともにしただけだ。人となりも、性格も、どんな人生を歩んできたのかも、ほとんど何も知らない。

　だけど――一つだけ分かることがある。

　人を守るために懸命に戦ってきた、ということだ。

　かつては勇者パーティの一員として、俺も同じように戦ってきた。

　だから、せめてその想いはくみ取りたい。

　彼に託されたものを、今――。

　俺はゆっくりと振り返る。

「お前はアネットを利用したわけか。この男を殺すために――」

　ヴァーダムをにらみつけた。

「その男はなかなかの使い手のようだが、愛する妻の前では無防備だろう？　この女を『魅了』し、夫を裏切るように仕向けたのだ。俺が攻撃するタイミングに合わせて、上手く気を引き付けてくれた。まあ、心配するな。夫が死んで寂しい分は、この俺がたっぷりと慰めてやるさ。清純な顔に似ず、いい体をしているようだからな」

　下卑た笑みを浮かべながら、ヴァーダムはアネットの胸元を揉みしだいた。

「あ……ふあ……ぁ」

　魔族の腕の中で体を左右によじるアネット。

「ところで、お前はなかなかいい目をしている。それにその身に蓄えている【闇】――今はまだそこそこだが、いずれはもっと成長するかもしれん」

　と、話題を変えるヴァーダム。

「人間の側に置いておくには惜しいな。どうだ、俺とともに来ないか？　我が主ラギオス様も、きっとお前には興味を示すだろう」

「ラギオス――魔王十三幹部の一体か」

「そうだ。『蒼き魔竜』の二つ名を持つ、偉大な魔族……いずれは魔王ヴィルガロドムス様の後を継ぎ、次代の魔王になるであろうお方だ！」

　ヴァーダムが朗々と告げた。

「断る」

　俺は即答した。

　当然だ。魔族の味方なんてするはずがない。できるはずもない。

「ならば死ね」

　ヴァーダムの行動もまた即決だ。

　突き出した手のひらから、無数の魔法弾が放たれる。それらは俺のスキルの効果範囲に入ったとたん、ダメージを受け、火花を散らす。

　俺の【固定ダメージ】は生物だけでなく、今回のような『攻撃』に対しても作動する。

　そして対象に既定のダメージを与えるのだ。

　だが――、

「消せない……！」

　固定ダメージ一発では、完全に消滅させられないようだった。

　威力は減じたものの、おそらくは十分な殺傷能力を維持しているであろう光弾群が、いっせいに迫ってきた。

　と、そのときだった。

「にげて、クロムさん！」

　リーズが物陰からいきなり現れ、走り寄った。そのまま俺の前に立ちはだかる。

「よ、よせ――」

　アネットを探しに来たのか、避難場所から走ってきたらしい。

「逃げるんだ、リーズ……！」

　彼女をはねのけようとするが、衰弱した腕では情けないくらいに力が入らない。

「きゃあっ……!?
 」

　魔族が放った光弾が、リーズを直撃した。

　小さな体が崩れ落ちる。

　俺は慌ててリーズの下に走った。衰えた両足は苛立つほどに、遅い。亀が這うような速度で、ようやくリーズの下までたどり着く。

　死相――。

　彼女の顔を見た瞬間、悟った。

「なぜ、俺をかばった……！」

　噛みしめた唇が破れ、血が流れ出した。

　なぜだ。罪もない、こんな小さな女の子が――なぜ。

「いつか……ちゃんと……わらって……ね……このままだと、クロムさん……かわい……そ……だか……ら……」

　とぎれとぎれにつぶやきながら、優しく健気な少女はそのまま動かなくなった。

「ふん、運のいい奴」

　ヴァーダムが笑う。

「もっとも、ほんの少し生き延びる時間が増えただけだが、な」

　言って、アネットを抱き寄せた。彼女は顔面蒼白だ。

「どうした？　前の男との間に設けた娘などどうでもよかろう？」

　魔族の双眸が輝く。より強力な『魅了』をかけたのか、アネットの全身が、びくん、と震えた。

「お前は、この俺の女なのだぞ」

「は、はい、ヴァーダム……さま……」

　言いながら、アネットはヴァーダムに顔を寄せ、唇を重ねた。

　情熱的なキスを続けるアネットと魔族の姿が、イリーナとユーノの姿に重なる。

　忌まわしい記憶が、俺の憎悪をさらに煽った。





「俺が、滅ぼす……滅ぼしてやる……！」





　湧き上がる激情のままに、叫んだ。

「なんだと？」

　ヴァーダムがアネットから離れ、俺を見つめる。

「【闇】の密度が急速に増していく……!?
 　これは――」

「滅ぼす、と言ったんだ」

『憎悪値が急速に上がっています。いいですね、この怒りと憎しみ……心地よい負の感情のほとばしり……』

【闇】の声がした。

　いつも淡々としている声音が、珍しく高揚しているような響きを宿す。

『ＥＸスキル【固定ダメージ】のダメージ量が９７６から９７７に上がりました』

『さらにダメージ量が９７７から９７８に上がりました。さらに――』

　どんどん上がっていくダメージ量の説明を半ば聞き流し、俺は奴を見据えた。

「俺たちの仲間にはならない、という意思表示だな。せっかく誘ってやったというのに。やはり人間はどこまでも愚かだ」

　ヴァーダムが嘲笑した。

「そいつを始末しろ」

　と、背後に控える配下たちに命令した。

　リザードマンやワーウルフなど、亜人や獣人系がおよそ五十体ほど。いずれも下級から中級程度の魔族である。

　種族にもよるが、その
生命力
 ＨＰ

 は俺の【固定ダメージ】なら射程圏内に入った瞬間、確実に倒せるレベルだった。

　もともと、かなりのレベルのモンスターでもせいぜいＨＰ１０００未満だからな。

　魔族たちが四方から俺に向かってくる。

　次の瞬間、血しぶきを上げて、そいつらは次々に倒れ伏した。絶命し、無数の光の粒子と化して消滅する。

「な、なんだ、兵どもが勝手に死んでいく……!?
 」

　うろたえたようなヴァーダム。

「俺はもう勇者パーティじゃない。いろんなものを失い、捨てた……だが」

　俺は無造作に歩みを進めた。スキルの射程圏である10
 メートル内に入った連中から次々に死に、消えていく。

　すでにダメージ数値は１０００を超えていた。

　そして、なおも上昇を続けている。

「人を守りたいという志まで全部捨てたわけじゃない……！」

　だから、せめてジェスターの意志を守りたい。

　悲しみと無念を晴らしたい。

　あるいは、俺はジェスターと自分自身を重ねているのかもしれないな。

「ほざけぇっ！」

　ヴァーダムが両手を突き出し、無数の魔法弾を放った。数十単位のエネルギーボールが空中から俺に迫る。

　さっきは一撃で消せなかった高火力弾だ。

　そのすべてが、今度は一瞬で消滅した。

「馬鹿な!?
 　俺の魔法弾が!?
 」

　ヴァーダムは恐怖にかられたように俺を見た。

　震えている。歴戦の魔族が。

　ただの人間である俺に。

「くっ……兵士ども、俺を守れ！」

　軋むような音を上げ、巨大なゴーレムが俺の前に立ちはだかる。

「そいつはＨＰ３０００以上もあるぞ。攻撃能力はそれほどでもないが、耐久だけは超一級品だ。壁役に最適だな」

　ヴァーダムがふたたび余裕を取り戻した。

「こいつで時間稼ぎしている間に、お前は逃げる――ということか」

「当然だ。兵などいくらでも代わりはいる。が、俺はそうはいかん」

「逃がさない」

　俺は奴に向かって踏み出す。

　前方のゴーレムとの距離が10
 メートルを切った。

　とたんに巨大な岩石兵士の全身が揺れる。俺の【固定ダメージ】を食らったのだ。

　だが、それを受けてもなお、ゴーレムは倒れることなく立っていた。

「一撃では殺せないか……」

　ＨＰ３０００以上もある、というヴァーダムの言葉は本当だったらしい。

　俺の【固定ダメージ】のダメージ数値は、現在１０５０。

　これでは一撃必殺とはいかない。

　ゴーレムが両腕を振り上げた。

　巨大な拳が俺の頭上に振り下ろされる――。

　その瞬間、ゴーレムの両腕が粉々に吹き飛んだ。

　俺のスキルの効果対象は『俺に敵対する存在』や『俺への攻撃』。

　今のは『俺を攻撃しようとするもの』――つまりゴーレムの両腕に、新たにダメージが送りこまれたのだ。

　蓄積したダメージが奴の両腕を破壊したのだった。

　さらに次の瞬間、今度は本体も追加の【固定ダメージ】を受けて吹き飛び、消滅する。

「し、信じられん……10
 秒足らずでゴーレムが――」

「逃がさない、と言ったはずだ」

　俺はヴァーダムに向かって足を踏み出す。

　一歩、また一歩。

「なんだ……なんなんだ、お前は……！」

　ヴァーダムがうろたえたように後ずさる。

「【闇】の上昇値がおかしい……魔族でも、こんなふうには増えたりしない……たかが人間が、なぜ……！」

「その『たかが人間』の【闇】の深さを味わってみるか？　魔族様」

　俺は皮肉げに口の端を吊り上げ、笑った。

「ひ、ひいいいい……」

　ヴァーダムが恐怖の声を上げる。腰が抜けたらしく、その場にへたり込んだ。

　俺は容赦せずに一歩を踏み出す。

「た、助け――」

「じゃあな」

　俺と奴の距離が10
 メートルになった瞬間。

　血しぶきを上げて、ヴァーダムは絶命した。





　俺は墓の前に立っていた。

　石や草花を使って即席で作ったものだ。

　ジェスターとリーズの墓――のつもりだった。

「ふふふ……うふふふふふ……ふぅぅぅ……」

　アネットはあらぬ方向を見ながら、虚ろな笑い声をもらしている。。その双眸は焦点が合っていなかった。

　魔族から度重なる『魅了』を受けた後遺症と、夫や娘を一度に失ったショックが重なり、精神が崩壊してしまっていた。

　結局、俺がしたのは魔族を殺したことだけ。

　誰も、助けられなかったな……。

「俺はもう行くよ。あの世で父娘仲良く暮らせ」

　俺は墓を一瞥し、踵を返す。

「町の教会に行って、アネットを僧侶に診せてみる。治る可能性は低いかもしれないが――」

　と、彼女に視線を移す。

　手を引くと、抵抗することなく俺について来た。これなら町まで連れて行けそうだ。

　後は僧侶に診せるための金だが、野盗でも返り討ちにして手に入れるか……。

　その後は、また復讐の旅路だ。

　俺の力がもっと高まるまで、今はまだ力を磨く時期だろう。ヴァーダムが放ったゴーレム相手に、俺のスキルは一撃で倒すことができなかった。

　身体能力がほとんどない俺にとって、相手の反撃を許すことは致命傷につながる。

「もっと……力をつけるんだ」

　すべての怒りを、悲しみを、憎しみを、力の糧として。

「もっと深く、濃い【闇】を……」

　そう、どんな奴が相手でも一撃で殺せるほどの強大な力を。

　それを得たときこそ――。

　俺の復讐は幕を開ける。





六志麻あさ（ろくしま・あさ）

小説家になろうで主にハイファンタジー系の小説を書いています。熱いバトルや萌えるラブコメ、王道的なストーリーが好物です。本作以外にもいくつか連載していますので、よろしければぜひ色々お読みくださいませ～！ツイッターもやっています。→https://twitter.com/amakusashiro7（二〇一九年十一月現在）
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